
東
北
地
方
太
平
洋
沿
岸
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗

1
東
日
本
大
震
災
後
の
追
跡
調
査
を
踏
ま
え
て
ー

藤

井

弘

章

東北地方太平洋沿岸のウミガメの民俗

は
じ
め
に

東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸

(福
島
県
、
宮
城
県
、
岩
手
県
、
青
森
県
の
下
北
半
島
)
に
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
ま

つ
わ
る
伝
承
や
習
俗
が

広
く
分
布
し
て
い
る
。
網
に
か
か
っ
た
ウ
ミ
ガ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ
て
放
す
、
死
ん
で
い
る
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
し
て
祭

祀

・
供
養
す
る
、

ウ

ミ
ガ
メ
が
ま
と
わ
り

つ
い
て
い
る
流
木
を
拾
い
上
げ
て
祀
る
、
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
地
方
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
に
つ
い
て
は
、
昭
和

=
二
年

(
一
九
三
八
)
に
柳
田
国
男
主
導
で
実
施
さ
れ
た
海
村
調
査
の
際
、
岩

手
県
普
代
村
を
訪
れ
た
桜
田
勝
徳
に
よ

っ
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
放
流
す
る
習
俗
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
海
村
調
査
の
報
告
書
で

あ

る

「採
集
手
帖
」
記
載
の
事
例
は
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
多
く
、
桜
田
勝
徳
に
よ
る
普
代
村
の
ウ
ミ
ガ
メ
事
例
も
、
桜
田
の

(
1

)

「採
集
手
帖
」
以
外
で
は
確
認
で
き
な
い

〔藤
井

二
〇
〇
二
〕。

ま
た
、
昭
和
二
六
年

(
一
九
五

一
)
、
柳
田
国
男
の
喜
寿
を
祝
う

『民
間
伝
承
』
の
特
集
号
に
、
宮
城
県
の
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
習

俗
が
報
告
さ
れ
て
い
る

〔丹
野

一
九
五

一
〕。
そ
の
後
も
、
地
元
の
研
究
者
を
中
心
に
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
習
俗
が
し
ぼ
し
ば
報
告

さ
れ
る
こ
と
が
あ

っ
た

〔沢
内

一
九
五
五
、
釜
石
市
誌
編
纂
委
員
会

一
九
六

一
、
七
ヶ
浜
町
誌
編
纂
委
員
会

一
九
六
七
、
唐
桑

町
史
編
纂
委
員
会
編

一
九
六
八
、
小
島
俊

一

一
九
七
四

・
一
九
八
四

・
一
九
九
二
、
和
田

一
九
七
八
、
小
玉

一
九
八
〇
、
早

坂

一
九
八

一
、
釜
石
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
係

一
九
八
二
、
大
島
郷
土
誌
刊
行
委
員
会
編

一
九
八
二
、
宮
古
市
教
育
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委

員
会

一
九
八
四
、
東
北
歴
史
資
料
館

一
九
八

四
、
八
戸
市
博
物
館

一
九
八
八
、
志
津
川
町
誌
編
さ
ん
室

一
九
八
九

・

一
九
九

一
、
阿
部

一
九
九
〇
、
鹿
島
町
史
編
纂
委
員
会

一
九
八
八
、
三
浦

一
九
九
八
、
柳
沢

二
〇
〇

一
、
牡
鹿
町
誌
編
さ
ん

委
員
会

二
〇
〇
二
、
南
相
馬
市
博
物
館

二
〇
〇
六
、
八
戸
市
史
編
纂
委
員
会

二
〇
〇
八
〕。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
事
例
に
つ
い
て

(
2
)

と
く
に
考
察
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

そ
の
な
か
で
、
成
城
大
学
が
主
催
し
た
海
村

・
離
島
の
追
跡
調
査
に
参
加
し
た
筆
者
は
、
桜
田
勝
徳
の

「採
集
手
帖
」
を
も
と
に
、

岩
手
県
沿
岸
の
ウ
ミ
ガ
メ
事
例
を
広
く
追
跡
調
査
し
、
三
陸

一
帯

の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
を
全
国
的
な
事
例
と
比

較
し
た

〔藤
井

二
〇
〇

一
〕
。
さ
ら
に
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
を
拠
点
に
精
力
的
な
民
俗
調
査
を
さ
れ
て
い
た
川
島
秀

一
氏
は
、
福
島
県
か
ら
青
森
県
に

か
け
て
の
ウ
ミ
ガ
メ
事
例
を
集
め
て
考
察
を
行

っ
た

〔川
島

二
〇
〇
四

・
二
〇
〇
五
〕
。
川
島
氏
の
考
察
に
よ

っ
て
、
東
北
地
方
の

ウ

ミ
ガ
メ
の
民
俗
の
全
容
と
特
徴
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
た
と
い
え
る
。
そ
の
後
も
、
筆
者
は
東
北

一
帯
の
ウ
ミ
ガ

メ
事
例
の
調
査
を

続
け
、
宮
城
県
七
ヶ
浜
町
の

「亀
霊
神
社
」
に
つ
い
て
考
察
を
行

っ
た
が

[藤
井

二
〇

一
三

a
〕、
東
北
地
方
全
体
の
考
察
は
い
ま

(
3
)

だ
行

っ
て
い
な
か

っ
た
。

平
成
二
一二
年

(二
〇

一
一
)
に
は
東
北
太
平
洋
岸
を
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
大
津
波
が
襲

い
、
沿
岸
部
は
甚
大
な
被
害
を
こ
う
む
っ

た
。
こ
の
地
方
の
民
俗
の
現
状
確
認
と
継
続
し
た
追
跡
調
査
は
、
民
俗
学
研
究
者
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
仕
事
で
あ

る
。
限
定
的
で
は

(
4
)

あ

る
が
、
筆
者
は
平
成
二
四
年

(二
〇

一
二
)
に
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
に
つ
い
て
追
跡
調
査
を
行

っ
た
。
本
稿
は
、
震
災
後
の
追
跡
調
査

(
5
)

を
踏
ま
え
て
、
東
北
地
方
太
平
洋
沿
岸
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
を
あ
ら
た
め
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

東
北
地
方
太
平
洋
沿
岸
に
お
け
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
と
民
俗
知
識

ー

ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵

日
本
列
島
に
上
陸

・
産
卵
す
る
ウ
ミ
ガ
メ
は
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
、
タ

イ

マ
イ

の

三
種

で
あ

る
。

こ

の
う

ち

、

ア

カ
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表
1福
島
県
沿
岸
で
記
録
さ
れ
た
ウ
ミ
ガ
メ

種
名

性
別
採
集
・
上
陸
年
月
日
採
集
・
上
陸
地
点
採
取
方
法
甲
長
(cm)

産
卵
・
卵孚
化
・

放
流

出
典

オ
サ
ガ
メ

昭
和
初
期

浪
江
町
請
戸
浜

漂
着

南
相
馬
市
博
物
館
2006

オ
サ
ガ
メ

メ
ス
1953年
8月
15日

塩
屋
埼
200㎞

柳
沢
2001

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
?
メ
ス
1978年
8月
8日

新
舞
子
海
岸

上
陸

産
卵
・
艀
化
柳
沢
2001

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
メ
ス
1979年
8月
2日

新
舞
子
海
岸
?

上
陸

産
卵

柳
沢
2001

オ
サ
ガ
メ

不
明
1985年
8月
31日

勿
来
海
岸

漂
着

体
長
約
2m

柳
沢
2001

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
?
メ
ス
1986年
7月
13日

勿
来
海
岸

上
陸

産
卵

柳
沢
2001

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
?
メ
ス
1987年
7月

勿
来
海
岸

上
陸

産
卵
・
卵
孚
化
柳
沢
2001

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
メ
ス
1999年
4月
19日

塩
屋
埼
1㎞

底
曳
網

73.2
放
流

柳
沢
2001

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
メ
ス
1999年
4月
27日

茨
城
県
大
津
沖
30km

底
曳
網

76.3
放
流

柳
沢
2001

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
メ
ス
1999年
6月
23日

勿
来
沖
9km

巻
き
網

71.5
放
流

柳
沢
2001

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
メ
ス
2000年
8月
6日

四
倉
海
岸

上
陸

産
卵

柳
沢
2001

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
不
明
2000年
8月
16日

楢
葉
町
井
出
川
河
口
漂
着

77.4
埋
葬

柳
沢
2001

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
メ
ス
2000年
10月
1日

久
ノ
浜
海
沖

サ
ケ
刺
し
網
43.4

放
流

柳
沢
2001

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
メ
ス
2001年
6月
末
勿
来
海
岸

産
卵
・
卵
孚
化

福
島
県
生
活
環
境
部
環
境

政
策
室
自
然
保
護
グ
ル
ー

プ
2003

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ

2003年
9月
23日

南
相
馬
市
原
町
区
下
渋
佐
漂
着

稲
葉
氏
の
ご
教
示

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ

2005年
2月
4日

相
馬
市
長
洲

漂
着

稲
葉
氏
の
ご
教
示

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ

2005年
12月
25日

南
相
馬
市
烏
崎
海
岸
漂
着

稲
葉
氏
の
ご
教
示

OOO一

心
rrr三
Rス
Q匙
1風
署
簑
皿齢
ρ
題
V'十
ぐ
斗
批
丑
和
惣
胆
宙
咲
橿
鴇
宏灸
魍
風
署
Q≒
謎
A」
3ρ
息
P初
喫
゜
鯉
唖
咲
捉
鴇
鍵
葺
駒
慧
ノ
区

鈷
ト
レ
⊃
パ
峰
v⊃
櫛
Q量
受
謹
噌
く
出
喰
心
rrr鮫
XQ⊥
1越
〆
瞳
風
〆
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勾
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騨
や
昧
碧
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〔量
受
11000・
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°
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喫
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思
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睾
囲
碧
笹
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濫
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迦
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葦
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言
ト
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然
鞄
暑
翼
喫
条
ρ
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一
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゜
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咲
思
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う
デ
ー
タ
も
あ
る
た
め

〔福
島
県
生
活
環
境
部
環
境
政
策
室
自
然
保
護
ク
ル
ー
プ

ニ
○
〇
三
〕、
永
崎
で
も
産
卵
が
確
認
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
記
録
に
残

っ
て
い
る
デ
ー
タ
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
い
わ
き
市
で
は
昭
和
初
期
に
も
ウ
ミ
ガ
メ
が
卵
を
産
む
こ
と
は

知
ら
れ
て
い
た
。
い
わ
き
市
中
之
作
の
松
本
茂
氏

(大
正

=
二
年
生
ま
れ
)
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
は
、
永
崎
で
も
卵
を
産
ん
だ
こ
と

が
あ

っ
た
と
語
る
。
掘

っ
て
み
た
ら
卵
が
あ

っ
た
が
食
べ
な
か

っ
た
と
い
う
。
産
卵
頭
数
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
か
、
産
卵
に
関
す
る

民
俗
知
識
は
確
認
で
き
な
か

っ
た
。

福
島
県

い
わ
き
市
が
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
地
の
北
限
と

い
わ
れ
て
き
た
が
、
宮
城
県
で
も
山
元
町

〔亀
崎

二
〇

一
二
〕
、
名
取
市

閑
上
の
砂
浜

〔秋
葉
ほ
か

二
〇
〇
〇
〕
で
も
産
卵
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
筆
者
の
調
査
で
は
、
宮
城
県
で
の
産
卵
は
確
認
で
き

な
か

っ
た
。

岩
手
県
、
青
森
県
で
は
ま

っ
た
く
産
卵
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
の
聞
き
取
り

で
は
、
岩
手
県
宮
古
市
、
普
代
村
の
漁
民
は
、
「カ
メ
が
オ
カ

へ
上
が

っ
た
と
い
う
の
は

聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
」
と
語

っ
て
い
た
。

2

ウ
ミ
ガ
メ
の
回
遊

日
本
列
島
近
海
に
は
、
列
島
で
産
卵
す
る
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
、
ア
オ

ウ
ミ
ガ
メ
、
タ
イ

マ
イ
に
加
え
て
、
列
島
で
産
卵
し
な
い
ヒ
メ
ウ
ミ
ガ
メ
、
オ
サ
ガ
メ
も
回
遊
し
て
い
る
。

東
北
で
は
産
卵
が
み
ら
れ
る
南
部
だ
け
で
な
く
、
北
部
の
ほ
う
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
ウ
ミ

ガ
メ
が
回
遊
し
て
い
る
。
表
1
か
ら
は
、
上
陸

・
産
卵
を
す
る
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
だ
け
で

な
く
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
や
オ
サ
ガ
メ
の
回
遊
も
確
認
で
き
る
。
古

い
記
録
と
し
て
は
、

昭
和
初
期

に
浪
江
町
請
戸
浜
に
オ
サ
ガ
メ
が
上
が

っ
て
い
る

〔南

相
馬
市
博
物
館
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磨

　環

欝

糠
溝

讃

螺獺

鑓

鶏
灘

綴

ア

月

海

う
。
江
戸
時
代
に
ウ
ミ
ガ
メ
祭
祀
を
行

っ
た
家

の
子
孫
で
あ
る
鈴
木
捨
五
郎

戴

氏

(昭
和

三

年
生
ま
れ
ぽ

「カ
メ
は
あ
っ
た
け
⊥

暖
か
い
)
水
に

慨

餌

乗

っ
て
く
る
」
と
い
.馳

目
葎

的
に
は
六
月
か
ら

6

旦

」
ろ
で
あ
る
と
い

う
。
ウ
ミ
ガ
メ
が
回
遊
し
て
く
る
と
、
七
ヶ
浜
町
で
も
漁
業
の
網
に
か
か
る

こ
と
が
あ
る
。
石
巻
市
鮎
川
の
山
本
春
人
氏

(大
正

一
一
年
生
ま
れ
)
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

こ
の
あ
た
り
で
は
、
七
月
末
か
ら
黒
潮
が
流
れ
る
。
五
月
、
六
月
あ
た
り
は
ま
だ
寒
流
が
強

い
。
七
月
末
か
ら
年
末
ま
で
黒
潮
が

流
れ
る
。
黒
潮
が
流
れ
る
と
、
カ
メ
が
自
然
に
か
か
る
。
寒
流
で
は
カ
メ
は
入
ら
な
い
。

産
卵
地
よ
り
遠
く
離
れ
て
い
る
岩
手
県
以
北
で
は
さ
ら
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
乏
し
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
平
成

一
七

年

(
二
〇
〇
五
)
七
月
か
ら
、
東
京
大
学
大
気
海
洋
研
究
所
国
際
沿
岸
海
洋
研
究
セ
ン
タ
ー

(岩
手
県
大
槌
町
)
を
拠
点
に
し
た
ウ
ミ

ガ
メ
調
査
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
ず
、
ウ
ミ
ガ
メ
類
の
来
遊
状
況
の
把
握
を
目
的
に
し
て
、
定
置
網
に
よ
る
混
獲
状
況
の

調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
⊥ハ
月
か
ら

一
〇
月
に
か
け
て
亜
成
体
か
ら
成
体
サ
イ
ズ
の
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が
、
七
月
か
ら

一
〇
月
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に
か
け
て
亜
成
体
サ
イ
ズ
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
定
期
的
に
来
遊
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
三
陸
沿
岸
域
が
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
お
よ
び

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
に
と

っ
て
、
夏
季
限
定
の
摂
餌
場
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た

〔楢
崎

二
〇
〇
九
、
楢
崎
ほ
か

二
〇

一
一
〕
。

平
成
二
一二
年

(二
〇

一
一
)
三
月
の
大
津
波
に
よ
り
調
査
地
の
大
槌
町
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
た
め
、
調
査
は
中
止
し
て
い
た
が
再

開
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

筆
者
が
漁
民
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
岩
手
県
の
漁
民
も
ウ
ミ
ガ
メ
の
回
遊
は
認
識
し
て
い
た
。
宮
古
市
赤
前
出
身
の
堀
内

良
司
氏

(大
正
九
年
生
ま
れ
)
は
、
三
陸
に
回
遊
す
る
カ
メ
は
暖
流
の
ピ
ー
ク
時
の
八
月
ご
ろ
に
来
る
と
い
う
。
田
野
畑
村
の
久
里
十

太
郎
氏

(大
正

一
五
年
生
ま
れ
)
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

カ
メ
は
黒
潮
の
本
流
が
こ
な

▲写真3 岩手県山田町の定置網で混獲された

アカウミガメ(楢 崎友子氏撮影)

い
と
網
に
入
ら

な
い
。
死
ん
で
い

る
カ
メ
を
見
た
こ
と
は
な

い
。

青
森
県
八
戸
市
鮫
で
、
筆
者
が

聞
き
取
り
を
し
た
と
こ
ろ
で
は
、

黒
潮
は
岩
手
県
沖
で
親
潮
と
ぶ

つ

か
る
た
め
八
戸
沖

は
親
潮
が
強

く
、
ウ
ミ
ガ
メ

は
来
た
こ
と
が
な

い
と
い
う
。

二

捕
獲

・
利

用
習
俗

東
北
地
方
で
も
、
縄
文
時
代
に
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表2東 北地方太平洋岸におけるウミガメ類出土一覧

遺跡名 所在地 時代 種

薄磯 ・貝塚 福島県いわき市平豊間町薄磯字古塚 縄文前期
アオウ ミガメ、アカ ウミガ メ、

ウミガメ、ウミガメ類

大畑 ・貝塚 福島県いわき市泉町下川字大畑 縄文草創期;縄 文早期 ウミガメ類 、オサガメ

綱取 ・貝塚
福島県いわき市小名浜下神白字綱取 ・大
作 ・小三崎

縄文後期 ウミガメ類

寺脇 ・貝塚 福島県いわき市小名浜古港字寺脇 ウミガメ

真石 ・貝塚 福島県いわき市南富岡字真石 縄文前期 ウミガメ

南冨岡 福島県いわき市 縄文中期;縄 文後期 ウミガメ

二月 田 ・貝塚(空 墓 ・貝塚) 宮城県宮城郡七ケ浜町吉田浜二月田 縄文草創期;縄 文早期;弥 生;平 安 ウミガメ類

仁斗 田 ・貝塚 宮城県石巻市田代浜内山 縄文草創期;縄 文中期;縄 文後期 ウミガメ

沼津 ・貝塚(出 外 ・貝塚) 宮城県石巻市沼津字出外
縄文草創期;縄 文早期;縄 文中期;縄 文

後期;弥
ウミガメ

南境 ・貝塚(北 境久保 ・遺跡)
宮城県石巻市南境妙見,桃 生郡河北町北

境久保

縄文草創期;縄 文早期;縄 文前期;縄 文
後期

ウミガメ類

桂 島 ・貝塚(桂 島台 囲 ・貝塚) 宮城県塩釜市浦戸桂島台囲 縄文草創期;縄 文中期;縄 文後期 ウミガメ

田柄 ・貝塚 宮城県気仙沼市所沢
縄文草創期;縄 文早期;縄 文前期;縄 文
中期;縄

ウミガメ類

南最知 ・貝塚 宮城県気仙沼市最知南最知
縄文草創期;縄 文中期;縄 文後期;古 墳
後期

ウミガメ

西 ノ浜 ・貝塚(磯 崎 ・貝塚) 宮城県宮城郡松島町磯崎字西ノ浜 縄文草創期;縄 文早期;縄 文 ウミガメ

大木 囲 ・貝塚 宮城県宮城郡七ケ浜町大字東宮浜東大木 縄文草創期;縄 文中期;縄 文 ウミガメ類

平 田原 ・貝塚 宮城県桃生郡矢本町大塩平田原
縄文前期;縄 文中期;縄 文後期;奈 良;
平安

ウミガメ類

宮戸島里(浜) 宮城県東松島市
縄文早期;縄 文前期;縄 文中期;縄 文後
期

ウミガメ類

出島 ・貝塚 宮城県牡鹿郡女川町出島寺間・山下 縄文草創期;縄 文早期;縄 文 オオウミガメ(マ マ)

前浜 ・貝塚 宮城県本吉郡本吉町前浜326番 地の2 縄文草創期;縄 文早期 ウミガメ

長者屋敷 ・貝塚 宮城県本吉郡歌津町管の浜 縄文草創期;縄 文早期;縄 文後期 ウミガメ

中沢浜 ・貝塚 岩手県陸前高田市広田町字中沢浜 縄文早期;縄 文中期;縄 文後期 ウミガメ類

貝鳥 ・貝塚 岩手県西磐井郡花泉町油島蝦島貝鳥 縄文草創期;縄 文早期;縄 文後期 ウミガメ類

宮野 ・貝塚 岩手県気仙郡三陸町綾里宮野 縄文草創期;縄 文中期;縄 文後期 ウミガメ

崎 山弁天 ・遺跡 岩手県上閉伊郡大槌町吉里吉里崎山 縄文草創期;縄 文後期 ウミガメ類

札地 ・貝塚 青森県下北郡東通村尻屋札地 縄文前期 ウミガメ類

寸
○〇
一



東北地方太平洋沿岸のウミガメの民俗

は
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
捕
獲
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
し
ぼ
し
ぼ
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
貝
塚
遺
跡
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索
す
る
と
、
福
島

(
6
)

県

で
六
か
所
、
宮
城
県
で

一
四
か
所
、
岩
手
県
で
四
か
所
、
青
森
県
で

一
か
所
の
遺
跡
か
ら
ウ
ミ
ガ
メ
が
出
土
し
て

い
る
。
今
回
は
考

古
学
的
な
考
察
で
は
な
い
た
め
、
詳
細
を
調
べ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
ほ
と
ん
ど
が
食
料
残
津
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
な
か

で
、
福
島
県
い
わ
き
市
の
寺
脇
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
の
側
板
骨
に
は
刺
突
傷
痕
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
縄

文
時
代
に
は
東
北
地
方
で
も
ウ
ミ
ガ
メ
を
鈷
で
突
き
捕
る
こ
と
が
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る

[馬
目

一
九
六
九
〕
。
ま
た
、
特
徴

的
な
も
の
と
し
て
、
岩
手
県

一
関
市
花
泉
町
の
貝
鳥
貝
塚
か
ら
出
土
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
遺
体
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
甲
羅
を
穿
孔
品
と
し
て

利
用
し
た
例
で
あ
る

〔花
泉
町
教
育
委
員
会

一
九
七

一
〕
。

ウ
ミ
ガ
メ
の
回
遊
や
産
卵
が
限
ら
れ
る
地
域
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
後
も
南
西
日
本
の
よ
う
に
広
く
捕
獲

・
利
用
が
行
わ
れ
る
こ
と

は
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
江
戸
時
代
や
昭
和
時
代
に
な

っ
て
も
、
ご
く
ま
れ
に
利
用
す
る
こ
と
は
み
ら

れ
た
。
江
戸
時
代

に
は
、
宮
城
県
石
巻
市

の
網
地
島
で
ウ
ミ
ガ
メ
を
膏
薬
に
し
よ
う
と
し
た
例
が
あ
る
。
享
保

一
四
年

(
一
七

二
九
)
に
建
立
さ
れ
た

燭

「宝
亀
塔
」
の
碑
文
に

「夫
欲
成
膏
」
と
い
う
表
現
が
み
ら
れ
る
。
捕
獲
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
か
ら
膏
薬
を
採
ろ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ

る
が
、
結
局
は
採
取
せ
ず
に

「霊
亀
塔
」
を
建
立
し
て
祀

っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

岩
手
県
釜
石
市
唐
丹
の
盛
岩
寺
に
は
、
文
政

一
二
年

(
一
八
二
九
)
に
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
し
て
、
そ
の
経
緯
を
刻

ん
だ
石
碑
が
立

っ

て
い
る
。
漁
師
の
網
に
か
か

っ
た
ウ
ミ
ガ
メ
を
寺
の
池
に
お
い
て
い
た
が
、
商
い
と
し
て
ウ
ミ
ガ
メ
を
殺
す
者
が
出

る
こ
と
を
住
職
は

心
配
し
て
い
た
。
こ
の
場
合
も
、
ウ
ミ
ガ
メ
は
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
埋
葬
し
て
石
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

碑
文
か
ら
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
利
用
す
る
習
俗
も
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

昭
和
時
代
に
な

っ
て
も
、
食
用
に
さ
れ
る
こ
と
が
あ

っ
た
。
宮
城
県
山
元
町
で
は
、
次
の
よ
う
な
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る

〔川
島

二
〇
〇
四
〕
。

大
ガ
メ
が
半
死
の
状
態
で
上
が

っ
た
た
め
に
、
酒
を
飲
ま
せ
た
が
、
カ
メ
を
こ
の
ま
ま
に
し
て
腐
ら
せ
た
ら
崇

る
か
も
し
れ
な

い



と
思

っ
て
、
漁
師
だ
け
で

「供
養
」
の
た
め
に
カ
メ
を
食
べ
た
。
(筆
者
要
約
)

川
島
氏
の
い
う
よ
う
に
、
こ
れ
は
き
わ
め
て
ま
れ
な
事
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
昭
和
時
代
に
も
ウ
ミ
ガ
メ
を
食
用
に
す
る
人
も

い
た
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
の
平
成

一
七
年

(二
〇
〇
五
)
の
調
査
で
は
、
宮
城
県
石
巻
市
の
網
地
島
で
も
、
明
治
生
ま
れ
の
人
が
カ
メ

を
捕

っ
て
き
て
食
べ
た
こ
と
が
あ
る
と
聞
い
た
。
た
だ
し
、
こ
の
人
以
外
は
食
べ
た
と
い
う
人
は
い
な

い
と
い
う
。

ま
た
、
筆
者
の
聞
き
取
り
で
は
、
昭
和
二
〇
年
ご
ろ
ま
で
は
、
岩
手
県
で
も
突
棒
船
が
ウ
ミ
ガ
メ
を
捕
獲
し
て
食
用
に
す
る
こ
と
が

あ

っ
た
こ
と
も
分
か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
周
辺
住
民
は

「と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
す
る
」
、
「崇
り
が
あ
る
」
と
語

っ
て
い
た
と
い
い
、

そ

の
後
に
不
幸
が
あ

っ
た
と
き
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
こ
と
が
話
題
に
出
た
と
い
う
。
岩
手
県
で
も
宮
古
の
人
が
土
佐
の
マ
グ

ロ
船
に
乗
り
に

行

っ
た
り
、
土
佐

の
人
が
気
仙
沼
辺
り
の
船
に
乗
り
に
来
た
の
で
、
土
佐
の
人
が
力

剛

撮

繍

刊
助

メ
を
ご
ち
そ
う
だ
と
い
っ
て
喜
ぶ
の
は
知

っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
捕

獲
し
て
食
べ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ご
く
ま
れ
に
捕
え
て
食
べ
る
こ

燭

と
も
あ

っ
た
と
い
う
程
度
の
よ
う
で
あ
る
。

三

伝
説

・
縁
起

福
島
県

い
わ
き
市
に
は
浦
島
伝
説
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
い
わ
き
市
四
倉
の
下
仁
井

田
は
浦
島
太
郎

の
誕
生
地
と
い
わ
れ
、
下
仁
田
の
諏
訪
神
社
は
浦
島
の
屋
敷
跡
と
い

う
。い

わ
き
市

の
浦
島
伝
説
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る

〔福
島
中
央
テ
レ
ビ

一
九
七
六
〕
。

浦
人
が
カ
メ
を
捕
ら
え
た
と
こ
ろ
に
浦
島
太
郎
が
通
り
か
か
る
。
金
を
与
え
て



東北地方太平洋沿岸のウミガメの民俗

▲写真6 亀 山(2012年3月 撮

影)

 

こ
の
伝
説
は
、
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
の
学
芸
員
で
あ

っ
た
柳
沢
践
夫
氏
も
北
限
の
浦
島
伝
説
と
し
て
注
目
し
て
お
り
、

び
紹
介
し
て
い
る

〔柳
沢

二
〇
〇

一
、
里
見

二
〇
〇
七
〕
。

柳
沢
氏
も
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
こ
こ
の
浦
島
が
カ
メ
を
買
い
取

っ
た
の
は
大
人
で
あ

っ
た
。
カ
メ
を
捕
ら
え
た
人
に
も
酒
を
飲

ま
せ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。

福
島
県
以
北
に
浦
島
伝
説
は
確
認
で
き
な
い
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
伝
説
は
い
く

つ
か
み
ら
れ
る
。
宮
城
県
石
巻
市
の
金
華
山
に

は

「亀
石
」
の
伝
説
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
昔
、
金
華
山
が
女
人
禁
制
だ

っ
た
こ
ろ
、
女
性
が
渡

っ
て
き
て
カ
メ
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
現
在
は
新
し
い
防
波
堤
を
作

っ
て
見
え
な
く
な

っ
て
い
る
。
こ
の
伝
説
は
、
金
華
山
黄
金
山
神
社
で
教
え
て
い
た

だ

い
た
。

宮
城
県
気
仙
沼
市
の
大
島
に
は
、
薬
師
を
カ
メ
が
背
負

っ
て
き
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。
そ
の
カ
メ
が
死
ん
だ
た
め
に
山
頂
に

埋
め
た
。
そ
れ
か
ら
、
こ
の
山
を

「亀
の
森
」
、
「亀
山
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。
こ
の
話
は
宝
暦

一
〇
年

(
一
七
六
〇
)
に

ま
と
め
ら
れ
た

「奥
州
里
諺
集

巻

一
」
に
出
て
い
る

〔菅
原
ほ
か

二
〇
〇

一
〕
。

酒
を
求
め
て
、
捕
ら
え
た
人
や
カ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ
て
カ
メ
を

放
し
た
。
そ
の
後
、
浦
島
が
釣
り
を
す
る
た

め
に
小
船
で
沖

へ

出
る
と
、
乙
姫
が
カ
メ
に
乗

っ
て
迎
え
に
来

た
。
浦
島
は
竜
宮

へ
行
き
、
助
け
ら
れ
た
恩
人
と
し
て
丁
重
な

も
て
な
し
を
う
け

る
。
浦
島
は
故
郷
が
恋
し
く
な
っ
て
カ
メ
に
乗

っ
て
帰
る
。
故

郷
は
す

っ
か
り
変
わ

っ
て
い
た
た
め
、
開
け

て
は
い
け
な
い
と

い
っ
て
も
ら
っ
た
玉
手
箱
を
開
け
る
と
、
み
る
み
る
う
ち
に
老

い
は
て
た
。
(筆
者
要
約
)

た
び
た
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搬蟻嚢鱒蛾勤 鱒

▲写真7い わき市中之作(2012年11月 撮 影)

四

放
流
習
俗

東
北
地
方
で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
網
に
か
か
る
と
酒
を
飲
ま
せ
て
放
す
と
い
う
習
俗
が

広
く
分
布
し
て
い
る
。

こ
の
習
俗
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
東
北
に
広
ま

っ
て
き
た
の
か
は
不

明
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
確
認
で
き
る
。

い
わ
き
市
中
之
作
の
松
本
茂
氏

(大
正

=
二
年
生
ま
れ
)

大
き
な
カ
メ
が
網
に
入
る
と
大
事
に
す
る
。

つ
か
ま
ん
で
な
い
よ
ー
」
な
ど
と
い
っ
て
放
す
。

少
し
珍
し
い
事
例
で
あ
る
が
、
い
わ
き
市
江
名
で
は
、
カ
メ
を
見
る
と
、

二
〇
〇
四
〕
。

1

福
島
県

福
島
県
で
は
、
カ
メ
が
網
に
か
か

っ
た
り
、
上
が

っ
て
き
た
り
し
て
い
る
と
、
決
し

て
殺
し
た
り
は
せ
ず
、
酒
を
飲
ま
せ
て
海
に
戻
し
て
や
る

〔和
田

一
九
七
八
〕。

い
わ

き
市
四
倉
で
は
、
カ
メ
を
見
る
と
酒
を
飲
ま
せ
て
海
に
放
し
て
や
る
と
い
う

〔和
田

一
九
七
八
〕
。
三
章
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
い
わ
き
市
の
浦
島
太
郎

は
、
カ
メ
を
捕
ら

え
た
人
と
カ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ
て
か
ら
、
カ
メ
を
海
に
放
し
て
い
た

〔福
島
中
央
テ
レ

ビ

一
九
七
六
〕
。

か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
話
を
聞
い
た
。

生
き
て
い
る
カ
メ
は
酒
を
飲
ま
せ
て
、
「大
漁
さ
せ
て
け
ろ
よ
ー
」、
「今
度
は
人
に

柄
杓
で
真
水
を
あ
げ
た
、
と
い
う
報
告
も
あ
る

〔川
島
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2

宮
城
県

a

七
ヶ
浜
町
の
事
例
-
江
戸
時
代
と
昭
和
時
代
-

七
ヶ
浜
町
に
伝
わ
る

「亀
霊
神
社
」
の
由
来
に
は
、
文
化
七
年

(
一
八

一
〇
)
の
夏
、
沖
合
い
に
出
現
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
に
酒
を
飲
ま

せ

て
放
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
祀
る
こ
と
に
な
る
た
め
に
、
そ
の
経
緯
が
詳
し
く
残

っ
て
い
る
。
こ
の

経
緯
は
別
に
論
じ
た
が
、
酒
を
飲
ま
せ
て
放
す
部
分
だ
け
引
用
し
て
お
く

〔藤
井

二
〇

一
三

a
〕
。

亀
与
申
物
者
酒
ヲ
呑
候
物
之
由
、
老
人
之
咄

二
而
承
伝
置
候
間
、
右
亀
ヲ
捕
置
酒
を
為
呑
可
申
よ
し
相
談
を
仕
候
処
、
幸
漁
師
共

呑
酒

二
持
参
仕
候
漁
師
之
酒
舟
中

二
在
合
候
間
、
為
呑
可
申
与
右
亀
を
捕
、
拙
者
共
呑
酒
之
内
壱
升
斗
り
為
呑
候
所
、
右
酒
ヲ

一
宇

呑
申
候
処
、
掬
々
亀

ハ
酒
を
呑
事
偽

澱層　
二
叢 きぜ 蒙 雫 瓶

』 騒

欄■■レ 亀

 

'

▲写真8七 ヶ浜町松 ヶ浜(2005年8月 撮影)

▲写真9 「亀霊神社不死貝由来」(2006年7月 撮

影)

二
無
御
座
候

(「亀

霊
神
社
不
死
貝

由
来
」)

こ
れ
に
よ
る
と
、
カ
メ
に
は
酒
を

飲
ま
せ
る
と
よ

い
と

い
う
こ
と
が
、

江
戸
時
代
後
期
に
は
、
宮
城
県
の
漁

民
に
も
認
識
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
わ
ざ
わ
ざ

海
中

の
ウ
ミ
ガ
メ

を
捕
え
て
、
酒
を
飲
ま
せ
て
放
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
的
で
あ
る
。
放

す
際
に
は
、
今
後
、
こ
の
カ
メ
を
見

る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
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う

こ
と
で
、
「見
印
」
を

つ
け
て
い
る
。
酒
を
飲
ま
せ
て
放
す
理
由
に
つ
い
て
は
、
「亀
は
漁
事

二
は
吉
事
之
物
御
座
候
」
(「亀
霊
神
社

不
死
貝
由
来
」
)
と
い
う
言
葉
も
み
ら
れ
る
。
漁
に
恵
ま
れ
る
よ
う
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
酒
を
振
る
舞

っ
て
放
し
て
い
る
。

ウ
ミ
ガ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ
て
放
す
習
俗
は
、
昭
和
時
代
に
な

っ
て
も
確
認
で
き
る
。
七
ヶ
浜
町
松
ヶ
浜
と
花
淵
浜

の
漁
民
か
ら
の
聞

き

取
り
で
、
カ
メ
を
海
の
神
様
の
使

い
と
し
て
、
網
に
か
か

っ
て
も
酒
を
飲
ま
せ
て
放
す
と
い
う
事
例
が
報
告
さ

れ
て
い
る

〔小
玉

一
九
八
〇
〕
。
筆
者
の
平
成

一
七
、

一
八
年

(二
〇
〇
五
、
二
〇
〇
六
)
の
聞
き
取
り
調
査
で
も
同
様
の
事
例
を
確
認
で
き
た
。
「亀
霊

神
社
」
を
祀

っ
た
漁
民
の
子
孫
で
あ
る
鈴
木
捨
五
郎
氏
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
刺
し
網
や
流
し
網
に
入
る
と
酒
を
飲
ま
せ
て
帰
し
た
。
捨
五

郎
氏
は
、
カ
メ
が
本
当
に
酒
が
好
き
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
カ
メ
に
木
を
か
ま
せ
て

一
升
瓶
で
飲
ま
せ
た
。
放
す

と
き
に
は

「網
さ
か
か

っ
て
は
だ
め
だ
」
と
声
を
か
け
た
。
カ
メ
が
網
に
入
る
の
は
年
に

一
回
あ
る
か
な

い
か
と

い
う
程
度
で
あ
る

が
、
最
近
で
は
カ
メ
を
オ
カ
ま
で
持

っ
て
き
て
酒
を
飲
ま
せ
る
こ
と
は
な
く
な

っ
た
と
い
う
。

「亀
霊
神
社
不
死
貝
由
来
」
を
所
有
す
る
加
藤
実
氏

(昭
和

一
一
年
生
ま
れ
)
も
、
カ
メ
は
ひ
と
夏
に

一
、
二
回
ぐ
ら

い
網
に
か
か
る

幽

と

い
う
。
加
藤
氏
の
家
で
は
、
明
治
時
代
の
中
ご
ろ
ま
で
は
漁
船
を
所
有
し
て
漁
業
を
行

っ
て
い
た
が
、
実
氏
の
代

に
は
農
業
と
旅
館

経
営
を
し
て
い
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ

(昭
和

一
七
、
八
年
ご
ろ
)、
大
網
と
い
う
網
が
あ
り
、
そ
の
網
に
カ
メ
ノ
コ
が
入

っ
た
こ
と
を
実

氏
は
記
憶
し
て
い
る
。
こ
の
辺
り
で
は
、
子
ど
も
の
カ
メ
で
な
く
て
も

「
カ
メ
ノ
コ
」
が
入

っ
た
と
い
う
。
こ
の
と
き
も
、
カ
メ
を
連

れ

て
来
て
、
酒
を
飲
ま
せ
て
か
ら
海

へ
放
し
た
。
カ
メ
が
泳
い
で
い
く
と
き
に
顔
を
出
し
た
た
め
、
見
て
い
た
人
た
ち
は
、
カ
メ
が
お

礼
を
言

っ
て
い
る
と
い
っ
て
い
た
と
い
う
。
カ
メ
ノ
コ
は
長
寿
の
縁
起
物
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
東
宮
浜
の
鈴
木
義
信
氏

(昭
和
二
一二
年
生
ま
れ
)
も
、
子
供
の
こ
ろ
、
父
親
の
網
に
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
と
オ
サ
ガ
メ
が
入

っ
た

こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
は
松
島
の
水
族
館
に
売

っ
た
と
い
う
。
そ
の

一
、
二
年
後
、
オ
サ
ガ
メ
が
網
に
入

っ
た
。

い

ず
れ
も
小
型
底
曳
網
で
あ

っ
た
。
同
じ
よ
う
な
漁
業
を
し
て
い
る
人
た
ち
は
、
よ
く
カ
メ
が
か
か
っ
て
い
た
と
い
う
。
カ
メ
は
外
洋
の

ほ
う
で
よ
く
か
か

っ
て
い
た
。
オ
サ
ガ
メ
は
船
に
積
ん
で
き
て
、
四
、
五
人
で
引
き
上
げ
た
。
酒
を
買

っ
て
来
て
、
竹
か
棒
で
口
を
開
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て
き
て
、
酒
を
買

っ
て
き
て
酒
を

一
升
飲
ま
せ

「大
漁
さ
せ
ろ
よ
」
と
言

っ
て
放
し
た
こ
と
が
あ
る
。
五
〇
年

以
上
前
で
あ

っ
た
。

み
ん
な
で
頭
を
な
で
て
沖
向
け
て
放
し
た
。
砂
浜
だ
か
ら
押
し
て
や

っ
た
。
カ
メ
も
酔
う
の
か
、
頭
を
下
げ
て
行

っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
石
巻
市
の
田
代
島
で
は
次
の
よ
う
な
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る

〔川
島

二
〇
〇
四
〕。

大
網
な
ど
に
カ
メ
が
入

っ
た
と
き
に
は
、
浜
に
連
れ
て
来
て
、

一
人
の
者
が
カ
メ
に
向

っ
て

「大
漁
さ
せ
ろ
よ
」
と
語
る
と
、
別

の
者
が
カ
メ
に
成
り
代
わ

っ
て

「捕
ら
せ

っ
か
ら
、
捕
ら
せ

っ
か
ら
」
と
返
事
を
し
て
か
ら
カ
メ
を
放
し
た
。
(
筆
者
要
約
)

気
仙
沼
市
大
島
で
は
、
カ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ
て
逃
が
す
と
大
漁
に
な
る
、
と
い
う

〔大
島
郷
土
誌
刊
行
委
員
会

一
九
八
二
〕。
気

仙
沼
市
唐
桑
町
で
は
、
カ
メ
は
竜
宮
の
お
使
い
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
カ
メ
を
捕
ま
え
る
と
吉
相
と
し
て
酒
を
飲
ま

せ
て
放
す
、
と
い

う

〔唐
桑
町
史
編
纂
委
員
会

一
九
六
八
〕
。

こ
の
ほ
か
、
気
仙
沼
地
方
で
は
、
川
島
氏
が
複
数
の
事
例
を
報
告
し
て
い
る
。
気
仙
沼
市
小
鯖
で
は
、
カ
メ
を
捕

っ
て
し
ま

っ
た
場

合

は
、
口
に
お
に
ぎ
り
を
詰
め
て
、
お
神
酒
を
飲
ま
せ
て
か
ら
放
し
た

〔川
島

二
〇
〇
四
、
二
〇
〇
五
〕
。
気
仙
沼
市
神
の
倉
で
は
、

毘

カ

メ
を
発
見
し
た
と
き
、
カ
シ
キ
が
真
水
を
三
回
カ
メ
に
か
け
な
が
ら
、
「カ
メ
さ
ん
、
大
漁
さ
せ
て
く
れ
よ
」
と
唱
え
た

〔川
島

二
〇
〇
四
、
二
〇
〇
五
〕。
気
仙
沼
市
小
々
汐
で
は
、
カ
メ
を
捕
ま
え
て
し
ま

っ
た
ら
、
頭
に
赤

い
手
ぬ
ぐ

い
を
し
め

さ
せ
、
酒
を
飲
ま

せ

て
海
に
放
し
た

〔川
島

二
〇
〇
五
〕。
気
仙
沼
地
方
の
カ
ツ
オ
船

で
は
、
カ
メ
を
見
つ
け
る
と
、
わ
ざ
わ
ざ
デ

ッ
キ
に
上
げ

て
、

船
頭
が
オ
フ
ナ
ダ

マ
に
供
え
ら
れ
て
い
る

一
升
瓶
を
持

っ
て
き
て
カ
メ
に
酒
を
か
け
、
カ
シ
キ
が
生
米
を
カ
メ
の
口
に
入
れ
て
か
ら
、

「大
漁
さ
せ
て
け
ろ
」
と
言

っ
て
海
に
放
し
た

〔川
島

二
〇
〇
五
〕
。
ま
た
、
地
域
名
は
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
三
陸
沿
岸
で

は
、
捕
獲
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
の
背
中
に

「祝
大
漁
満
足
」
と
い
う
文
字
を
ペ
ン
キ
や
紅
妙
丹

(紅
色
の
錆
止
め
の
薬
品
)
で
描

い
て
か
ら

放
す
と
い
う
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る

[川
島

二
〇
〇
五
〕
。
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連
中
も
お
神
酒
を
飲
む
の
で
。
網

の
責
任
者
で
あ
る
大
謀
が
気

の
利
い
た
人
で
あ
れ
ぼ
、

作

っ
て
も
ら
い
、
そ
こ
に
建
網
の
名
前
や
大
謀
の
名
前
を
刻
ん
で
カ
メ
に
つ
け
て
放
し
た
。

一
五
、
六
年
前
、
二
〇
〇
㎏
く
ら
い
の
カ
メ
が
定
置
網
に
入

っ
た
。
若
い
人
た
ち
は
い
た
ず
ら
で
、
カ
メ
を
安
家
川
に
軽
ト
ラ
ッ

ク
に
積
ん
で
も

っ
て
い
っ
て
泳
が
せ
て
み
た
。
三
、
四
日
た

っ
て
安
家
川
の
長
老
が
カ
メ
を
見
つ
け
て
川
か
ら
上
げ

て
お
神
酒
を
飲

ま
せ
て
、
川
に
カ
メ
が
入

っ
て
き
た
と
い
う
の
は
す
ご
く
縁
起
の
い
い
こ
と
だ
と
い
っ
て
ど
ん
ち
ゃ
ん
さ
わ
ぎ
を

し
た
。

普
代
村
太
田
名
部
の
大
上
泰
久

(昭
和
九
年
生
ま
れ
)
か
ら
は
以
下
の
よ
う
な
話
を
う
か
が

っ
た
。

カ
メ
に
は
酒
を
飲
ま
せ
て
返
し
た
。
長
生
き
す
る
な
ど
と
い
っ
た
。
甲
羅
に
は
ペ
ン
キ
で

「大
漁
祈
」
と
書

い
て
放
し
た
。
船
名

を
書
く
人
も
い
た
。
今
は
カ
メ
が
入
る
の
は
何
年
か
に

一
回
だ
が
、
か

つ
て
は
も
う
少
し
多
か
っ
た
。
カ
メ
は
大
事
に
し
た
。

同
じ
く
太
田
名
部
の
太
田
卯
之
助
氏

(昭
和
二
年
生
ま
れ
)
か
ら
は
以
下
の
よ
う
な
話
を
う
か
が

っ
た
。

カ
メ
に
は
酒
を
飲
ま
せ
て
返
し
た
。
涙
を
流
し
た
。
祝
う
も
の
で
あ

っ
た
。

普
代
村
黒
崎
の
道
合
政
喜
氏

(昭
和

一
二
年
生
ま
れ
)
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

告
を
意
識
し
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
聞
き
取
り
を
普
代
村
に
お

い

て
集
中
的
に
行

っ
た
。
成
果
の

一
部
を
発
表
し
た
だ
け
で
あ

っ
た
の

で

〔藤
井

二
〇
〇

一
〕、
こ
の
機
会
に
聞
き
取
り
内
容
を
紹
介
し
て

お
き
た
い
。

普
代
村
堀
内
の
金
名
部
直
徳

(昭
和
九
年
生
ま
れ
)
か
ら
は
以
下

の
よ
う
な
話
を
う
か
が

っ
た
。

カ
メ
は
酒
を
飲
ま
せ
て
返
し
た
。
カ
メ
が
網

に
入
る
と
必
ず
オ

カ
ま
で
も

っ
て
く
る
。
カ
メ
に
飲
ま
せ
る
だ
け

で
な
く
、
漁
師
の

鍛
冶
屋
に
頼
ん
で
ス
テ
ン
レ
ス
の
札
を
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カ
メ
は
定
置
網
に
入
る
と
、
酒
を
飲
ま
せ
て

「魚
大
漁
さ
せ
て
く
れ
よ
ー
」
な
ど
と
い
っ
て
放
す
。

桜
田
、
筆
者
と
も
に
調
査
を
行

っ
た
太
田
名
部
は
、
漁
業
が
中
心
の
集
落
で
あ
り
、
堀
内
、
黒
崎
は
海
岸
部
の
段
丘
上
に
位
置
す
る

集
落
で
、
半
農
半
漁

の
生
活
を
行

っ
て
き
た
。
桜
田
調
査
時
に
お
け
る
太
田
名
部
で
は
、

一
〇
月
に
マ
グ

ロ
、
サ

ケ
、
ス
ル
メ
、
サ

バ
、
イ
ワ
シ
を
対
象
と
す
る
建
網

(大
謀
網
)
を
行

っ
て
い
た
。
桜
田
が
調
査
し
た
の
は

一
〇
月
で
あ

っ
た
た
め
、
太
田
名
部
の
大
謀

網

に
ウ
ミ
ガ
メ
が
入

っ
て
酒
を
飲
ま
せ
て
い
た
と
い
う
。
太
田
名
部
、
堀
内
、
黒
崎
と
も
に
、
戦
後
も
定
置
網
は
盛

ん
で
、
お
も
に
サ

ケ
を
対
象
と
し
て
い
た
。
筆
者
の
聞
き
取
り
で
は
、
戦
後
も
定
置
網
に
ウ
ミ
ガ
メ
が
入
る
こ
と
が
あ
り
、
酒
を
飲
ま

せ
て
放
し
た
と
い

う

こ
と
に
な
る
。
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b

宮
古
市
の
事
例

昭
和
初
期
の
新
聞
記
事
と
追
跡
調
査

『岩
手
日
報
』
昭
和
四
年
八
月

一
七
日
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「風
水
八
大
龍
王
海
幸
授
給

海
上
安
全
大
漁
成
就
」

宮
古
で
五
尺
と
三
尺
の
大
正
覚
坊
捕
獲

背
中
に
書
い
て
沖
に
流
す

宮
古
町
小
笠
原
合
名
会
社
所
有
第
八
号
漁
運
丸
は
十
四
日
宮
古
沖
合
約
五
十

マ
イ
ル
の
沖
合
で
鰹
漁
中
大
亀
の
浮

い
て
ゐ
る
の
を

発
見
し
之
を
捕
獲
し
て
同
日
入
港
し
た

一
つ
は
甲
羅
の
長
さ
は
約
五
尺
首
か
ら
尾
ま
で
は
約
⊥ハ
尺
も
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
オ
サ
亀
で
も
う

一
つ
は
之
よ
り
少
し
小
さ
く
甲

羅
は
長
さ
三
尺
種
類
も
赤
海
亀
俗
に
正
覚
坊
と
云
ふ
何
れ
も
近
海
に
は
珍
し
い
代
物
で
あ
る

漁
師
は
非
常
に
縁
起
を
尊
ぶ
も
の
で
あ
る
亀
は
目
出
度
い
も
の
竜
宮
の
御
使
者
で
あ
る
と
し
て
出
漁
中
に
之
に
出

ッ
く
わ
す
と
大

漁
が
あ
る
と
云
ひ
伝

へ
ら
れ
決
し
て
殺
す
様
な
事
を
せ
ず
漁
師
や
船
頭
は
祝
い
酒
を
振
り
舞
ひ
亀
に
も
呑
ま
し
て
沖

へ
持
ち
帰

っ
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て
放
す
例
に
な

っ
て
ゐ
る

会
社
で
は
此

の
例
に
な
ら

っ
て
そ
の
日
直
ぐ
祝

い
酒
を
振
り
舞

っ
た
、
亀
も
二
升
樽

を
ひ
っ
く
り
返
し
て
の
ど
を
な
ら
し
て
ゐ
た
、
甲
羅
に
は
捕
獲
し
た
日
と
場
所
船
会

社
名
を
し
る
し

『風
水
八
大
龍
王
海
幸
授
給
』
『海
上
安
全
大
漁
成
就
』
と
白
書
き
し

て
宮
古
沖
約
ニ
マ
イ
ル
付
近
に
放
し
た
が
放
た
れ
た
亀
は
い
そ
い
そ
と
沖
合
は
る
か

に
お
よ
ぎ
去

っ
た

(写
真
は
甲
羅
に
白
書
き
せ
る
大
亀
)

こ
こ
に
は
、
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
数
十
年
後
に
回
想
し
な
が
ら
の
聞
き
取

り
調
査
で
は
な
く
、
当
時
の
資
料
で
あ
り
、
克
明
に
様
子
が
記
録

さ
れ
て
い
る
と

い

う
意
味
で
貴
重
で
あ
る
。
ま
ず
、
沖
合
五
〇

マ
イ
ル
の
海
上
で
カ
ツ
オ
漁
を
し
て
い

た
と
き
、
オ
サ
ガ
メ
と
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が
浮

い
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
こ
れ
を
捕

獲
し
て
持
ち
帰
り
、
酒
を
飲
ま
せ
て
放
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
放
す
に
あ
た

っ
て
は
、
甲
羅
に
捕
獲
日
、
捕
獲
場
所
、
船
会
社
名
、
神

の
名
前
、
祈
願
内
容
を
書
い
て
い
る
。
単
に
酒
を
飲
ま
せ
て
放
す
の
で
は
な
く
、
大
が
か
り
な
儀
礼
に
な

っ
て
お
り
、
海
上
安
全
と
大

漁
成
就
を
祈
願
し
て
行

っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
新
聞
記
事
に
登
場
す
る
宮
古
町
は
、
現
在
の
宮
古
市
の
中
心
部
で
、
現
在
も
三
陸
北
部
の
中
心
的
な
町
で
あ

る
。
大
正

=
二
年

(
一
九
二
四
)
に
、
隣
接
す
る
鍬
ヶ
崎
町
と
合
併
し
て
い
る
。
旧
宮
古
町
は
、
直
接
漁
船
を
操
業
し
て
漁
業
を
行
う
漁
民
は
少
な
く
、

有
力
な
商
人
に
よ
る
漁
船
経
営
が
盛
ん
な
地
域
で
あ

っ
た
。
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
、
カ
ツ
オ
漁
、
イ
ワ
シ
巻
き
網
漁
、
沿

岸

マ
グ

ロ
延
縄
漁
、
イ
カ
釣
り
漁
な
ど
が
盛
ん
で
あ

っ
た

〔宮
古
市
教
育
委
員
会

一
九
九
四
〕
。
『岩
手
日
報
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
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出
来
事
は
、
相
当
大
が
か
り
な
儀
礼
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
零
細
な
漁
業
で
は
な
く
、
旧
宮
古
町
の
商
人
が
経
営
し
て
い
た
大
規

模
な
漁
業
会
社
が
関
与
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
昭
和
四
年
の
出
来
事
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
旧
宮
古
町
に
隣
接
す
る
旧
鍬
ヶ
崎

町
で
も
、
同
じ
よ

う
な
習
俗
が
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

〔沢
内

一
九
五
五
〕
。
以
下
に
内
容
を
紹
介
し
て
お
く
。

鍬
ヶ
崎
で
は
、
海
上
で
カ
メ
を
見
つ
け
る
と
、
宝
物
に
あ

っ
た
と
い
っ
て
喜
ん
で
、
「真
水
を
あ
げ
ろ
」
と
い

っ
て
飲
ま
せ
る
と

い
う
。
カ
メ
は
海
の
神
の
使
者
で
、
長
命

の
象
徴
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
。
船
人
は
、
沖
で
カ
メ
に
出
会

っ
た
り
、
建
網
に
入
る
と
、

カ
メ
を
捕
ら
え
て
帰
り
、
船
主
の
家
で
船
子

一
同
と
と
も
に
縁
喜
を
祝
い
、
カ
メ
に
も
酒
を
飲
ま
せ
る
。
そ
の
後
、
海
に
放
す
が
、

そ
の
際
に
、
カ
メ
の
背
中
に
船

▲写真14 鍬 ヶ崎の集落 と宮古の港(1999年8

月撮影)

▲ 写真15 佐 々木聖氏(左)と 本田由右衛門氏

(右)(1999年8月 撮影)

名
と
大
漁

の
文
字
を
刻
む
こ
と

も
あ
る
。
(筆
者
要
約
)

筆
者
は
平
成

二

年

(
一
九

九
九
)
に
、
鍬
ケ
崎

の
蛸
の
浜

町

で
聞

き
取

り
調
査
を
行

っ

た
。
船
大
工
を
し
て
い
た
佐
々

木
聖
氏

(昭

和
三
年
生
ま
れ
)

と
、
漁
師
を
し
て
い
た
本
多
由

右
衛

門
氏

(
大

正
九

年
生
ま

れ
)
か
ら
以
下
の
よ
う
な
話
を

う
か
が

っ
た
。
五
章
で
取
り
上
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▲写真16宮 古市重茂石浜(2000年8月 撮影)

 

る
。
旧
鍬
ヶ
崎
町
は
、
宮
古
湾
の
入
り
口
に
位
置
し
、

さ
な
磯
船
で
ア
ワ
ビ
、
ウ

ニ
、
天
然
ワ
カ
メ
、

に

つ
い
で
、
船
主
が
多
い
地
域
で
も
あ

っ
た
。

で
カ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ
て
祝

い
を
行

っ
た
り
、

に
紹
介
さ
れ
て
い
た
出
来
事
は
、
こ
う
し
た
旧
宮
古
町
か
ら
旧
鍬
ヶ
崎
町
に
か
け
て
の
地
域
に
広
ま

っ
て
い
た
ウ
ミ
ガ
メ
に
対
す
る
習

俗

の
発
展
し
た
形
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

宮
古
市
で
は
こ
の
ほ
か
、
東
の
重
茂
半
島
な
ど
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
で
漁
業
が
営
ま
れ
て
き
た
。
筆
者
は
平
成

一
一
、
=

一年

げ
る
よ
う
に
、
蛸
の
浜
は
ウ
ミ
ガ
メ
を
祀
る
供
養
塔
が
あ
る
地
区
で
も
あ
る
。

カ
メ
は
酒
を
飲
ま
せ
て
送

っ
て
や
る
。
大
事
に
し
た
。
建
網
に
も
よ
く
入

っ
た
。

本
多
氏
が
上
げ
た
の
は
は
え
縄
漁
の
と
き
。
カ
ギ
を
カ
メ
の
や
わ
ら
か
い
と
こ
ろ
に

か
け
て
上
げ
た
。
酒
を
飲
ま
せ
て
船
名
を
ペ
ン
キ
で
書
い
て
放
す

こ
と
も
あ

っ
た
。

こ
の
船
が
捕

っ
て
放
し
た
、

こ
の
船
に
漁
を
さ
ず
け
て
く
れ
と
い
う
意
味
。
放
す
と

き
は

「大
漁
お
さ
ず
け
」
な
ど
と
い
っ
て
放
し
た
。
は
え
縄
の
と
き
は
低
い
右
舷
か

ら
魚
を
上
げ
る
が
、
カ
メ
は
そ
こ
か
ら
放
し
た
。
と
り
か
じ
で
と
り
こ
ん
で
、
お
も

か
じ
で
荷
直
す
。

こ
の
よ
う
に
、
『岩
手
日
報
』
の
記
事
や

『鍬
浦
史
話
』
、
お
よ
び

聞
き
取
り
結
果
か

ら
は
、
旧
宮
古
町
か
ら
旧
鍬
ヶ
崎
町
に
か
け
て
の
地
域

で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
対
し
て
大

漁
を
願
う
儀
礼
を
熱
心
に
行

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
旧
宮
古
町
と
旧

鍬
ヶ
崎
町
を
比
較
す
る
と
、
両
地
区
の
漁
業
の
違

い
も
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

専
業
漁
民
の
多
い
地
域
で
あ

っ
た
。
大
多
数
の
漁
民
は
サ

ッ
パ
と
呼
ば
れ
る
小

コ
ン
ブ
な
ど
の
磯
漁
や
、
零
細
な
釣
り
漁
、
刺
網
漁
に
従
事
し
て
い
た
が
、
旧
宮
古
町

旧
鍬
ヶ
崎
町
で
も
、
零
細
な
漁
業
を
行

っ
て
い
る
漁
民
と
い
う
よ
り
は
、
船
主
の
判
断

と
き
に
は
甲
羅
に
文
字
を
刻
む
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な

る
。
『岩
手
日
報
』
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(
一
九
九
九
、
二
〇
〇
〇
)
に
、
宮
古
市
お
よ
び
、
宮
古
市
の
出
身
者
に
聞
き
取
り
調
査
を
行

っ
た
。
重
茂
半
島
の
東
側
に
位
置
す
る
重

茂

の
石
浜
で
は
石
崎
賢

一
氏

(昭
和

一
五
年
生
ま
れ
)
か
ら
以
下
の
よ
う
な
話
を
聞
い
た
。

カ
メ
は
定
置
網
に
捕
れ
る
。
酒
を
い
っ
ぱ
い
飲
ま
せ
て
帰
す
。

同
じ
く
重
茂
の
石
浜
で
、
松
野
ソ
ノ
氏

(大
正
六
年
生
ま
れ
)
か
ら
次
の
よ
う
に
聞
い
た
。

建
網
に
入

っ
た
カ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ
た
。

重
茂
の
石
浜
は
半
農
半
漁
の
小
集
落
で
、
五
章
で
取
り
上
げ
る
よ
う
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
祠
を
祀

っ
て
い
た
地
区
で
あ
る
。
宮
古
に
比

べ
て
漁
業
が
零
細
な
た
め
か
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
対
す
る
儀
礼
は
簡
単
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ

て
放
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。

▲写真17 堀 内良司氏(右)・ イセ氏(左)夫 妻

(1999年9月 撮影)

津
軽
石
出
身
の
中
嶋
勝
正
氏

(昭
和

一
七
年
生
ま
れ
)
か
ら
は
次
の
よ
う
な
話
を

う
か
が

っ
た
。

49ー

カ
メ
は
年

一
、
二
匹
網
に
か
か
る
。
大
漁
を
呼
ん
で
こ
い
と

い
う
意
味
で
酒
を

飲
ま
せ
て
返
す
。
カ
メ
も
酔

っ
払
う
の
か
、
首
の
辺
り
が
赤
く
な
る
。
家
紋
み
た

い
な
も
の
を
書
い
た
カ
メ
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。

宮
古
市
赤
前
出
身

の
堀
内
良
司
氏

(大
正
九
年
生
ま
れ
)
は
、
宮
古
の
み
な
ら

ず
、
釜
石
方
面
で
大
謀
網
の
網
元
を
し
て
き
た
人
物
で
あ
る
。
堀
内
氏
は
大
謀
を
し

て
き
た
方
で
あ
る
た
め
、
事
実
を
記
憶
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
海
の
動

き
を
よ
く
把
握
し
て
い
て
、
潮
流
や
魚
群
の
動
き
な
ど
を
全
体
的
に
捉
え
て
お
り
、

ウ
ミ
ガ
メ
の
回
遊
に
関
し
て
も
論
理
的
に
理
解
し
て
い
る
の
が
よ
く
分
か
る
。
堀
内

氏
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。
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め
、
淡
水
の
カ
メ
で
も
酒
を
飲
ま
せ
て
放
す
こ
と
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
筆
者
は
沿
岸
部
に
お
い
て
ウ

ミ
ガ
メ
の
習
俗
の

み
調
査
し
た
。
筆
者
は
、
岩
手
県
で
は
、
先
述
の
普
代
村
、
宮
古
市
の
ほ
か
、
釜
石
市
、
岩
泉
町
、
田
野
畑
村
、
久
慈
市
で
も
聞
き
取

り
を
行

っ
た
。

釜
石
市
箱
崎
白
浜
の
佐
々
木
長
七
氏

(昭
和
二
年
生
ま
れ
)
か
ら
は
次
の
よ
う
な
話
を
う
か
が

っ
た
。

カ
メ
は
お
神
酒
を
飲
ま
せ
て
、
捕

っ
た
船
名
を
ペ
ン
キ
で
書
い
て
放
し
た
。
大
漁
さ
ず
け
て
け
う
と
い
う
。
イ

カ
釣
り
は
集
魚
灯

を

つ
け
て
い
る
。
サ
バ
が
寄

っ
て
く
る
。
カ
メ
が
船
底
を
行

っ
た
り
き
た
り
し
て
い
る
。
カ
メ
は
つ
か
ま
え
て
き

て
見
せ
る
。
酒
を

買

っ
て
、

一
升
瓶
を
口
に
つ
っ
こ
ん
で
飲
ま
せ
る
。
大
漁
祈
願
と
書
い
て
放
す
。
竜
神
様
の
使

い
だ
と
い
う
こ
と
で
。
カ
メ
は
定
置

に
か
か
る
。
夏
だ
け
。
突
き
ん
棒
の
と
き
は
、
鉤
で
引

っ
掛
け
て
持

っ
て
く
る
。
大

▲写真20久 慈市久喜(1999年8月 撮影)

漁
祝
い
に
す
る
。
不
漁
続
き
の
と
き
に
し
た
。

釜
石
市
箱
崎
の
花
渕
洋
氏
か
ら
は
次
の
よ
う
な
話
を
う
か
が

っ
た
。

カ
メ
は
大
漁
を
も
た
ら
す
。
酒
を
飲
ま
せ
て
放
せ
と

い
う
。
何
年
か
入
ら
な
い
。

夏
に
入
る
。
涙
を
ぼ

ろ
ぼ
ろ
流
す
。
ペ

ン
キ
で
船
名
と
、
大
漁

な
ど
と
書
い
て
放

す
。
三
〇
年
以
上
前
、
カ
メ
を
よ
く
持

っ
て
き
て
い
た
。
甲
羅
に
穴
を
開
け
て
、
綱

を
つ
け
て
泳
が
せ
て
い
た
。

岩
泉
町
で
は
、
五
章
で
取
り
上
げ
る
よ
う
に
、
茂
師
漁
港
に

「海
亀
神
社
」
が
祀
ら

れ
て
い
る
。
カ
メ
は
豊
漁
の
縁
起
、
海
神
の
使

い
と
し
て
漁
師
は
大

切
に
す
る
、
と

い

う
報
告
が
あ
る

〔小
島

一
九
七
四
〕。
筆
者
の
聞
き
取
り
で
も
、
定
置
に
入

っ
た
カ

メ
は
酒
を
飲
ま
せ
て
返
す
、
と
聞
い
た
。

田
野
畑
村
の
久
里
十
太
郎
氏

(大
正

一
五
年
生
ま
れ
)
か
ら
は
以
下
の
よ
う
な
話
を

151



う
か
が

っ
た
。

龍
神
様
の
使
い
と
い
う
こ
と
で
、
網
に
入

っ
て
い
る
と
大
漁
祈
願
し
て
酒
を
飲
ま
せ
て
返
し
た
。
な
か
に
は
、

甲
羅
に
ダ
シ

(自

分
の
家
の
記
号
)
や

「海
上
安
全
、
大
々
漁
」
な
ど
と
書
い
て
放
す
人
も
い
た
。

久
慈
市
久
喜
の
伊
川
種
蔵
氏

(大
正
八
年
生
ま
れ
)
か
ら
は
以
下
の
よ
う
な
話
を
う
か
が

っ
た
。

カ
メ
は
生
き
て
い
れ
ば
酒
を
飲
ま
せ
て
返
し
た
。
お
い
て
お
い
て
学
校
の
生
徒
に
見
せ
た
こ
と
も
あ
る
。
宇
部
か
ら
も
見
に
来

た
。
網
に
カ
メ
が
入
る
と
縁
起
が
い
い
と
い
う
。

同
じ
く
久
喜
の
広
崎
国
雄
氏

(昭
和

一
四
年
生
ま
れ
)
も
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

網
に
入

っ
た
り
、
磯
に
打
ち
寄
せ
た
カ
メ
は
生
き
て
い
れ
ば
酒
を
飲
ま
せ
て
返
し
た
。

五

祭
祀

・
供
養
習
俗

-

福
島
県

▲写真21い わき市中之作 ・諏

訪 神 社 前 の 「亀 大

神 」(2012年11月 撮

影)

a

い
わ
き
市
中
之
作
の

「亀
大
神
」

い
わ
き
市
中
之
作
の
諏
訪
神
社
の
参
道
入
り
口
付
近
に

ウ
ミ
ガ
メ
の
供
養
塔
が
立

っ
て
い
る
。
供
養
塔
は
石
段
の

左
側
に
あ
る
。
以
前
は
、

こ
の
石
段
の
上
に
諏
訪
神
社
が

あ

っ
た
と

い
う
が
、
現
在
は
供
養
塔
の
前

の
道
路
を
突
き

当
た

っ
た
と
こ
ろ
の
高
台
に
移
転
し
て

い
る
。
筆
者
の
調

査
で
は
、
供
養
塔
が
現
存
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
中
之

作
に
も
東
日
本
大
震
災
の
際
、
津
波
が

押
し
寄
せ
、
漁
港
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表3東 北地方太平洋岸のウミガメ祠 ・供養塔一覧

番
号
所在地 埋葬 ・建立

場所
呼称 墓塔表題 形態 地上

高cm
埋葬 ・建立時期 ウミガメの発

見状態
埋葬 ・祭
祀者
ウミガメ
の種類 現状 文献 備考

1
福島県いわ
き市中之作

諏訪神社境
内

亀大神 石碑 159

昭和13年(1938)
7月29日 建立

漁業組合

現存。
川島2004、 小島2005、

川島2005、 田口2011

2012年 現

地調査。昭和27年(1952)
8月

小漁船組
合

2
福島県南相
馬市烏崎 津神社境内

奉納亀明神
海上安全 石碑

57
昭和39年(1964)

4月12日 建立

ヒラメの刺 し

網にかかる。

東日本大震
災の津波に
より流失。

鹿島町史編纂委員会
1998、川島2004、 小島

2005、 川島2005、 南相馬

市博物館2006、 田口
2011、 佐 々木2011

2012年 現

地調査。

3
宮城県七ヶ
浜町松ケ浜

養松院境内
→個人宅

亀霊神社→
亀神様 祠 93

文化9年(1812)6

月4日 死亡

約54メ ー ト
ルほど沖に浮
かんでいたの
を引き寄せて

死亡。

漁民 現存。

「亀霊神社不死貝由来」、

rいそつたひ』、七ケ浜町誌

編纂委員会1967、 川島
2004、 小島2005、 田口

2011、 藤井2013

2005年 、

2006年 現

地調査。

4 宮城県石巻
市長渡

霊亀塔 石碑 66 享保ll年(1726)
6月27日 建立

現存。 阿部1990
2005年 現

地調査。

5
宮城県南三
陸町戸倉長
清水

大漁亀 石碑 50 確認できず。

志津川町誌編 さん室
1989、志津川町誌編 さん室

1991

2012年 現

地調査。

6
宮城県南三
陸町戸倉長
清水

大漁亀神社 石
碑?
35
昭和17年(1942)

8月7目 建立
確認できず。 川島2004

2012年 現

地調査。

7

宮城県南三
陸町戸倉滝
浜

丸亀神社 石碑 70
明治38年(1905)

旧8月4日 建立
網にかかる。

漁業協同
組合 確認できず。 川島2004、 川島2005

2012年 現

地調査。

8
宮城県気仙
沼市本古町
大谷

「奥海道」

の脇 (柵)

宝暦11年(1761)

より50年 ほど前

に埋葬

死体が漂流。 漁民
7、8尺

の大亀

宝暦ll年

(1761)に は

消滅。

r奥州裡諺集』、川島

2004、 川島2005、 田口

2011

2012年 現

地調査。

9
岩手県釜石
市唐丹小白
浜

盛岩寺境内 鶴亀の碑 石碑 247

文政7年(1824)9

月にカメを捕獲、

文政8年(1825)

春にカメは死亡、
文政12年(1829)

9月 石碑建立

住職
現存。2011

年4月 の地

震で折れる。

「角屋敷久助覚牒」、釜石市

誌編纂委員会1961、 釜石

市教育委員会社会教育課文

化係1982、 小島1992、
藤井2001、 小島2005、

田口2011

2000年 、

2012年 現

地調査。

10
岩手県釜石
市箱崎白浜

港の入り口 亀供養 石碑 43 昭和6年(1931)
旧9月19日 建立

現存。

東北歴史資料館1984、 藤

井2001、 川島2004、 小

島2005、 田口2011

2000年 、

2012年 現

地調査。

oっ
2



蹄㎝

ヨ酔

農

苗撒

・

醐
旨蔀ヨ

弔
群

晒萌

賠
融

訳
照

昌b訓6

日

曲
翻
・

需
計
黒避

曽
川
磯
図
θ
謙罰洋照

商難

・

蝶副蝋

曽
川
達
図θ敵猛

油
芽

済舞

漁
撮

=

雌唱

知
画
掛嵜田灘劃葺

創澗

套
洋
㊦柵E

誉
図
尊
#

劃

蟄

蓮゚

矧片

閾
紐
蹄透

聖

お
。゚介

黙#b。OO一ノ＼プ恥卜。08ノ田口卜。O=
b。8

0

岳ノb。2卜。岳油誉劃瞭゚

一
bO

証鼎

知
国
掛掛轟θ葺

晒謹

θ
醐

融蓄

専

訓轄

週

温

謎
卜。㎝

岳

(一
GO
㊤
卜⊃)c。面卜。一田醸旨

掻則

サ
勺

お
O
⑩

書

蓑
卿諏脹津①艸ぐ♂

%冴

おα

9

こノ
舳

お
置ノ」ノ恥一㊤゚。介圓掛奇磐訟廟抑ゆ一㊤G。介」ノ証一㊤露ノ鼎#80戸こ爺80介ウ恥88ノヨロト。O=

一
㊤
④
㊤

捻ノb。〇一b。岳油碁劃瞭゚

碑套

#

副轟

①Go

ロ翠

=

霜
(一
露
㊤)

°。並儒旨

薄円

ひ
る

緬耐

゜

一ω

雌畑

遍
雌
畑碧油雪

蕊碑

喜
#

訓劃

①○。

量
酋

お

岳
(一
④
Go
Oo)[ロG。面㎝田醸詩

涼爵

紐
□
針
汁
淵慈㊦藩藩π野O事冷゚

＼ナ

恥

お置

'
＼
ケ
取

お
。゚
野＼ケ恥6露ノ贈#ぎOダ三恥NOO介」ノ肛卜。08ノ田口卜。O=

一
¢
⑩
㊤

岳'卜。O蒔甘罰蔭劃瞭。

辰

雌蝿

知
礁
海註苗コ

卦誹

罷
芒
G。O

岳
咲
郎

鋒卿

盤

薄゚

無#

N
O2

δ
⑩
㊤

岳ノ罰傳劃瞭゚

一
㎝

雌畑

知
冷
嚇丑タ蜘

晒昔

θ
メ
O口

誉
図
＼
斗
〉ご

融
E尊

#

血魯

一
8

汁
引

=

岳
(一
④
b。
㎝)㎝曲一b。田禽旨

温"

°

騨#

N
O2

ノ

三

肛

卜。O
O
野」ノ恥卜。08ノ日□卜。O二

一
㊤
④
㊤

岳
油誉劃瞭゚

154

 

や
海
岸
付
近
の
家
々
は
被
害
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
諏
訪
神
社
ま
で
は
津
波
は
来
な
か
っ
た
た
め
に
供
養
塔
も
残

っ
て
い
る
。

こ
の
供
養
塔
の
由
来
に
つ
い
て
、
現
地
の
方
に
聞
き
取
り
を
行

っ
た
が
、
小
島
孝
夫
氏
の
報
告
に
詳
し
い
の
で
、
ま
ず
小
島
氏
の
文

章
を
引
用
し
て
お
く

〔小
島

二
〇
〇
五
〕
。

昭
和

一
三
年

(
一
九
二
八
)
七
月
に
大
し
け
が
あ

っ
た
。
そ
の
翌
日
、
あ
る
漁
師
が
ワ
カ
メ
採
取
に
出
か
け
た
と
こ
ろ
ア
カ
ウ
ミ

ガ
メ
の
漂
流
死
体
を
発
見
し
た
。
浜
ま
で
運
ん
で
神
社
の
鳥
居
の
下
の
参
道
脇
に
埋
葬
し
、
当
時
の
漁
業
組
合
を
あ
げ
て
墓
塔
を
建

立
し
た
。
と
こ
ろ
が
十
余
年
後
に
漁
の
よ
く
な
い
年
が
あ
り
同
地
の
ユ
ウ
キ
チ
稲
荷
と
い
う
拝
み
屋
に
お
伺

い
を

た
て
に
い
っ
た
と

こ
ろ
、
ア
カ
ガ
メ
様
の
信
心
が
足
り
な
い
か
ら
だ
と
い
う
御
告
げ
が
あ

っ
た
。
そ
れ
で
、
こ
の
石
塔
全
体
に
ベ
ン
ガ
ラ
の
よ
う
な
も

の
を
塗
り
ア
カ
ガ
メ
大
神
と
し
て
祀
り
直
し
た
。
こ
れ
が
昭
和
二
七
年

(
一
九
五
二
)
で
あ
る
。
(筆
者
が
文
章
を
改
変
)



東北地方太平洋沿岸のウミガメの民俗

こ
の
供
養
塔
に
は
昭
和

=
二
年
と
二
七
年
の
銘
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
小
島
氏
の
聞
き
取
り
で
は
、
昭
和

一
三
年
に
埋
葬
し
、
二
七
年

に
祀
り
直
し
た
と
あ
る
。
筆
者
の
聞
き
取
り
で
は
、
昭
和

一
三
年
の
こ
と
は
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
二
七
年
に
埋
葬
し
た
と

い
う
。
聞
き
取
り
を
し
た
松
本
茂
氏
は
、
戦
後
、
漁
協
の
役
員
を
し
て
い
た
。
松
本
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

漁
協
に

「死
ん
だ
カ
メ
ど
う
す
ん
だ
」
と
い
う
相
談
が
あ

っ
た
。
「前
と
同
じ
よ
う
に
し
て
お
け
」、
と
言

っ
た
。
近
く
に
埋
め
て

お
け
と
言

っ
た
。
何
か
あ
る
と
組
合
に
聞
く
。
カ
メ
は
神
だ
か
ら
神
社
の
と
こ
ろ
に
埋
め
た
。
カ
メ
は
埋
め
た
ら
う
め
っ
ぱ
な
し
。

何
も
供
養
は
し
て
な
い
。

松
本
氏
は
埋
葬
し
た
年
代
ま
で
は
覚
え
て
お
ら
れ
な
か

っ
た
が
、

一
三
年
は
中
学
生
の
こ
ろ
な
の
で
、
カ
メ
の
こ
と
を
相
談
さ
れ
た

の
は
、
漁
協
に
勤
め
て
い
た
二
七
年
の
こ
ろ
で
あ
ろ
う
と

い
う
。
筆
者
の
聞

、
蕊

、臨

鑑

蟻
野

'

▲写真22南 相馬市烏崎 ・津神社 「亀明神」(右

側)、 「鯨大 明神 」(中央)の 石碑

(2011年 以前の撮影、南相馬市博物

館提供)

き
取
り
と
小
島
氏
の
報
告
を
合
わ
せ
る
と
、
二
七
年
に
死
ん
だ
カ
メ
を

一
三

年
と
同
じ
場
所
に
埋
葬
し
て
、
祀
り
直
し
た
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
拝
み
屋
の
存
在
で
あ
る
。
ウ

ミ
ガ
メ
が
祭
祀
さ

れ
る
き

っ
か
け
と
し
て
、
宗
教
者
が
関
与
し
て
い
る
こ
と

は
し
ば
し
ぼ
み
ら

れ
る
。
松
本
氏
に
よ
る
と
、
「
ユ
ウ
キ
チ
稲
荷
」
で
は
な
く
、
「要
吉
稲
荷
」

で
あ
る
と
い
う
。
正
確
に
は
、
長
田

(お
さ
だ
)
稲
荷
と

い
い
、
吉
田
要
吉

と
い
う
お
じ
い
さ
ん
が
や

っ
て
い
た
た
め
に
要
吉
稲
荷
と
も
い
っ
た
と
う
こ

と
で
あ
る
。
松
本
氏
の
家
の
前
の
高
台
に
あ

っ
た
が
、
今

は
合
併
し
て
諏
訪

神
社
境
内
に
移

っ
て
い
る
。
漁
が
不
漁
の
と
き
に
拝
ん
で
も
ら
う
拝
み
屋
で

あ

っ
た
。
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難

.難
、

影

【

　霧

響
譲猛 麟襲講 響

▲写真23津 神社跡地(2012年11月 撮 影)

 

東

日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
で
、

筆
者
が
訪
れ
た
平
成
二
四
年

は
、
早
い
段
階
で
佐
々
木
氏
が
報
告
し
て
い
る

鳥
崎

の

「亀
明
神
」
に
つ
い
て
は
、

か

っ
た
。
川
島
氏
の
報
告
に
よ
る
と
、

二
〇
〇
四
〕
。

カ
メ
の
碑

(正
面
)

亀
大
神

昭
和
十
三
年
七
月
廿
九
日
建
設

漁
業
組
合

昭
和
二
十
七
年
八
月
吉
日

小
漁
船
組
合

奥 幅 高
行 さ
き

○ 〇 五
cmcm九

cm

 

b

南
相
馬
市
烏
崎
の

「亀
明
神
」

南
相
馬
市
烏
崎
の
津
神
社
境
内
に
は

「亀
明
神
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑

が
立

っ
て
い
た
。

烏
崎
地
区
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
て
お
り
、
津
神
社
と
も
ど
も

「亀
明
神
」
も
流
失
し
て
い
る
。

(二
〇

一
二
)

一
一
月
段
階
で
は
、
集
落
全
体
が
更
地
に
な
っ
て
い
た
。
「亀
明
神
」
が
流
失
し
た
こ
と

〔佐
々
木

二
〇

一
一
〕
。

筆
者
自
身
は
震
災
後
に
初
め
て
訪
れ
た
た
め
に
ま

っ
た
く
聞
き
取
り
を
行
う
こ
と
は
で
き
な

ヒ
ラ
メ
の
刺
し
網
に
か
か

っ
て
死
ん
だ
ウ
ミ
ガ
メ
を
祀

っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

〔川
島
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2

宮
城
県

a

七
ヶ
浜
町
の

「亀
霊
神
社
」

文
化
七
年

(
一
八

一
〇
)
夏
、
七
ヶ
浜
沖
に
ウ
ミ
ガ
メ
が
現
れ
て
、
漁
民
た
ち
が
カ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ
て
放
し
た
こ
と
は
四
章
で
触

れ
た
。
そ
の
後
、
彼
ら
は
カ
メ
を

「亀
霊
神
社
」
と
し
て
祀
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
事
例
は
、
江
戸
時
代
の
紀
行
文
、
古
文
書
に
記
載

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
現
地
に
伝
承
と
と
も
に
カ
メ
の
祠
な
ど
も
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ

っ
た
た
め
に
、

別

に
論
じ
た

〔藤
井

二
〇

=
二
a
〕
。
ウ
ミ
ガ
メ
の
祠
は
震
災
後
も
残

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ウ
ミ
ガ
メ
を
祀
る
よ
う
に
な

っ
た
背
景
に
つ
い
て
、
「亀
霊
神
社
不
死
貝
由
来
」
の
該
当
部
分
を
引
用
し
て
お
く
。

浪
打
岸

二
引
寄
又
以
如
已
前
之
漁
師
酒
を
五
合
斗
為
呑
候
上
、

右
亀
ヲ
能
々
見
分

仕
候
処
、
亀
之
せ
な
か
に
貝
と
お
ほ
し
き
も
の
吸
付
居
候
所
、
如

何
致
候
哉
、
亀
之

せ
な
か
に
右
之
貝
を
、
は
ま
須
賀
江
落
置
申
候
ヲ
、
取
上
ヶ
み
か

き
見
て
候
得
は
、

何
や
ら
珍
敷
貝

二
御
座
候
、
大
切
二
仕
置
申
所
、
同
年
七
月
十
五
日
朝
飯
後
、
常
陸

国
加
波
山
之
洞
二
住
居
致
候
者
之
由

二
而
、
拙
者
方
江
参
り
右
貝
ヲ
被
見
度
よ
し
被

頼
候
間
、
見
申
候
処
、
右
之
者
同
上

二
は
、
是
者
正
敷
ふ
け
す
の
貝
二
相
違
無
御
座

候
由
被
申
候
、
尤
右
之
者
被
相
咄
候
者
、
右
亀

ヲ
神
与
正
宗
候
得

ハ
、
浜
方
漁
師
繁

昌
且

ハ
其
身
家
内
茂
繁
昌
可
仕
候
、
何
て
亀
明
神
共
奉
祭
可
然
与

被
為
申
聞
候
間
、

何
茂
寄
合
吟
味
之
上
、
亀
霊
之
神
社
ト
正
宗
置
申
所
、
新
宮
相
建
候
儀

二
付
候
而
者
、

向
々
様
江
茂
願
等
申
上
候
神

二
も
祭
り
可
申
儀

二
御
座
候
所
、
自
分

二
新
宮
ヲ
相
建

候
儀
者
不
折
入
儀

二
御
座
候
問
、
此
段
者
よ
ろ
し
く
被
仰
上
候
様

二
被
成
下
度
奉
存

157



69801(CS2)tanaka04藤井.indd   158 2013/09/09   21:07:08



b

石
巻
市
網
地
島
の

「霊
亀
塔
」

網
地
島
の
長
渡
浜
に
、
享
保

=

年

(
一
七
二
六
)
に
建
て
ら
れ
た

「霊
亀
塔
」
と
、
享
保

一
四
年

(
一
七
二
九
)
に
建
て
ら
れ
た

「宝
亀
塔
」
が
あ
る
。
ウ
ミ
ガ
メ
の
供
養
塔

・
祠
の
な
か
で
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
確
認
し
た
建
立
年
代
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
と

し

て
は
全
国
で
最
古
の
も
の
で
あ
り
、
貴
重
な
事
例
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
は
地
元
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
り

〔阿

部

一
九
九
〇
、
牡
鹿
町
誌
編
さ
ん
委
員
会

二
〇
〇
二
〕
、
他
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
と
比
較
し
て
考
察
さ
れ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

か

っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
震
災
後
に
確
認
で
き
て
い
な
い
。
ま
ず
、
「霊
亀
塔
」、
「宝
亀
塔
」
の
内
容
か
ら
み

て
お
く
。

東北地方太平洋沿岸のウミガメの民俗

・
「霊
亀
塔
」

(正
面
)
霊
亀
塔

享
保
十

一
丙
午
年
六
月
廿
七
日

根
組
□
氏

難
塗
メ

祷

!

〉

ぷ

野

∵
＼
＼

＼
.

＼
＼
/

ヘ
レ
ノ

▲写真26 「霊 亀塔 」(2005年8

月撮影)

阿
部
氏
市
郎
右
衛
門

建
之

高
さ

幅

(最
大
)

奥
行
き

(最
大
)

・
「宝

亀

塔

」

(正

面

)

二 四 六

三 五 四
cmcmcm
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石
碑
小
松
屋
六
左
衛
門
□
施

経
日
佛
繹
従
縁
起
鳴
呼
言
也
予
寓
池
濱
安
楽
寺
旧
従
日
根
組
浦
安
部
勘
右
兵
衛
門
寄
書
々
中
謂
市
郎
右
衛
門
舩
帰
拾
大
亀
夫
欲
成
膏

由
而
□
市
也
承
聞
亀
歴
万
劫
不
忍
疵
之
来
而
引
接
往
而
視
之
大
数
尺
不
覚
打
野
偶
日
吾
野
遣
教
報
波
巨
万
歳
乎
秋
息

一
瞬
生
死
海
中

得
超
出
神
霊
永
福
資
黎
民
収
衣
祝
之
及
書
霊
亀
塔
三
淳
而
立
石
弦
歳
丁
亡
母
通
屋
貞
玄
尼
大
姉
三
十
三
回
忌
之
辰
讃
経
飴
暇
欲
拾
小

石
書
妙
経

一
部
也
勘
衛
門

一
志
拾
恵
書
爲
既
成
志
於
弦
需
石
於
石
港
使
人
彫
刻
也
今
春
三
月
遠
凌
海
波
運
載
或
日
前
桂
林
山
讃
諦
書

窮
其
功
不
少
今
也
海
涯
人
　
不
倒
慮
縦
立
塔
誰
人
燭
勝
縁
不
如
喜
事
養
老
予
日
前
立
塔
見
聞
惟
彰
這
回
放
海
涯
伸
供
養
河
沙
有
情
況

魂
滞
碗
不
覚
鰯
縁
終
跳
出
苦
海
宣
少
事
乎
況
経
中
盲
亀
有
遭
浮
木
諭
何
為
容
易
也
因
而
立
塔
伸
供
養
添
於
大
千
云

敬
白

出
□
没

▲写真27 「霊亀塔」(右)

年8月 撮影)

と 「宝亀塔」(左)(2005

彼

日
妙
法
蓮

受
持
讃
調

厭
功
無
遍

書
寓
演
説

多
出
述
津

火
宅
諸

子

任
三
車
率

聞
外
□
子

結

一
乗
縁

回
□
日
漸

或
密
或
圓

応
松
□
物

□
仰
大
仙

像
求
紹
善

激
起
遇
治

□
□
□
吻

□
不
転
傳

沙
精
進
力

書
爲
□
□

歳
次
巳
酉

享
保
有
年

華
山
之
神

根
組
之
前

隣
霊
亀
塔

封
□
建
□

所
希

民
賜
和
楽

國
家
安
全

享
保
十
四
巳
酉
年
三
月
廿
七
日
前
桂
山
人
刹
川
楚
列

一
枝
軒
楽
々
子
七
十

一

而
書

侍
者
南
林
宣
長

高
さ

幅

(最
大
)

奥
行
き

一
四
七

㎝

六
六

㎝

五
㎝
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東北地方太平洋沿岸のウミガメの民俗

「宝
亀
塔
」
の
碑
文
か
ら
、
次

の
よ
う
な
経
緯
が
読
み
取
れ
る
。
安
楽
寺
に
滞
在
し
て
い
た
刹
川
楚
列

一
枝
軒
楽
々
子
の
も
と
に
根

組
浜
の
安
部
勘
右
衛
門
が
訪
れ
、
長
渡
浜
の
安
部
市
郎
右
衛
門
の
船
で
大
き
な
カ
メ
を
拾

っ
て
帰
り
、
こ
の
カ
メ
か
ら
脂
を
取

っ
て
町

に
売
ろ
う
と
し
て
い
る
と
話
し
た
。
刹
川
楚
列
が
根
組
に
出
か
け
て
カ
メ
を
見
せ
て
も
ら
う
と
、
数
尺

(
一
七
〇

㎝
程
度
)
あ
る
大
き

な

カ
メ
で
あ

っ
た
。
カ
メ
は

「
万
歳
」
生
き
る
と
い
う
た
め
、
秋
息
し
て

「
こ
の
立
派
な
カ
メ
は
生
死
を
海
中
に
得
て
神
霊
を
授
か

り
、
民
に
福
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
話
し
た
。
市
郎
右
衛
門
は
、
カ
メ
は
海
に
放
し
て
供
養
し
、
「霊
亀
塔
」
と
刻
ん
だ

石
碑
を
建
立
し
た
。
享
保

三

年
は
勘
右
衛
門
の
母
の
三
三
回
忌
に
当
た
る
年
で
あ

っ
た
の
で
、
読
経
し
、

一
字

一
石
の
写
経
の
た
め

小

石
を
拾

っ
て
妙
経
の

一
部
を
書

い
た
。
写
経
が
す
ん
だ
た
め
に
、
経
塚
を
建

て
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
碑
文

は
刹
川
楚
列
が
書

き
、
石
巻
か
ら
船
で
運
ん
だ
。
「霊
亀
塔
」
の
そ
ぼ
に
、

一
字

一
石
の
経
文
を
お
さ
め
た

▲写真28網 地島の長渡浜(2005年8月 撮影)

経
塚
を
作
り
、
そ
の
由
来
を
記
し
た

「宝
亀
塔
」
を
建

て
た
。
な
お
、
刹
川
楚
列
は
、

勘
右
衛
門
の
行
為
を
、
盲
亀
が
浮
木
に
出
会
う
ほ
ど
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
と
記
し

て
い
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
か
ら
脂
を
取
っ
て
売
ろ
う
と
し
て
い
た

こ
と
、
僧
侶
の
助

言
に
よ

っ
て
カ
メ
を
放
し
て
供
養
を
行

っ
た
こ
と
、
な
ど
が
分
か
る
。
「霊
亀
塔
」
建
立

の
理
由
と
し
て
、
『石
巻
地
方
研
究
』
や

『牡
鹿
町
誌
』
に
は
、
こ
の
直
前
に
長
渡
浜
で

起
こ
っ
た
遭
難
や
大
火
を
挙
げ

て
い
る
。
享
保
七
年

(
一
七

二
二
)

に
は
四
〇
人
が
遭

難
し
、
享
保

一
〇
年

(
一
七
二
五
)
に
も
遭
難
し
そ
う
に
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
享

保

一
〇
年

一
二
月

一
〇
日
、
長
渡
浜
を
大
火
が
襲

い
、

一
〇
二
戸
が
焼
失
し
た
。
「宝
亀

塔
」
の
碑
文
か
ら
、
市
郎
右
衛
門
が
カ
メ
を
拾

っ
た
の
は
享
保

一
〇
年

一
二
月
か
ら
享

保

二

年
五
月
ご
ろ
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
長
渡
浜
が
疲
弊
し
て
い
た
と
き
に
大
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き
な
カ
メ
を
拾

っ
た
た
め
に
、
肝
入
で
あ

っ
た
市
郎
右
衛
門
は
カ
メ
の
脂
を
売

っ
て
人
々
の
暮
ら
し
を
助
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う

と
指
摘
さ
れ
て
い
る

〔阿
部

一
九
九
〇
、
牡
鹿
町
誌
編
さ
ん
委
員
会

二
〇
〇
二
〕
。
さ
ら
に
、
「亀
の
霊
を
弔
う
石
碑
を
建
て
る
と

い
う
慰
霊
行
為
を
通
し
て
、
長
渡
浜
に
続
発
し
て
い
る
災
禍
を
防
除
し
、
今
後
の
福
徳
と
復
興
を
期
待
し
た
」
と
い
う
指
摘
は
重
要
で

あ

る

〔阿
部

一
九
九
〇
〕
。

筆
者
は
平
成

一
七
年

(二
〇
〇
五
)
八
月
に
現
地
調
査
を
行

っ
た
。
長
渡
浜
の
阿
部
昭

一
氏

(昭
和

一
三
年
生
ま

れ
)
は
次
の
よ
う

に
語
る
。

ウ
ミ
ガ
メ
の
供
養
塔
の
こ
と
は
、
石
碑
が
二
つ
並
ん
で
い
る
の
で
ツ
ル
カ
メ
と
呼
ん
で
い
る
。
詳
し
い
こ
と
は
知
ら
な

い
。
か
つ

て
は
、
参
る
と
こ
ろ
に
砂
利
を
運
ん
で
き
れ
い
に
し
て
い
た
。
自
分

は

一
回
参

っ
た
。

▲写真29南 三陸町長清水(2012年3月 撮影)

喪
中

の
人
は
月
遅
れ
で
二
月
に
正
月
を
す
る
が
、
そ
の
と
き
の
注
連
縄
は
ツ
ル
カ

メ
か
、
ア
ン
バ
サ

マ
に
納
め
る
。
ア
ン
バ
サ
マ
は
漁
神
さ
ま
。
ツ
ル
カ
メ
は
漁
神
さ

醜

ま
で
は
な
い
。
正
月
の
も
の
を
納
め
る
の
は
み
ん
な
漁
神
さ
ま
。

阿
部
氏
は

「霊
亀
塔
」
、
「宝
亀
塔
」
近
く
に
住
ん
で
い
る
方
で
あ

る
が
、
詳
し
い
言

い
伝
え
は
聞
い
て
い
な

い
と
い
う
。
石
塔
に
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て

い
て
も
、
漢
文
で
あ
る
こ
と
も
あ

っ
て
、
何
が
書
か
れ
て
い
る
の
か

は
地
元
で
は
知
ら

れ
て
い
な
か

っ
た
。
「亀
」
と
い
う
文
字
は
は

っ
き
り
と
分
か
る
た
め
、
カ
メ
を
祀

っ
て

い
る
も
の
と
い
う
意
識
は
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
場
合
ツ
ル
は
関
係
な
い
が
、
二

つ
石
塔
が
並
ん
で
い
る
た
め
に

「鶴
亀
」
と
呼
ん
で
き
た
と
い
う
。
ウ
ミ
ガ
メ
の
祭
祀

と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。



東北地方太平洋沿岸のウミガメの民俗

南
三
陸
町
の
事
例

旧
志
津
川
町
で
は

『志
津
川
町
誌
』
に
戸
倉
長
清
水
の

「大
漁
亀
」
の
石
碑
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
年
代
は
不
明
で
あ
り
、
由
来
も
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
詳
し
い
こ
と
は

不
明
で
あ
る

〔志
津
川
町
誌
編
さ
ん
室

一
九
八
九
、
一
九
九

一
〕。

そ
の
後
、
川
島
氏

も
調
査
を
し
、
こ
れ
と
は
別
の
二
つ
の
例
を
確
認
し
て
い
る

〔川
島

二
〇
〇
四
〕。
戸

倉
長
清
水
で
は

「大
漁
亀
神
社
」
と
い
う
も
の
を
報
告
し
て
い
る
が
、
書
か
れ
て
い
る

文
字
や
高
さ
な
ど
か
ら
、
町
誌
掲
載
の

「大
漁
亀
」
と
は
別
物
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

川
島
氏
は
戸
倉
滝
浜
の

「丸
亀
神
社
」
に
つ
い
て
は
、
建
立

の
経
緯
を
聞
き
取

っ
て
い

る

〔川
島

二
〇
〇
四
、
二
〇
〇
五
〕
。
川
島
氏
の

『カ
ツ
オ
漁
』
に
は
、
「丸
亀
神
社
」

の
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る

〔川
島

二
〇
〇
五
〕。

明
治
三
八
年

(
一
九
〇
五
)
、
カ
メ
が
網
に
か
か

っ
て
い
た
の
で
助
け
た
。
船
の
乗
組

員

一
三
人
で
カ
メ
に
酒

一
升
を
飲
ま
せ
て

「龍
宮
さ
ん

へ
送
れ
」

と
い
っ
て
放
し
た
。
カ
メ
は
陸

へ
這
い
上
が
り
、
カ
ラ
ス
が
飛
ぶ

よ
う
に
暴
れ
苦
し
ん
で
死
ん
だ
た
め
に
、
漁
業
協
同
組
合
で
供
養

碑
を
建
て
、
法
印
を
頼
ん
で
供
養
し
て
も
ら
っ
た
。
(筆
者
要
約
)

筆
者
は
大
震
災
後

の
平
成
二
四
年

(
二
〇

一
二
)
三
月
に
現
地

を
二
日
に
わ
た
っ
て
訪
れ
た
が
、

い
ず
れ
の
石
塔
も
確
認
で
き
な

か
っ
た
。
戸
倉
地
区
は
多
く
の
人
家
が
流
さ
れ
る
な
ど
、
津
波
の

被
害
を
受
け
て
お
り
、
漁
業
再
開
に
む
け
て
活
動
さ
れ
て
い
る
最
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▲写真32気 仙沼市大谷(2012年3月 撮影)

痩
丙

奉

I

L.

▲写真33

納 ノ濠

告袈
ろ

気仙沼市三ノ浜の御嶽神社に奉納さ

れたカメを描いた紙絵馬(川 島秀一

氏撮影)

中
で
あ

っ
た
の

で
、

こ
の
時
点
で

の
聞
き
取
り
は
で
き
な
か

っ
た
。

谷
町
の
者
五
十
年
以
前
に
漁
り
に
出
し
者
共
沖
中
に
七
八
尺
程
の
大
亀
死
し
て
浮
た
る
を
見
付
、

放
れ
磯
際
山
路
に
て
奥
海
道
の
脇
に
埋
ミ
、
柵
貫
を
立
置
た
り
、
年
経
て
今

ハ
柵
貫
も
朽
失
た
り

宝
暦

=

年
よ
り
も
五
〇
年
も
前
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、

一
七

一
〇
年
ご
ろ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
明
確
な
年
代
が
わ
か
ら
な

い

も

の
の
、
網
地
島
の

「霊
亀
塔
」
と
ほ
ぼ
同
じ
か
、
そ
れ
よ
り
も
少
し
古
い
事
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
大
谷
地
区
も
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
津
波
で
お
お
き
な
被
害
を
受
け
た
。
平
成
二
四
年

(二
〇

=

一)
三
月
に
訪
れ
た
と
き
に
は
、
カ
メ
の
墓
の
痕
跡
は
ま

っ
た
く

確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
気
仙
沼
市
で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
絵
馬
を
神
社
に
奉
納
し
た
と
い
う
例
も
あ
る
。
同
市
三
ノ
浜
で
は
、
網
で
カ
メ
を
捕
ま

d

気
仙
沼
市

の
事
例

気

仙
沼
市
本

吉
町
大
谷

で
は
、

江
戸
時
代
に
ウ

ミ
ガ
メ
を
埋
葬
し

た
と
い
う
記
録

が
あ
る
。
宝
暦

一

一
年

(
一
七
六

一
)
に
ま
と
め
ら

れ
た

『
奥
州
里
諺
集

巻

四
』

に

は
次

の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る

〔菅
原
ほ
か

二
〇
〇

一
〕
。

本
吉
郡
岩

尻
村

の
う
ち
、
大

船
に
て
引
揚
し
よ
し
、
同
町
の
出
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え

て
し
ま

っ
た
た
め
に
、
お
詫
び
と
し
て
三
ノ
浜
の
御
嶽
神
社
に
、
カ
メ
の
絵
を
描
い
た
紙
を
奉
納
し
た
漁
船
が
あ

る
。
不
漁
の
原
因

を
オ
カ
ミ
サ
ン

(巫
女
)
に
尋
ね
る
と
、
カ
メ
を
殺
し
て
し
ま

っ
た
か
ら
と
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う

〔川
島

二
〇
〇
五
〕
。

東北地方太平洋沿岸のウミガメの民俗

3

岩
手
県

a

釜
石
市
唐
丹
の

「痙
亀
之
碑
」

唐
丹
小
白
浜

の
盛
岩
寺
境
内
に
は
、

の
石
碑
は
、
『釜
石
市
誌
』
を
は
じ
め
と
し
て
、

「鶴
亀
の
碑
」
と
呼
ぼ
れ
る
江
戸
時
代
の
ウ
ミ
ガ
メ
供
養
に
関
す
る
石
碑
が
立

っ
て
い
る
。
こ

こ
れ
ま
で
何
度
か
紹
介
さ
れ
て
い
る

〔釜
石
市
誌
編
纂
委
員
会

一
九
六

一
、
釜
石

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
財
係

一
九
八
二
、
小
島

一
九
九
二
、
三
浦

一
九
九
八
〕
。
江
戸
時
代
の
ウ
ミ
ガ
メ
供
養
の
事
例
と
し
て
大
変
貴
重
で
あ
り
、
筆

者
も
取
り
上
げ
た
が
、
簡
単
に
触
れ
た
だ
け
で
あ

っ
た

〔藤
井

二
〇
〇

一
〕。
本

稿
で
は
、
建
立
の
経
緯
を
詳
し
く
見
て
お
き
た
い
。

こ
の
石
碑
の
正
面
に
は
横
書
き
で

「痙
亀
之
碑
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
下
に

は
縦
書
き
で
カ
メ
を
埋
葬
し
た
経
緯
が
漢
文
で
刻
ま
れ
て
い
る
。
以
下
に
全
文
を
掲

載
し
て
お
く
。

・
「痙
亀
之
碑
」

(正
面
)

痙
亀
之
碑

五
葉
東
奥
諸
山
之
奇
、
挺
者
蔚
然

而
秀
哨
、
鰐
嵯
峨
跳
干
乾
、
跨
干
艮
礫
岬
艇

躇
、
山
脚
耀
走
、
濯
乎
太
平
洋
之
洪
濤
、
峻
極
自
成
邦
彊
、
天
造
之
固
也
、
西
傍
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▲写真35釜 石市唐丹 ・盛岩寺

の 「痙亀之碑」(2000

年7月 撮影)

 

亦
有
以
也
、
鳴
乎
朝
近
之
弊
、
誰
鮮
傷
物
、
詐
謀
是
務
、
狡
鮎
侮
事
、

亀
倣死
、
埋
諸
寺
側
、
使
余
撰
文
勒
石
以
示
永
久
　
、
善
哉
里
人
之
挙
也
、

之
風
、
於
是
乎
可
観
　
、
本
山
住
持
、
心
宗
氏
聞
此
挙
也
、
別
寄
題
亀
鶴
峯
三
字
斯
亦

一
事
也
是
宜
銘
、

鶴
舞
仙
閾
、
霜
毛
連
翻
、
清
嗅
披
雲
、
聲
聞
干
天
、

亀
潜
幽
室
、
與
地
曼
逸
、
厭
霊
弗
死
、
仰
民
守

一
、

江
右
涙
原
之
二
水
勾
流
文
王
所
都
、
家
在
於
五
葉
山
中
白
雲
深
庭
、

文
政
巳
丑
九
月
落
焉

幹
事
上
村
市
郎
太
得
安

乎
山
、
東
沿
乎
海
、
低
仰
結
字
、
其
黎

庶
四
百
戸
、
其
民

半
以
樵
蘇
魚
塩
為
業
、
薙
土
遠
都
邑
、

其
俗
淳
朴
、
従
古

称
易
治
、
其
名

日
唐
丹
村
、
文
政
甲
申

九
月
里
人
某
、
偶

見
白
鶴
上
於
岸
松
舟
近
而
不
起
、
乃
載
之
還
、
未
挾
旬
魚
人

挙
網
獲
玄
亀
、
併
致
諸
菩
提
院
盛
巌
寺

焉
、
遽
遍
傅
聞
、

観
者
雲
集
、
皆

以
為
祥
、
於
是
寺
僧
佛

山
氏
籠
鶴
献
公
、

公
賜
金
助
其
費
、
吾
聞
鶴
翔
乎
九
雷
而
不
為
高
、
亀
潜
乎

千
傍
而
不
為
深
、
今
也

一
朝
獲
之
、
其

所
以
為
祥
者
、
蓋

唯
利
是
趨
、
使
其
獲
之
、
其
鴛
市
投
屠
也
必
　
、
既旦越
乎
月

鶴
固
得
其
所
、
亀
亦
死
而
不
死
　
、
所
謂
俗
之
淳
、
易
治

銘
日

166

 

(石
碑
本
体
)

高
さ

二
四
七

㎝

最
大
幅

八
三
㎝



奥
行
き

(台
座
)

高
さ

幅奥
行
き

四
七

㎝

七 一 一

九 三 九
・ 七cm

五cm
cm

東北地方太平洋沿岸のウミガメの民俗

こ
の
漢
文
の
概
要
を
記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
文
政
七
年

(
一
八
二
四
)
九
月
、
唐
丹
の
里
人
が
漁
に
出
た
際
、
岸
の
松
で
飛
べ

な

い
鶴
を
見

つ
け
て
船
に
乗
せ
て
帰
る
。
そ
れ
か
ら

一
〇
日
も
し
な
い
う
ち
に
漁
師
が
網
に
か
か
っ
た
カ
メ
を
捕
え
て
帰
り
、
と
も
に

盛
岩
寺

へ
納
め
た
。
こ
れ
が
四
方
に
伝
わ
り
、
吉
祥
と
い
う
こ
と
で
多
く
の
見
学
者
が
集
ま

っ
た
。
そ
こ
で
、
盛
岩
寺
の
仏
山
和
尚
は

鶴
を
藩
主
に
献
上
し
、
恩
賜
金
を
下
賜
さ
れ
た
。
カ
メ
を
商
売
で
殺
す
者
が
出
な
い
か
と
心
配
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

カ
メ
は
死
ん
で
し

ま

っ
た
。
そ
こ
で
、
里
人
は
カ
メ
を
寺
に
埋
め
、
葬
る
た
め
に
文
章
を
石
に
刻
ん
だ
碑
を
建
て
た
。

▲写真36倒 壊 し た 「痙 亀 之

碑 」(2012年8月 撮

影)

江
戸
時
代
、
唐
丹
村
を
含
む
気
仙
郡
は
、
伊
達
藩
に
属
し
、

こ
れ
よ
り
以
北
の
南
部
藩
と

の
境
界
に
位
置
し
て
い
た
。
こ

こ
で
い
わ
れ
て
い
る
藩
主
と
は
仙
台
の
伊
達
氏

の
こ
と
を
指

し
て
い
る
。
殿
様
に
献
上
し
な

い
で
死
ん

で
し
ま

っ
た
カ
メ

を
埋
葬
し
て
、
碑
文
を
刻
ん
だ
石
碑
を
建

て
る
こ
と
に
か
か

わ

っ
た
の
は
、
当
時
の
盛
岩
寺

の
住
職
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ

る
。こ

の
碑
文
以
外
に
も
、
当
時
の
様
子
を
記
し
た
古
文
書
が
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付
添
い
上
り
候
こ
と
。

板
に
て
か
ご
の
ご
と
く
椿
え
、
左
右
を
し
の
竹
格
子
に
い
た
し
、
食
物
は
と
う
ふ
を
長
さ

一
寸
五
分
程
、
厚
さ
二
分
程
に
い
た
し

く
わ
せ
候
。
ま
た
は
土
中
の
み
み
ず
を
洗
い
候
て
食
わ
せ
候
に
付
き
、
右
か
ご

の
中

へ
水
箱
な
ら
び
に
と
う
ふ
箱
椿
え
入
れ
置
き

候
。
水
箱
は
六
、
七
寸
四
方
。
と
う
ふ
箱
長
さ

一
尺
五
寸
程
横
六
、七
寸
程
。
竹
格
子
外

へ
ご
ざ
を
か
け
、
立
札

へ
御
用
鶴
と
書
き

つ

け
候

こ
と
。
御
首
尾
合
わ
せ
は
大
肝
入

・
御
代
官
御
首
尾
。
宿
継
ぎ
御
人
夫
つ
け
遣
わ
す
。
亀
は
御
用
に
こ
れ
な
く
仰
せ
渡
さ
れ
、

唐
丹

へ
囲
い
置
き
候
由
の
こ
と
。

但
し
亀
は
寒
に
至
り
候
え
ぼ
、
生
な
き
の
如
く
に
あ
い
な
り
候
由
に
て
、
翌
春
に
至
り
亀
は
死
す
。

東北地方太平洋沿岸のウミガメの民俗

「痙
亀
之
碑
」
と

「角
屋
敷
久
助
翁
覚
牒
」
の
内
容
は
若
干
異
な

っ
て
い
る
。
盛

岩
寺
境
内
に
ツ
ル
と
カ
メ
が
集
ま

っ
た
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
が
、
「痙
亀

鵬

之
碑
」
で
は
ま
ず
漁
師
が

ツ
ル
を
捕
え
て
き
て
か
ら
カ
メ
が
網
に
か
か

っ
た
と
い
う

が
、
「角
屋
敷
久
助
翁
覚
牒
」
で
は
カ
メ
が
網
に
か
か

っ
て
か
ら

ツ
ル
が
飛
来
し
た

と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
盛
岩
寺
境
内
の
池
に
ウ
ミ
ガ
メ
を
入
れ
、
近
く

に
ツ
ル
が

い
た
た
め
に

「為
祥
」
も
し
く
は

「宝
来
山
」

で
あ
る
と
し
て
喜
ぼ
れ
、

仙
台
の
藩
主

の
耳
に
も
達
す
る
ま
で
に
な

っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
は

一
致
し
て
い
る
。

「角
屋
敷
久
助
翁
覚
牒
」
で
興
味
深

い
の
は
、
ツ
ル
を
仙
台
ま
で
連
れ
て
行
く
際
の

様
子
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
カ
メ
は

「御
用
」
で

は
な
い
と
さ
れ
、
冬
に
は
死
ん
で
し
ま

っ
た
と
い
う
。
仙
台
の
藩
主
に
ま
で
聞
こ
え

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
当
時
は
相
当
騒
が
れ
た
出
来
事
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ



▲写真39唐 丹小 白浜(2000年7月 撮影)

る
。
た
だ
し
、
「角
屋
敷
久
助
翁
覚
牒
」
に
は
カ
メ
を
埋
葬
し
て
碑
を
建
立
し
た
こ
と
ま

で
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

筆
者
は
盛
岩
寺
に
、
平
成

一
二
年

(
二
〇
〇
〇
)
七
月
と
震
災
後

の
平
成
二
四
年

(二
〇

一
二
)
三
月

・
八
月
に
調
査

で
訪
れ
た
。
住
職
の
三
宅
俊
禅
氏

に
よ
る
と
、
「痙

亀
之
碑
」
に
つ
い
て
は
、
言
い
伝
え
で
は
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

本
堂
の
西
側
に
池
が
あ

っ
た
。
池
の
中
に
島
が
あ

っ
た
。
そ
こ
に
鶴
が
何
回
も
き

た
。

つ
か
ま
え
て
、
伊
達

の
殿
様
に
献
上
し
た
。
お
金
を
い
た
だ

い
て
、
そ
の
お
金

で
白
衣

一
疋
、
あ
わ
せ
二
反
を
作

っ
た
。
寺
宝
と
し
て
お
い
て
い
た
。
大
正
二
年
に

村
の
大
火
で
寺
が
焼
け
た
と
き
に
白
衣
も
焼
け
た
。
カ
メ
は
埋
め
て
碑
を
建
て
た
。

は
浜
街
道
が
海
沿
い
か
ら
上
が

っ
て
き
て
盛
岩
寺
の
近
く
を
通
り
、

か
ら
寺

へ
来
る
参
道
が
分
か
れ
て
い
た
。
街
道
か
ら
参
道
に
入

っ
た
あ
た
り
に
カ
メ
の
碑
が
立

っ
て
い
た
。

を
道
路
に
し
た
の
で
、
門
の
中
の
松
の
横
に
移
し
て
い
た
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
は
唐
丹
地
区
に
も
襲

っ
た
。

く
。
小
白
浜
で
は
盛
岩
寺
の
付
近
が
最
も
海
抜
が
高
い
。

た
。

一
二

m
の
防
潮
堤
が
崩
れ
、

ら
津
波
が
来
て
、
ぶ
つ
か

っ
て
高
く
な
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
カ
メ

の
碑
は

「鶴
亀
の
碑
」
と
呼
ば
れ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、

三
宅
氏
に
よ
る
と
と
、
「鶴
亀
の
碑
」
は
寺
の
門
の
外
に
立

っ
て
い
た
と
い
う
。
唐
丹
で

さ
ら
に
山

へ
登

っ
て
本
郷
の
ほ
う

へ
通

っ
て
い
る
。
そ
の
浜
街
道

碑
が
立

っ
て
い
た
と
こ
ろ

こ
の
碑
の
前
で
祭
り
を
す
る
こ
と
な
ど
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

三
宅
氏
に
う
か
が

っ
た
唐
丹
小
白
浜
の
被
害
状
況
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お

そ
こ
に
も
津
波
は
押
し
寄
せ
た
。
海
抜
二
四
、
五

m
の
高
さ
ま
で
津
波
が
来

海
岸
近
く
の
五
〇
何
戸
か
の
家
が
流
さ
れ
た
。
小
白
浜
は
湾
の

一
番
奥
に
位
置
す

る
の
で
、
両
側
か

明
治
二
九
年
、
昭
和
八
年
の
津
波
で
も
小
白
浜
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
が
、
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盛
岩
寺
ま
で
は
津
波
が
襲
う
こ
と
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
盛
岩
寺
近
く
の
高
台
は
、
昭
和
八
年
の
津
波
後
の
復
興
地
と
し
て
整
備

さ
れ
た
場
所
で
あ

っ
た
が
、
今
回
は
そ
こ
ま
で
津
波
が
襲

っ
た
。
盛
岩
寺
で
は
山
門
が
本
堂
前
の
階
段
ま
で
流
さ
れ
、
本
堂
は
が
れ
き

の
山
に
な

っ
た
。
山
門
と
本
堂
の
間
に
立

っ
て
い
た

「鶴
亀
の
碑
」
は
、
流
さ
れ
ず
に
松
に
寄
り
か
か
っ
て
残

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
四

月
七
日
の
余
震
で
二
つ
に
折
れ
た
。
筆
者
が
訪
れ
た
平
成
二
四
年
三
月
と
八
月
の
段
階
で
は
、
山
門
や
庫
裏
を
修
復
中
で
あ
り
、
折
れ

た

「鶴
亀
の
碑
」
は
横
倒
し
に
し
て
本
堂
左
側
に
置
い
て
い
た
。
平
成
二
五
年

(二
〇

一
三
)
七
月
に
電
話
で
三
宅
氏
に
問

い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
、
「鶴
亀
の
碑
」
に
つ
い
て
は
昨
年
の
ま
ま
で
、
庫
裏
の
復
旧
工
事
に
取
り
掛
か

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
。
庫
裏

復
旧
後
に

「鶴
亀
の
碑
」
を
復
元
し
た
い
、
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

東北地方太平洋沿岸のウミガメの民俗

b

釜
石
市
箱
崎
白
浜
の

「亀
供
養
」

大
槌
湾
に
面
す
る
箱
崎
白
浜
の
漁
港
の
入
口
に

「亀
供
養
」
の
石
碑
が
立

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『三
陸
沿
岸
の
漁
村
と
漁
業
習
俗
』

上
巻
に
写
真
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
建
立
の
由
来
な
ど
は
記
さ
れ
て
い
な
い

〔東
北
歴
史
資
料
館

一
九
八
四
〕
。
筆
者
は
平
成

▲写真40釜 石市 箱 崎 白浜 の

「亀 供 養 」(2000年7

月撮影)

一
二
年

(
二
〇
〇
〇
)
七
月
に
現
地
を
訪
れ
て
聞
き
取
り
を

行
い
、
ウ
ミ
ガ
メ
放
流
の
習
俗
な
ど
に
つ
い
て
は
話
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、
「亀
供
養
」

に
つ
い
て
は
よ
く

分
ら
な
か

っ
た
。
建
立
さ
れ
た
九
月

一
九

日
は
、
地
元

・
箱

崎
白
浜

の
氏
神

の
祭
礼
日
で
あ
る
た
め
、
祭
り
に
あ
わ
せ
て

建
立
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
川
島
氏
も
こ
の
地
区
に
つ
い
て

は
調
査
を
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
石
碑
に
関
す
る
由
来
は
報

告
さ
れ
て
い
な
い
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
大
槌
湾
の
奥
に
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1厩 曳'函 ≧

鳶撫驚
鉾 轟1、海 灘
▲写真43東 日本大震災後 の 「亀供 養」(「八龍

王」の左側)(2012年8月 撮影)

 

位
置
す
る
大
槌
町
、
釜
石
市
鵜
住
居
地
区
な
ど
に
大
津
波
が
押
し
寄
せ
、
甚
大
な
被
害
が
出
て
い
る
。
箱
崎
白
浜
地
区
に
も
大
津
波
は

押
し
寄
せ
、
四
〇
数
人
が
亡
く
な
り
、
流
さ
れ
た
人
家
も
多
数
あ
る
な
ど
被
害
は
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
漁
港
の
入
口
に
立

つ

「亀
供
養
」
は
不
思
議
な
こ
と
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
残
さ
れ
て
い
る
。
鳥
居
の
上
が
流
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
と
い
う
。
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「亀
供
養
」
の
石
碑

(正
面
)
昭
和
⊥ハ
年
旧
九
月
十
九
日

亀
供
養



東北地方太平洋沿岸のウミガメの民俗

▲写真44 東 日本大震災後の 「亀供養」(2012年

8月 撮影)

高
さ
幅奥
行
き

船
主

佐
々
木
□
外

一
同

約 約 約
二 三 四
〇 〇 三
cmcmcm

 

な
か

っ
た
。
石
浜
神
社
の
別
当
を
し
て
い
た
石
崎
賢

一
氏

ら

い
の
小
さ
な
祠
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
カ
メ
を
祀

っ
た
の
が
あ

っ
た
と
い
う
。

て
、
修
理
を
す
る
の
が
大
変
な
の
で

一
つ
に
合
わ
せ
、

前

に
神
社
の
別
当
を
し
て
い
た
石
村
辰
之
助
が
祀

っ
て
い
た
。

る
個
人
の
神
を
集
め
て
、
神
社
の
裏
山
を
神
の
森
に
し
た

い
と
計
画
し
て
い
た
と
い
う
。

て
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
が
、
建
立
さ
れ
た
経
緯
な
ど
は
す
で
に
分
ら
な
く
な

っ
て
い
た
。

茂
石
浜
に
あ

っ
た
三
三
軒
の
う
ち
⊥ハ
軒
が
流
さ
れ
た
と
い
う
。

c

宮
古
市
重
茂
石
浜
の

「亀
神
社
」

重
茂
半
島
東
側
に
重
茂
石
浜
地
区
が
あ
る
。
『
三
陸
沿
岸
の
漁
村
と
漁
業
習
俗
』

上
巻
に
は
、
「岩
手
県
宮
古
市
重
茂
石
浜
」

の
章
の

「漁
浦
の
信
仰
」
の
項
に
、
「亀

神
社

(創
建

の
年
代
は
不
明
、
祭
神
は
亀
)
」
と
記
さ
れ
て
い
る

〔東
北
歴
史
資
料

館

一
九
八
四
〕。
平
成

一
二
年

(
二
〇
〇
〇
)
七
月
に
現
地
調

査
を
行

っ
た
と
こ

ろ
、
石
浜
で
も

「亀
神
社
」
に
つ
い
て
知
ら
な
い
方
も
多
く
、
祠
な
ど
も
残

っ
て
い

(昭
和

一
五
年
生
ま
れ
)
に
よ
る
と
、
石
浜
神
社
境
内
の
裏
山
に
は

一
〇
ぐ

昭
和
五
〇
年
代
ま
で
あ

っ
た
が
、
祠
が
崩
れ
て
き

境
内
の
加
倉
神
社
の
中
に
合
祀
し
た
と
い
う
。
裏
山
に
は
跡
地
だ
け
あ
る
。
戦

こ
の
人
物
は
、
郡
会
議
員
や
漁
協
の
役
員
な
ど
も
し
て
い
て
、
点
在
す

「亀
神
社
」
に
つ
い
て
は
、
石
村
氏
が
祀

っ

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
で
は
、
重

平
成

=

一年

(二
〇
〇
〇
)
の
調
査
時
に
は
石
浜
神
社
の
下
の
道
端
に
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市
教
育
委
員
会

一
九
八
四
〕
。

鍬
ヶ
崎
の
歴
史
、
民
俗
に
つ
い
て
地
元
の
沢
内
氏
が
ま
と
め
た

「漁
村
雑
話
」
と

い
う
章

の

「漁
村
の
慣
習
断
片
」
と
い
う
節
の
な
か
に

「亀
神
社
」
と
い
う
項
目
が
立
て
ら
れ
て

い
る
。

日
和
山
に
、
明
治
と
昭
和
の
二
つ
の
石
碑
が
あ
る
と
い
う
。
「死
亀
を
丁
寧
に
埋
め
た
土
塚
に
建
て
ら
れ
た
供
養

の
石
塔
」

し

て
い
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
川
島
氏
も
沢
内
氏
の
報
告
を
引
用
し
な
が
ら
取
り
上
げ
て
い
る

〇

四
〕
。
筆
者
は
平
成

三

年

(
一
九
九
九
)
に
現
地
調
査
を
行
い

〔藤
井

二
〇
〇

乙
、

た
。蛸

の
浜
の
集
落
か
ら
蛸
の
浜

(名
勝
浄
土
が
浜
の
北
隣
の
海
岸
)

へ
出
る
峠
に
心
公
院
が
あ
り
、

「西
国
巡
礼
塔
」、
「海
囎

記
念
碑
」
な
ど
の

石
碑
が

並
ん

で
立

っ
て

い
た

が
、
平
成

二
四
年

(
二
〇

=

一)

八
月
に
は
、

こ
の

場
所
に
石
碑
は
残

っ
て
い
な
か
っ
た
。

d

宮
古
市
鍬

ヶ
崎
蛸

の
浜
町
の

「亀

神
社
」

鍬

ヶ
崎

の
蛸

の
浜
町

に

「
亀
神
社
」
が

あ
る

こ
と
は
、
沢
内
氏
、
小
島
俊

一
氏
、

宮
古
市
教
育
委
員
会

に
よ

っ
て
報
告
さ
れ

て
い
た

〔沢
内

一
九

五
五
、
小
島

一

九
七

四

・
一
九
八

四

・

一
九
九

二
、
宮
古

『
鍬
浦
史
話
』
に
は
、

蛸
の
浜
の

で
あ
る
と

〔川
島

二
〇

平
成
二
四
年

(二
〇

一
二
)
に
再
度
訪
れ

心
公
院
と
海
岸

と
の
間
の
丘
の
上
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津

波

の
被

害

を

受

け

て

い
な

か

っ
た
。

平

成

二

四
年

(
二
〇

一
二
)
八
月
に
再
訪
し
た
と
き
も

「
亀
神
社
」
は
草
に

覆
わ
れ
て
残

っ
て
い
た
。

「亀
神
社
」

(正
面
)
亀
神
社

昭
和
四
年
八
月

三
郎

外

一
同
建
立

高
さ

六
三
㎝

妙
幸
丸
船
頭
小
本
喜

e

岩
泉
町
の

「海
亀
神
社
」

岩
泉
町
茂
師
に

「海
亀
神
社
」
が
あ
る
こ
と
は
、
小
島
俊

一
氏
が
報
告
し
て
い
た

〔小
島

一
九
七
四

・
一
九
九
二
〕
。
筆
者
は
平
成

二

年

(
一
九
九
九
)
に
現
地
調

査
を
行

っ
た
。
詳
し
い
由
来
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
か

っ
た
が
、

「海
亀
神
社
」
は

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
「海
亀
神
社
」
は
、
茂
師
の
漁
港
を
見
下
ろ
す
高
台
に
、

他
の
祠
や
供
養
塔
な
ど
と
並
ん
で
建
て
ら
れ
て
い
た
。
石
で
刻

ん
だ
小
さ
な
祠
で

あ

っ
た
。
震
災
後
の
平
成
二
四
年

(
二
〇

一
二
)
八
月
、
同
じ
場
所
を
訪
れ
た
。
石

の
祠
や
石
碑
な
ど
が
立
ち
並
ん
で
た
場
所
に
は
酒
な
ど
が
供
え
ら
れ
て
い
た
だ
け
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で
、
何
も
残
さ

れ

て
い
な
か

っ

た
。
小
本
の
漁

協

に
問
い
合
わ

せ

た
と

こ
ろ
、

平

成

二

三

年

(
二

〇

一

一
)

三
月
、

一
〇

m

鰐㌘幣'

箋凝 鴻 霧

難
鮮P隅

■馴しコ■

顧灘灘麹

「

.

し

謙

.

、

」、

炉

 

を
越
え
る
津
波
が
襲

い
、
港

の
上
に
あ

っ
た
祠
な
ど
は
す
べ
て

流

さ
れ
た
と
い
う
。
平
成
二
三
年
の
夏
、
海
底
調
査
で
二
つ
の

石
碑
な
ど
が
見

つ
か
り
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
石
碑

の
中
で
最

も
大
き
か

っ
た

「魚
霊
塔
」
と
、
大
天
狗
の
祠
で
あ

っ
た
。
そ

の
後
、

こ
れ
ら
を
引
き
上
げ

て
、
茂
師
港
の
別
の
場
所
に
建

て

た

と
い
う
。
「海
亀
神
社
」
は
い
ま
だ
に
見

つ
か

っ
て
い
な
い
。

こ
こ
に
、
「海
亀
神
社
」
を
含
め
て
、
茂
師
港
で
震
災
前
に
撮
影

し
た
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

「海
亀
神
社
」

(正
面
)
奉
遷
宮
海
亀
神
社

蟻灘騨難懸
▲写真53「 海亀神社」背後か ▲写真52茂 師港の上に立つ石塔群(右 側のひ

ら 海 を 望 む(1999

年8月 撮影)

とつが 「海亀神 社」)(1999年8月 撮

影)
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(右
側
面
)

(左
側
面
)

本
体
高
さ
幅奥
行
き

台
座
高
さ
幅奥
行
き

屋
根
高
さ
幅奥
行
き

茂
師

小
成

組
合

一
同

昭
和
十
三
年
旧
八
月
五
日

三 三 二 三 三 一 一 一 五
三 五 〇 四 九 二 八 二 六
CmCmCmCmCmCmCmCmCm

 

f

普
代
村
の
カ
メ
の
供
養
塔

普
代
村
堀
内
で
ウ
ミ
ガ

メ
に
関
す
る

聞

き
取
り
を
し
て
い
た
と
き
、
以
下

の

よ

う
な
話
を
う
か
が

っ
た
。
普
代
村

で

は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
供
養
塔
な
ど
は
こ
れ

ま

で
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、
初
め
て
確

認

さ
れ
た
事

例

で
あ
る
。
『普

代

の
石

κ

樹 ノ
噌頸

'ふ

職、
桐卜揮 騨
_■轟 瑚

縷
{

、

"

♂

財
嵐

ヤ幾
ノ

▲写真57茂 師の港(2012年8月 撮影)▲写真56茂 師の港(1999年8月 撮影)
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　迦 鞍 ㌧爵
こ 一一 憩 一 一,

見 慧 、

懲
鑛
難騨

一
韓繋
難
鰻
▲写真58久 慈市久喜の 「カメ

ノオハ カ」(1999年8

月撮影)

碑
』
な
ど
に
も
ウ
ミ
ガ
メ
の
墓
、
祠
に
関
し

て
は
記
述
が
な

い

〔普
代
村
教
育
委
員
会

一
九
八
四
〕
。
以
下

の
聞
き
取
り
に
よ

る
供
養
塔
も
平
成

二

年

(
一
九
九
九
)

段
階

で
、
す

で
に

残

っ
て
い
な
か

っ
た
。
金
名
部
直
徳
氏

(昭
和
九
年
生
ま
れ
)

は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

ら
供
養
塔
を
三
輪
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
て
き
た
。

い
の
高
さ
の
も
の
で
あ

っ
た
。

船
を
巻
き
上
げ
る
カ
グ
ラ
さ
ん

メ
を
埋
め
た
辺
り
は
、

で
フ
ノ
リ
大
漁
し
た
と
か
、

何
年
か
前
に
供
養
塔
は
倒
れ
た
。

こ
ろ
が
あ
り
、

間
違

っ
て
死
ん
だ
カ
メ
は
埋
め
て
供
養
塔
を
立
て
た
。
昭

和
三
〇
年
前
後
、
父
親
が
大
謀
の
と
き
に
、
直
徳
氏
が
寺
か

一
〇

m
四
方
く
ら
い
で
二

m
く
ら

戒
名
は
先
代

の
和
尚
さ
ん
に
書

い
て
も
ら

っ
た
。

(
マ
キ
ド
ウ
と
い
う
人
も
い
る
)
で
上
げ
た
。
カ

フ
ノ
リ
な
ど
が
生
え
る
と
こ
ろ
で
、
カ
メ
の
供
養
塔
の
下

マ
ツ
ゴ
大
漁
し
た
と
か
い
い
、
目
印
と
し
て
い
た
。

松
磯
の
建
物
の
真
下
に
五
、
六
坪
の
平
ら
な
と

そ
こ
に
埋
め
た
。

9

久
慈
市
久
喜
の
カ
メ
ノ
オ

ハ
カ

久
慈
市
久
喜
で
ウ
ミ
ガ
メ
を
供
養
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
早
坂
氏
が
報
告
し
て
い

る

〔早
坂

一
九
八

一
〕。
カ
メ
が
死
ん
で
岸

へ
寄

っ
て
き
た
場
合
は
、
引
き
上
げ
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て
、
部
落
全
体
で
和
尚
さ
ん
を
呼
ん
で
、
大
漁
祈
願
を
す
る
、
と
あ
る
。
平
成

一
一
年

(
一
九
九
九
)
に
現
地
調
査
を
行

っ
た
と
こ

ろ
、
墓
地
の

一
角
に
カ
メ
ノ
オ

ハ
カ
と
呼
ば
れ
る
石
碑
が
立

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
震
災
後
に
確
認

し

て
い
な
い
。

久
喜
の
伊
川
種
蔵
氏

(大
正
八
年
生
ま
れ
)
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

死
ん
だ
カ
メ
は
神
様
み
た
い
な
こ
と
で
葬

っ
た
。
埋
め
た
の
は

一
回
で
は
な
い
。
網
に
カ
メ
が
入
る
と
縁
起
が

い
い
と
い
う
。
和

尚
さ
ん
を
呼
ん
だ
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
大
漁
祈
願
は
し
な
い
。
カ
メ
を
埋
め
た
と
こ
ろ
は
墓
の
下
で
あ

っ
た
が
、
今
は
周
辺

に
も
墓
が
広
が

っ
て
き
て
い
る
。

同
じ
く
久
喜
の
広
崎
国
雄
氏

(昭
和

一
四
年
生
ま
れ
)
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

死
ん
だ
カ
メ
は
墓
に
埋
め
た
。
こ
こ
は
カ
メ
ノ
オ

ハ
カ
と
い
っ
て
い
た
。
亀
神
社
な
ど
と
は
い
わ
な

い
。
今
も
盆
に
ロ
ー
ソ
ク
や

線
香
を
も

っ
て
行
き
、
祀

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
大
漁
旗
願
を
す
る
こ
と
は
な
い
。
昭
和
二
〇
年
代
に
何
回
か
埋
め

た
。
最
近
は
カ
メ

が
上
が
ら
な
い
の
で
葬

っ
て
い
な
い
。

(石
碑
正
面
)

嶋
谷
勘
助

(石
碑
裏
面
)

(台
座
正
面
)

亀
山
神
社

大
正
十
四
年
五
月
十
二
日

坂
本
福
男

仲
村
卯
之
松

廣
崎
熊
蔵

仲
村
春
松

漁
栄
丸

漁
運
丸

久
栄
丸

久
喜
丸

廣
吉
丸

奉
納

屋
形
建
網

昭
和
廿
四
年
□
月
五
日
竣
□

幅

本
体
高
さ

五
〇

cm

cm

井
網

高
嶋
丸

メ
網

八
幡
丸

廣
吉
丸

180



東北地方太平洋沿岸のウミガメの民俗

▲写真60 相馬市磯部 ・寄木神社に奉納されて

いる絵馬(2012年11月 撮影)

▲写真61 磯 部 の集 落跡 と海岸(2012年11月

撮 影)

奥
行
き

一
一
㎝

台
座
高
さ

一
五

㎝

幅

二
三

㎝

奥
行
き

三

一
㎝

六

流
木

ウ
ミ
ガ
メ
は
海
上

で
、
流
木
に
ま

と
わ
り

つ
い
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。

ウ
ミ
ガ
メ
が
流
木

と
と
も
に
い
る
と

こ
ろ
を
見

つ
け
る
と
、

こ
の
流
木
を

拾

い
上
げ
て
大
事

に
す
る
と
い
う
習

俗
が
存
在
す
る
。

こ
の
習
俗
は
、
江

戸
時
代
か
ら
確
認
で
き
、
全
国
的
に
分
布
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
習
俗
が
東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
で
も
み
ら
れ
る
。

1

福
島
県

相
馬
地
方
で
は
、
こ
の
よ
う
な
流
木
を
カ
メ
ノ
マ
ワ
シ
ギ
と
呼
ん
で
い
る
。
カ
メ
は
波
間
に
浮

い
て
い
る
木
切
れ
を
く
る
く
る
回
し

て
遊
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
木
を
カ
メ
ノ
マ
ワ
シ
ギ
と
い
っ
て
い
る
。
相
馬
地
方
で
は
、
船
霊
に
入
れ
る
さ

い
こ
ろ
は
柳
の
木

で
作
る
が
、
カ
メ
ノ
マ
ワ
シ
ギ
で
作
る
と
な
お
い
い
と
い
う

[和
田

一
九
七
八
〕
。

相
馬
市
磯
部

の
寄
木
神
社
に
は
、
カ
メ
が
流
木
を
背
負

っ
て
い
る
様
子
を
描
い
た
絵
馬
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

〔
川
島

二
〇
〇
四
、

南
相
馬
市
博
物
館

二
〇
〇
⊥ハ
〕
。
こ
の
絵
馬
の
由
来
は
不
明
で
あ
る
が
、
寄
木
神
社

の
御
神
体
は
海
か
ら
流
れ
着

い
た
木
と
い
わ
れ
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て
い
る
。
縁
起
に
は
カ
メ
は
登
場
し
な
い
が
、
カ
メ
ノ
マ
ワ
シ
ギ
の
伝
承
と
、
ご
神
体
の
伝
承
が
融
合
し
た
絵
馬
と
な

っ
て
い
る
。
磯

部

の
集
落
は
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。
た
だ
し
、
寄
木
神
社
は
海
岸
の
高
台
に
あ
る
た
め
、
建
物
も
絵

馬
も
そ
の
ま
ま
残

っ
て
い
た
。

2

宮
城
県

昭
和
二
六
年

(
一
九
五

一
)
、
『民
間
伝
承
』

一
五
巻

一
一
号
に
、
丹
野
正

「亀
の
し
ょ
い
木
、
亀
の
し
ょ
い
石
」

と
い
う
報
告
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
号
は
、
柳
田
国
男
の
七
七
歳
を
祝

っ
て
の

『民
間
伝
承
』
の
特
集
号
で
あ
る
。
巻
頭
に
は
柳

田
の

「知
り
た
い

と
思
う
こ
と
二
三
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
な
か
に
は

「寄
物
の
こ
と
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
各
地
の
民
俗
学
者
か
ら
投
稿
さ
れ

た
寄
物
に
関
す
る
事
例
報
告
を
並
べ
た
中
に
丹
野
の
文
章
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

丹
野
が
報
告
す
る
事
例
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
陸
前
桃
生
、
牡
鹿
の
沿
岸
に
、
「亀
の
し
ょ
い
木
」、
「亀
の
廻
し

木
」
と
い
う
寄
り
物
が
あ
る
。
長

い
材
木
な
ど
を

一
本
、
甲
羅
に
載
せ
て
、
ゆ

っ
く
り
回
し
な
が
ら
船
の
周
り
を
悠

々
と
泳

い
だ
り
、

▲写真62 カ メ ノ マ ワ シ ギ

(2006年7月 撮影)

岸
の
方
ま
で
来
る
こ
と
が
あ
る
。
見
つ
け
た
者
が
拾

い
上
げ

て
、

招
福
の
宝
物
に
す
る
。
ま
た
、
「亀
の
し
ょ
い
石
」
と
い
う
の
は
、

丸
い
玉
の
よ
う
な
石
を
甲
羅
に
載
せ
て
泳
い
で

い
る
こ
と
が
あ
る

と
い
う
。
牡
鹿
鮎
川
の
阿
部
善
右
衛
門
と
い
う
漁
師
が
カ
メ
が
石

を
背
負

っ
て
い
る
の
を
見

つ
け
、
慌
て
な
が

ら
タ
モ
で
す
く

っ

た
。
底
の
平
た
な
黒
く
て
丸

い
石
で
重
い
も
の
で
あ

っ
た
。
善
右

衛
門
は
す
で
に
故
人
で
あ
る
が
、
家
宝
と
し
て
今
も
石
が
保
存
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
家
に
は
し
ょ
い
木
も
あ
る
と

い
う
。
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こ
の
事
例
に
つ
い
て
、
平
成

一
七
年

(二
〇
〇
五
)、
石
巻
市
合
併
前
の
鮎
川
町
で
調
査
を
行

っ
た
が
、
阿
部
家

の
こ
と
も
流
木
の

こ
と
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

川
島
氏
は
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
唐
桑
町
の
事
例
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
報
告
を
し
て
い
る

[川
島

二
〇
〇

四
〕
。
た
だ
し
、
現

物

に
つ
い
て
は
、
川
島
氏
も
確
認
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

カ
メ
は
小
さ
な
材
木
を
枕
に
浮
か
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
材
木
を
カ
メ
ノ
マ
ス
ギ
と
い
っ
て
縁
起
物
で
あ
り
、
拾
う

こ
と
が
あ

っ
た
。
沖
で
カ
メ
を
見
つ
け
る
と
、
「大
漁
さ
せ
ろ
よ
」
と
言

っ
て
、
木

っ
端
を
カ
メ
に
投
げ
与
え
る

こ
と
も
あ
っ
た
。

(筆
者
要
約
)

宮
城
県
で
は
、
七
ヶ
浜
町
に
お
い
て
、
流
木
の
現
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た

〔藤
井

二
〇

一
三

a
〕。

加
藤
実
氏

(昭
和

一

一
年
生
ま
れ
)
の
家
で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
遊
ん
で
い
た
木
を
床

の
間
に
飾

っ
て
い
る

(写
真
62
)。
カ
メ
が
く
る
く
る
回
し
て
遊
ん

で
い
た
と
い
い
、
そ
れ
を
拾

っ
て
き
た
と
い
う
。
実
氏
の
お
ぼ
あ
さ
ん
は
、
こ
の
木
の
こ
と
を
カ
メ
ノ
マ
ワ
シ
ギ
と
言

っ
て
い
た
と
い

鵬

う
。
実
氏
は
、
自
分
の
家
で
船
を
持

っ
て
い
た
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
明
治
よ
り
も
前
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
震
災
後

に
電
話
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
流
木
は
残

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

カ
メ
ノ
マ
ワ
シ
ギ

長
さ

八
二
㎝

最
大
直
径

八

㎝

3

岩
手
県

川
島
氏
は
、
岩
手
県
釜
石
市
箱
崎
白
浜
の
事
例
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
報
告
を
し
て
い
る

〔
川
島

二
〇

〇

四
〕
。



カ
メ
ノ
ト

マ
リ
ギ
を
見

つ
け
た
場
合
は
、
そ
れ
を
持

っ
て
帰
り
、
氏
神
に
あ
げ
て
拝
む
。
(筆
者
要
約
)

筆
者
も
平
成

=

一年

(
二
〇
〇
〇
)
、
二
四
年

(二
〇

一
二
)
に
箱
崎
白
浜
で
調
査
を
行

っ
た
が
、
流
木
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き

な
か

っ
た
。

普
代
村
の
金
名
部
直
徳
氏

(昭
和
九
年
生
ま
れ
)
か
ら
は
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
を
聞

い
た
。

ひ
い
お
じ
い
さ
ん

(昭
和
三
二
年
に
七
二
歳
で
亡
く
な
る
)
が
八
丁
櫓
で
三
昼
夜
で
戻

っ
て
く
る
巻
き
網
の
漁
に
出
て
い
た
と

き
、
「カ
メ
の
甲
羅
干
し
を
見
て
き
た
」
と
言

っ
て
い
た
の
を
聞
い
た
。
大
き

い
木

の
板
の
流
れ
物
に
つ
か
ま

っ
て
流
れ
て
い
た
と

い
う
。
カ
メ
の
甲
羅
干
し
と
い
う
の
は
漁
師
仲
間
で
は
よ
く
い
っ
て
い
る
が
、
木
を
拾
う
と
い
う
よ
う
な
話
は
聞

か
な

い
。

普
代
村
の
伝
承
は
、
ほ
か
の
地
域
の
事
例
と
若
干
異
な

っ
て
お
り
、
流
木
を
拾
い
上
げ
て
は
い
な

い
。
た
だ
し
、
普
代
村
で
は
広
く

知
ら
れ
た
伝
承
で
あ

っ
た
よ
う
で
、
昭
和

一
〇
年
代
生
ま
れ
の
方
で
あ
れ
ば
、
「カ
メ
の
甲
羅
干
し
」
と
い
う
話
は
よ
く
聞
い
た
と

い

う
。
た
と
え
ば
、
子
供
が
海
水
浴
で
浜
で
腹
ぼ
い
に
な

っ
て
い
る
と

「
カ
メ
の
甲
羅
干
し
だ
」
な
ど
と
い
っ
た
と
い
う
。

捌

漁
師
は
黒
く
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
カ
メ
の
甲
羅
干
し
と
い
っ
て
背
中
を
焼

い
た
。

桜
田
調
査
時
以
前
に
は
、
土
用
明
け
か
ら
ア
ワ
ビ
の
ク
チ
ア
ケ
ま
で
カ
ツ
オ
釣
り
船
も
出
て
い
た
。

4

青
森
県

青
森
県
八
戸
市
鮫
の
亀
遊
山
浮
木
寺
の
事
例
は
江
戸
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
天
保
六
年

(
一
八
三
五
)
に
俳
譜
師
の
三
峰
館
寛
兆

(松
橋
宇
助
)
(安
永
六

(
一
七
七
七
)
～
安
政
二

(
一
八
五
五
))
が

「蕪
島
之
記
」
と
い
う
も
の
を
著
し
て
お
り
、

こ
の
な
か
に
浮
木

寺

の
観
音
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
川
島
氏
が

『浮
木
寺
誌
』
掲
載
の

「蕪
島
之
記
」
を
も
と
に
八
戸
市
立
図
書
館
所
蔵
の
複
写
本

で
補

っ
て
翻
刻
し
た
も
の
を
引
用
す
る

〔川
島

二
〇
〇
四

・
二
〇
〇
五
〕
。

此
菩
薩
の
昔
話
を
尋
る
に
、
此
鮫
に
喜
八
と
申
船
頭
有
。
海
路
の
営
を
業
と
な
し
に
け
る
に
或
時
遠
沖
を
走
り
、
懸
る
の
瑚
、
し
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も
浮
木
寺
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る

〔八
戸
市
史
編
纂
委
口貝
会

二
〇
〇
八
〕
。

又
観
音
堂
あ
り
、
此
観
音
、
む
か
し
盲
亀
の
浮
木
に
逢
て
乗
来
り
し
を
、
船
頭
沖
に
て
見
付
、
乗
来
り
し
浮
木

と
船
中
の
材
木
と

取
替
、
亀

ハ
沖

へ
流
し
遣
り
、
其
浮
木
を
以
て
作
り
な
せ
る
観
音
に
て
浮
木
山
と
云
、
祈
念
す
る
に
霊
現
あ
ら
た
に
て
信
心
者
多

し
、
此
節

ハ
取
分
往
来
の
船
々
寄
進
も
あ
り
て
相
続
す
、
尼
寺
也
、
継
尼
無
之
時

ハ
村
の
老
分
持
之
、
大
慈
寺
末
山
也

「盲
亀
の
浮
木
」
と
い
う
の
は
、
法
華
経
の
た
と
え
で
あ
る
、
法
華
経
に
出
会
う
こ
と
は
、
盲
目
の
カ
メ
が
流
木
に
出
会
う
と
い
う

ぐ
ら
い
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
歌
舞
伎
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
る
表
現
で
あ
る
た
め
、
江
戸
時
代
に
は

広
く
知
ら
れ
る
言
葉
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「盲
亀
の
浮
木
」
と
い
う
言
葉
を
知

っ
て
い
た
八
戸
の
船
頭
は
、
夢
を
見
て
か
ら
海
上

で
カ
メ
が
流
木
を
持

っ
て
い
る
の
を
発
見
、
こ
の
流
木
を
拾

い
上
げ

て
、
「大
都
会
」
に
持
ち
込
ん
で
、
流
木
で
三
十
三
観
音
を
刻
ん

で
も
ら
う
。
こ
の
観
音
を
安
置
し
た
寺
を
開
い
た
。
こ
れ
が
寛
延
二
年

(
一
七
四
九
)
で
あ

っ
た
と
い
う
。
寛
兆
が
縁
起
を
記
し
た
と

き

よ
り
も
、
八
六
年
ほ
ど
も
前
の
出
来
事
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
江
戸
時
代

の
八
戸
で
は
か
な
り
有
名
な
話
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。
鮫
は
江
戸
時
代
に
は
大
き
な
船
が
停
泊
で
き
る
港
で
あ
り
、
昭
和
時
代
に
な

っ
て
も
漁
民
よ
り
海
運
業
に
携
わ
る
人
が
多

い
地
域

で
あ

っ
た
。
廻
船
に
か
か
わ
る
人
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
持

っ
て
い
る
流
木
を
拾
い
上
げ
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
全
国
的
に
み
て
も
、
か

な
り
古
い
事
例
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
『浮
木
寺
誌
』
掲
載
の
由
緒
で
は
、
こ
れ
と
若
干
異
な
る
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
八
年
に
曹
洞
宗
宗
務
局
に
提

出
さ
れ
た
浮
木
寺
の

「由
緒
」
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

本
尊
西
国
三
十
三
観
音

三
十
三
体

右
者
先
年
ヨ
リ
当
村
船
頭
嶋
脇
喜
八
ト
申
者
霊
夢

二
而
海
上
安
全
不
思
議
之
霊
樹
ヲ
拾
得
而
右
樹
木
早
速
西
京
大
仏
師
迄
為
積
登

彫
刻
差
下
今
之
三
十
三
観
音
是
也

(後
略
)
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現
在
も
鮫
に
お
ら
れ
る
と
い
う
。
浮
木
家
の
墓
に
は
喜
応
良
専
発
心
上
座
と
い
う
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
浮
木
庵
を
作

っ
た

開
山
の
名
前
と

一
致
す
る
と
い
う
。

浮
木
寺
で
は
、
中
村
氏
の
先
代
住
職
の
時
代
に
、
縁
起
に
関
連
し
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
剥
製
を
集
め
て
い
た
。
今
も

い
く

つ
か
安
置
さ

れ

て
い
る

(写
真
65
)
。

震
災
後
に
、
浮
木
寺
を
訪
れ
た
が
、
燭
台
が

一
つ
倒
れ
た
だ
け
で
あ

っ
た
と
い
い
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
流
木
で
彫

っ
た
と
い
う
観
音
像
に

被
害
は
な
か

っ
た
。
浮
木
寺
は
鮫
地
区
の
高
台
に
あ
る
た
め
、
津
波
の
被
害
は
ま

っ
た
く
受
け
て
い
な

い
。

▲写真67 黄金山神社に奉納 されたウミガメ

(2005年8月 撮影)

七

剥
製

・
甲
羅

東
北
太
平
洋
岸

で
は
、
ウ
ミ
ガ

メ
の
剥
製
を
神
社

に
奉
納
し
た
り
、

鵬

漁
民

の
家
で
飾

る
と

い
う
習
俗
も

あ
る
。

福
島
県
浪
江

町
請
戸
の
若
野
神

社
で
は
昭
和
初

期
、
オ
サ
ガ
メ
が

安
置
さ
れ

て

い
た
。
昭
和

初
期
、

請
戸
浜
に
上
が

っ
た
オ
サ
ガ
メ
を

請
戸
漁
協

一
同
が
菖
野
神
社
に
奉

納
し
た
と
き

の
写
真
が
残
さ
れ
て

い
る

(
写
真

66

)。

甲
羅
は
昭
和
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▲写真68 鮎川の土産物屋で販売されているウ

ミガメ(2005年8月 撮影)

 

に
ウ
ミ
ガ
メ
の
剥
製
を
奉
納
し
た
と
う
か
が

っ
た
。

行

っ
て
剥
製
に
し
て
も
ら

っ
た
と
い
う
。
金
華
山
黄
金
山
神
社
で
話
を
聞
く
と
、

間

の
棚
に
飾

っ
て
い
る
と
い
う

(写
真
67
)
。

記
念
工
事
竣
工
記
念

平
成
十
五
年
四
月
吉
日

い
る
。

鮎
川
で
は
カ
メ
は
お
も
に
巻
き
網
に
入
る
の
で
、
自
分
で
捕

っ
た
カ
メ
を
剥
製
に
し
、
自
分
の
家
で
赤

い
ざ
ぶ
と
ん
を
敷

い
て
座
ら

せ

て
お
い
た
と
い
う
人
も
い
る
。
剥
製
を
家
に
吊
る
し
て
お
く
人
も
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
鮎
川
で
は
か
つ
て
は
ウ

ミ
ガ
メ
の
剥
製
を

三
〇
年
代
ま
で
あ

っ
た
が
、
盗
難
に
あ

っ
て
な
く
な

っ
た

〔南
相
馬
市
博
物
館

二
〇
〇
⊥ハ
〕
。
写
真
の
オ
サ
ガ
メ
は
膨
張
し
て
い
る
の
で
、
死
ん

で
し
ば
ら
く
た

っ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
震
災
後
、
浪
江
町
請
戸
地
区
は
福

島
第

一
原
発
か
ら

一
〇
キ

ロ
圏
内
に
あ
た
る
た
め
、
立
入
禁
止
区
域
と
な

っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、

現
地
調
査
は
行

っ
て
お
ら
ず
、
南
相
馬
市
の
二
本
松
文
雄
氏
か
ら
教
え
て
い
た
だ

い

た
。
二
本
松
氏
に
こ
の
事
例
を
語

っ
て
く
れ
た
の
は
、
菖
野
神
社
前
宮
司
の
鈴
木
澄

夫
氏
で
あ

っ
た
が
、
大
震
災

の
津
波
で
亡
く
な

っ
た
。
写
真
66
は
南
相
馬
市
博
物
館

に
複
製
が
保
管
さ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
ち
ら
を
借
用
し
て
掲
載

さ
せ

て
い
た
だ

い

た
。福

島
県
い
わ
き
市
小
名
浜
で
も
カ
メ
は
珍
し
い
か
ら
剥
製
に
し

て
飾
る
こ
と
が
あ

る
と
聞
い
た
。

宮
城
県
石
巻
市
鮎
川
の
山
本
春
人
氏
か
ら
は
、
自
身
が
金
華
山

(黄
金
山
神
社
)

鮎
川
の
漁
民
が
金
華
山
で
流
し
網
で
捕

っ
た
も
の
で
、
石
巻
の
剥
製
屋
に
持

っ
て

と
く
に
祀

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
大
広

カ
メ
の
横
に
は
、
「南
の
島
か
ら
黒
潮
と

一
緒
に
金
華
山
を
訪
つ
れ
た
亀

巳
歳
御
縁
年

金
華
山
黄
金
山
神
社

責
任
役
員

山
本
春
人
」
と
書
か
れ
た
色
紙
が
立
て
ら
れ
て
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売

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
聞

い
た
。
新
築
祝
い
な
ど
に
喜
ぼ
れ
た
と
い
う
が
、

大
き
い
も
の
が
新
築
祝
い
な
ど
に
喜
ば
れ
た
と
い
う
。

今
で
は
売

っ
て
い
な
い
。
ウ
ミ
ガ

メ
だ
け
で
な
く
、

八

考
察

-

東
北
太
平
洋
岸
に
お
け
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
の
特
徴

東
北
地
方
は
産
卵
地
か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
に
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
調
査
は
限
ら
れ
て
い
た
が
、
沿
岸
部
の
人
々
は
古
く
か
ら
ウ
ミ
ガ

メ
が
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
た
。
産
卵
は
福
島
県
と
宮
城
県
で
ご
く
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
た
め
、
産
卵
に
関
す
る
民
俗

知
識
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
定
置
網
な
ど
に
混
獲
さ
れ
る
ほ
か
、
海
岸
に
漂
着
す
る
こ
と
も
あ
る
。

と
く
に
定
置
網
や

カ

ツ
オ
漁
な
ど
を
行

っ
て
き
た
漁
民
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
出
会
う
こ
と
が
し
ぼ
し
ぼ
あ
り
、
黒
潮
に
乗

っ
て
夏
場
に
回
遊
し
て
く
る
こ
と

が
認
識
さ
れ
て
い
た
。

㎜

ウ
ミ
ガ
メ
を
食
用
な
ど
に
利
用
に
す
る
習
俗
は
、
縄
文
時
代
に
は
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
時
代
に
か
け
て

も
、
ご
く
ま
れ
に
見
ら
れ
る
も
の
の
、

一
般
的
で
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
伝
説
も
み
ら
れ
る
。
福
島
県
い
わ
き
市
に
は
浦
島
伝
説
が
伝
わ

っ
て
い
る
が
、
宮
城
県
以
北

で
は
伝
説
は
多
く

は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

東
北
太
平
洋
岸
に
お
い
て
、
最
も
広
く
確
認
で
き
る
の
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
放
流
習
俗
で
あ
る
。
東
北
の
漁
民
の
問
で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
は

神
や
縁
起
物
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
定
置
網
に
ウ
ミ
ガ
メ
が
か
か

っ
た
場
合
や
岸
に
寄

っ
て
い
た
場
合
な
ど
に
、
ウ

ミ
ガ
メ
に
酒
を
飲

ま
せ
て
海
に
放
す
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
き
た
。
と
き
に
は
、
海
上
に
い
た
ウ
ミ
ガ
メ
を
わ
ざ
わ
ざ
捕
ま
え
て
、
酒
を
飲
ま
せ
て
放

流
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
た
。
ウ
ミ
ガ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ
て
放
す
と
い
う
習
俗
は
、
江
戸
時
代
に
は
、
宮
城
県
七

ヶ
浜
町
で
伝
承
さ

れ

て
い
た
た
め
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
の
中
期
ご
ろ
に
は
東
北

一
帯
に
広
ま

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ウ
ミ
ガ
メ
を
放
す
場
合
、
酒
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を
飲
ま
せ
る
だ
け
で
な
く
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
対
し
て

「大
漁
さ
せ
て
く
れ
」
と
い
う
よ
う
な
声
を
掛
け
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
な
か
に
は
、

カ
メ
を
放
す
と
き
に
、
カ
メ
に
赤
い
手
ぬ
ぐ
い
を
し
め
る
、
カ
メ
の
口
に
生
米
や
お
に
ぎ
り
を
入
れ
る
、
と
い
う
よ
う
な
事
例
も
み
ら

れ

る
。
東
北
各
地
の
報
告
や
筆
者
が
確
認
し
た
事
例
を
合
わ
せ
る
と
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
大
漁
を
願
う
声
を
掛
け
、
酒
を
飲
ま
せ
て
放
す
と

い
う
習
俗
は
、
昭
和
時
代
ま
で
東
北
太
平
洋
沿
岸
部

一
帯
で
広
く
行
わ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
放
す
際
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
甲
羅
に
大
漁

・
海
上
安
全
の
祈
願
文
、
船
の
名
前
、
神
仏
の
名
前
な
ど
を
書
く
こ
と
も

あ

っ
た
。
江
戸
時
代
の
七
ヶ
浜
町
の
事
例
の
よ
う
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
印
を

つ
け
て
お
く
、
と
い
う
程
度
の
こ
と
も
あ

っ
た
。
大
々
的
に

甲
羅
に
文
字
を
書
い
て
放
す
こ
と
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
放
す
際
に
毎
回
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
東
北
沿
岸
部
す
べ
て
の
漁
村
で

行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
。
昭
和
四
年

(
一
九
二
九
)
の

『岩
手
日
報
』
の
記
事
な
ど
か
ら
判
断
す
る
と
、
同
時
に
二
頭
捕
れ
た

場
合
や
、
発
起
人
と
な
る
人
が
い
た
場
合
な
ど
に
、
大
漁
を
祈
願
す
る
儀
礼
と
し
て
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

東
北
太
平
洋
岸
で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
祭
祀

・
供
養
習
俗
も
顕
著
で
あ
る
。
福
島
県
か
ら
青
森
県

(下
北
半
島
を
除
く
)
に
か
け
て
の

地
域
で
、
筆
者
が
確
認
で
き
な
か

っ
た
も
の
も
含
め
て
、

一
五
か
所
に
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
東
北
太
平
洋
岸
に
広
く
分
布

し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
す
べ
て
の
漁
村
で
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、
死
ん
だ
ウ
ミ
ガ
メ
を
発
見
し
た
際
に
毎
回

行

っ
て
き
た
も
の
で
も
な
い
。
死
ん
だ
ウ
ミ
ガ
メ
を
発
見
し
た
際
に
祭
祀

・
供
養
を
行
う
よ
う
に
な

っ
た
背
景
と
し
て
は
、
ウ
ミ
ガ
メ

が
特
別
に
大
き
か

っ
た
、
何
度
も
や

っ
て
き
た
ウ
ミ
ガ
メ
が
死
ん
だ
、
大
漁
を
待

っ
て
い
る
と
き
に
発
見
さ
れ
た
、

と
い
う
よ
う
な
事

情
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

東
北
太
平
洋
岸
の
祭
祀

・
供
養
習
俗
で
特
徴
的
な
の
は
、
江
戸
時
代
の
事
例
が
四
例
も
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
宮
城
県
七
ヶ
浜
町

の

「亀
霊
神
社
」
、
宮
城
県
石
巻
市
の

「霊
亀
塔
」、
宮
城
県
気
仙
沼
市
の

「大
亀
」
埋
葬
事
例
、
岩
手
県
釜
石
市
の

「痙
亀
之
碑
」
で

あ

る
。
「亀
霊
神
社
」
に
つ
い
て
は
、
別
に
論
じ
た
よ
う
に
、
記
録
と
伝
承
が
複
数
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
き
わ
め
て
珍
し

い
事
例

で
あ
る
。
漁
民
た
ち
は
死
ん
だ
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
し
て
塚
を
作
り
、
宗
教
者
の
助
言
に
よ

っ
て
祠
を
作

っ
た
と
い
う
も
の
で
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あ

っ
た
。
石
巻
市
の
事
例
は
、
死
ん
だ
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
し
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
売
ろ
う
と
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
を
、
僧
侶
の
助
言
に

し
た
が

っ
て
放
し
、
母
親
の
供
養
の
意
味
を
こ
め
て
石
塔
を
建
て
た
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
気
仙
沼
市
の
事
例
は
、
漁
民
が
漂
流
し

て
い
た
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
す
で
に
朽
ち
果
て
て
い
た
。
釜
石
市
の
事
例
は
、
寺
の
境
内
に
お
い

て
い
た
ウ
ミ
ガ
メ
の
近
く
に
ツ
ル
が
い
た
た
め
に
有
名
に
な

っ
た
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
死
ん
だ
た
め
に
埋
葬
し
て
石
碑
を
建
て
た
と
い
う

も

の
で
あ

っ
た
。

こ
の
四
例
を
比
較
す
る
と
、
経
緯
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
、
東
北
太
平
洋
岸
に
お
い
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
祭

祀

・
供
養
す
る
と
い
う
習
俗
が
広
ま

っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
七
ヶ
浜
町
と
気
仙
沼
市
の
事
例
か
ら
は
、
漁
民
た
ち
の
素

朴
な
心
意
と
し
て
、
死
ん
だ
ウ
ミ
ガ
メ
を
埋
葬
し
て
塚
を
作
る
と
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

い
ず

れ
の
事
例
も
、
た

ま
た
ま
記
録
と
し
て
残
さ
れ
た
が
、
記
録
さ
れ
て
い
な
い
ウ
ミ
ガ
メ
の
塚
は
東
北
地
方
に
も
無
数
に
存
在
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
七
ヶ
浜
町
、
石
巻
市
、
釜
石
市
の
事
例
か
ら
は
、
宗
教
者
が
ウ
ミ
ガ
メ
を
祀
る
こ
と
を
助
言
し
た
こ
と
で
、
ウ

ミ
ガ
メ
を
祭
祀

・

醜

供
養
が
始
ま
る
こ
と
も
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

ウ
ミ
ガ
メ
が
ま
と
わ
り

つ
い
て
い
る
流
木
を
拾
い
上
げ
る
習
俗
も
江
戸
時
代
か
ら
確
認
で
き
る
。
八
戸
市
の
事
例

は

一
八
世
紀
と
考

え
ら
れ
、
七
ヶ
浜
町
の
事
例
も
江
戸
時
代
後
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
東
北
太
平
洋
岸

一
帯
に
広
く
分
布
し
て
い
る
も
の
の
、
ど
こ
で

も
確
認
で
き
る
習
俗
で
は
な
い
。
普
代
村
の
よ
う
に
、
カ
メ
の
甲
羅
干
し
と
い
う
言
葉
だ
け
伝
承
さ
れ
て
い
て
、
流
木
を
拾
う
こ
と
が

な
か

っ
た
地
域
も
あ
る
。

ウ
ミ
ガ
メ
の
剥
製
を
作
り
、
神
社
に
奉
納
し
た
り
、
漁
民
の
家
で
飾
る
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
習
俗
は
東
北
太
平

洋
岸
で
広
く
確
認
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
限
定
的
な
も
の
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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全
国
的
な
位
置
づ
け

ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
や
回
遊
が
多
い
西
南
日
本
で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
対
す
る
民
俗
知
識
も
豊
富
で
あ
る
。
ウ
ミ
ガ
メ
に
対
す
る
種
類
や

生
態
的
な
特
徴
に
関
す
る
知
識
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ウ
ミ
ガ
メ
と
の
接
触
機
会
が
限
ら
れ
る
東
北
地
方
で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す

る
民
俗
知
識
も
限
定
的
と
な

っ
て
い
る
。

ウ
ミ
ガ
メ
を
利
用
す
る
習
俗
は
、
時
代
と
と
も
に
減
少
し
て
き
た
が
、
昭
和
時
代
に
は
南
西
諸
島
か
ら
九
州
南
部
、
四
国
南
部
、
紀

伊
半
島
南
部
、
伊
豆
諸
島
に
分
布
し
て
い
た
。
東
北
地
方
で
は
、
縄
文
時
代
で
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
縄
文
時
代
に
お
い
て
も
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
多
い
地
域
で
は
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

浦
島
伝
説
は
、
各
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、
福
島
県

い
わ
き
市
が
北
限
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
た
と
え
ぼ
、
香
川
県
三
豊

市
、
京
都
府
京
丹
後
市
網
野
町
、
愛
知
県
武
豊
町
、
神
奈
川
県
横
浜
市
な
ど
に
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も

周
辺
地
域
で
ウ
ミ

ガ
メ
の
産
卵
は
あ
る
も
の
の
、
産
卵
頭
数
は
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
地
域
で
あ
る
。
い
わ
き
市
も
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
地
の
北
限
に
近

隅

い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
産
卵
頭
数
は
少
な
い
地
域
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
浦
島
伝
説
が
伝
承
さ
れ
る
こ
と
に
影
響
を
与
え
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

放
流
習
俗
に
つ
い
て
は
、
東
北
以
外
で
も
広
く
分
布
し
て
い
る
習
俗
で
あ
る
。
鹿
児
島
県
奄
美
地
方
か
ら
東
北
地
方
に
か
け
て
全
国

的

に
分
布
し
て
い
る
。
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
ほ
か
の
習
俗
は
な
く
て
も
、
こ
の
習
俗
だ
け
は
あ
る
と
い
う
地
域
も
多

い
。
た
だ
し
、
東

北
太
平
洋
岸
の
特
徴
と
し
て
は
、
酒
を
飲
ま
せ
る
だ
け
で
な
く
、
声
を
掛
け
て
放
し
た
り
、
甲
羅
に
文
字
を
書

い
て
放
す
場
合
も
顕
著

で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
習
俗
は
ほ
か
の
地
方
で
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
東
北
で
は
昭
和
四
年
の

『岩
手
日
報
』
の
事
例

の
よ
う
に
、
大
が
か
り
な
儀
礼
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
が
み
ら
れ
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

祭
祀

・
供
養
習
俗
も
鹿
児
島
県
か
ら
青
森
県
に
か
け
て
広
く
分
布
し
て
い
る
。
と
く
に
山
口
県
萩
地
方
、
香
川
県
、
愛
知
県
知
多
半

島
、
静
岡
県
御
前
崎
市
周
辺
、
千
葉
県
銚
子
市
な
ど
で
は
集
中
的
に
分
布
す
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
同
じ
東
北
地
方
で
も
、
日
本
海



側

に
は
祭
祀

・
供
養
習
俗
は
少
な
い
た
め
、
太
平
洋
岸
に
は
多

い
く
分
布
し
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
全
国
的
に
見
た
場
合
に

は
、
東
北
地
方
の
広
大
な
海
岸
線
の

一
五
か
所
に
点
在
す
る
だ
け
で
あ
る
た
め
、
知
多
半
島
、
御
前
崎
、
銚
子
な
ど

の
よ
う
に
、
特
定

の
地
域
に
集
中
的
に
分
布
す
る
傾
向
と
は
異
な

っ
て
い
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
全
国
的
な
比
較
を
す
る
と
、
東
北
太
平
洋
岸
の
祭
祀

・
供
養
習
俗
の
特
徴
と
し
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
を

「神
」

と
し
て
祀
る
傾
向

が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
「亀
神
社
」
な
ど
と
い
う
文
字
が
刻
ま
れ
た
も
の
が
多
く
、
「供
養
」
と
刻
ま

れ
た
も
の
は

一
例

で
あ
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
。

い
わ
き
市
の

「亀
大
神
」
、
南
相
馬
市
の

「亀
明
神
」、
七
ヶ
浜
町
の

「亀
霊
神
社
」
、
南
三
陸
町
の

「大
漁
亀
神
社
」、
「丸
亀
神
社
」、
宮
古
市
の

「亀
神
社
」
、
岩
泉
町
の

「海
亀
神
社
」、
久
慈
市
の

「丸
亀
神
社
」
な
ど
で
あ
る
。
名
称

や
墓
標
に
刻
ま
れ
る
文
字
は
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
愛
知
県
知
多
半
島
で
は

「摩
詞
龍
亀
大
菩
薩
」、
静
岡
県
御
前
崎
市
で
は

「亀
塚
」、
千
葉
県
銚
子
市
で
は

「亀
之
霊
」
な
ど
と
い
う
も
の
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
、
川
島
氏
も
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ

る
。
ウ
ミ
ガ
メ
を
神
に
祀
る
背
景
と
し
て
、
川
島
氏
は
宗
教
的
な
職
能
者
の
影
響
を
想
定
し
て
い
る

〔川
島

二
〇
〇
四
〕。
川
島

隈

氏
は

「避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
不
幸
な
遭
遇
を
逆
手
に
と

っ
て
、
「神
」
に
祀
り
、
供
養
を
す
る
こ
と
で

「大
漁
」
や

「海
上
安
全
」

を
直
接
的
に
願
う
方
法
は
、
こ
の
地
方
で
特
に
顕
著
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
し
て
い
る

〔川
島

二
〇
〇

四
〕
。

ウ
ミ
ガ
メ
が
ま
と
わ
り

つ
く
流
木
を
拾
い
上
げ
る
習
俗
も
全
国
的
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。
鹿
児
島
県
屋
久
島
か
ら
青
森
県
に
か
け

て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
放
流
習
俗
や
祭
祀

・
供
養
習
俗
ほ
ど
事
例
は
多
く
な
い
も
の
の
、
各
地
に
点
在
し
て
い
る
。
八
戸
市
の
事
例

は
、
全
国
的
に
み
て
、
最
も
古
い
事
例
に
な
る
。

ウ
ミ
ガ
メ
の
剥
製
を
奉
納
し
た
り
、
飾
る
習
俗
に
つ
い
て
も
各
地
で
み
ら
れ
る
。
沖
縄
で
は
新
築
祝

い
に
ウ
ミ
ガ

メ
の
剥
製
を
贈
る

習
俗
が
あ

っ
た
。
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
東
北
地
方
日
本
海
側
や
下
北
半
島
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
剥
製
を
祀

っ
た
り
飾

っ
た
り
す
る
習
俗
が

顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
習
俗
と
似
て
い
る
も
の
の
、
太
平
洋
岸
で
は

一
部
の
地
域
で
見
ら
れ
る
だ
け
の
よ
う
で
あ

る
。

東
北
太
平
洋
岸
の
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
習
俗
を
全
国
的
に
比
較
す
る
と
、
利
用
的
な
側
面
は
限
定
的
で
あ
り
、
信
仰
的
な
側
面
が
強



い
こ
と
が
分
か
る
。
筆
者
は
、
日
本
列
島
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
を
広
域
的
に
見
た
場
合
、
利
用
心
意
優
勢
型
、
心
意
葛
藤
型
、
信
仰
心

意
優
勢
型
に
分
類
し
た
こ
と
が
あ
る

〔藤
井

二
〇

一
二

a
〕
。
海
村

・
離
島
調
査

の
追
跡
調
査
の
お
り
に
は
、
岩
手
県
普
代
村
を
信

仰
型
、
東
京
都
八
丈
島
を
利
用
型
、
高
知
県
宿
毛
市
沖
の
島

・
鵜
来
島
を
信
仰

・
利
用
併
存
型
と
し
て
い
た
が

〔藤
井

二
〇
〇

一
〕
、

そ

の
後
、
さ
ら
に
調
査
を
続
け
た
結
果
、
利
用
心
意
優
勢
型
、
心
意
葛
藤
型
、
信
仰
心
意
優
勢
型
と
い
う
類
型
を
設
定
し
た
。
こ
う
し

た
類
型
に
し
た
が
え
ば
、
東
北
太
平
洋
岸
の
民
俗
は
、
典
型
的
な
信
仰
心
意
優
勢
型
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、
東
北
太

平
洋
岸
に
お
い
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
対
す
る
信
仰
心
意
が
顕
著
に
な

っ
て
い
る
背
景
を
検
討
し
て
お
く
。
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信
仰
的
心
意
定
着
の
背
景

a

ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
と
の
関
連

東
北
地
方
で
は
福
島
県
、
宮
城
県
で
ご
く
わ
ず
か
に
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵
す
る
の
み
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
産
卵
に
関
す
る
民

既

俗
知
識
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な

い
こ
と
に
な
る
。

一
方
で
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
夏
場
に
回
遊
し
て
く
る
こ
と
は
多
く
の
漁
民
が
知

っ
て
い

る
。
確
認
さ
れ
る
放
流
の
事
例
も
八
月
ご
ろ
で
あ
る
。
祭
祀

・
供
養
習
俗
の
時
期
も
、
四
月
か
ら
九
月
ご
ろ
で
、
夏
場
に
多
く
な

っ
て

い
る
。
こ
の
地
方
の
漁
民
は
、
夏
に
回
遊
す
る
ウ
ミ
ガ
メ
に
漁
場
や
海
岸
で
出
会
い
、
生
き
て
い
れ
ぼ
酒
を
飲
ま
せ

た
り
、
甲
羅
に
文

字
を
書
い
て
放
し
、
死
ん
で
い
れ
ぼ
埋
葬
し
て
祭
祀

・
供
養
し
て
き
た
。

ウ
ミ
ガ
メ
と
の
接
触
が
少
な
い
か
ら
食
用
な
ど
に
利
用
す
る
機
会
も
限
定
的
に
な
る
。
南
西
諸
島
な
ど
、
ウ
ミ
ガ

メ
に
接
触
す
る
機

会
が
多
い
地
方
で
は
、
食
用
な
ど
に
利
用
す
る
こ
と
も
多
く
な
る
。
接
触
す
る
機
会
が
少
な

い
た
め
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
神
様
扱

い
し
た

り
、
縁
起
物
と
し
て
大
漁
を
願
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
東
北
地
方
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
を
、
す
べ
て
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
と
の
関
連

で
説
明
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
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宗
教
者
の
影
響

祭
祀

・
供
養
習
俗
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
事
例
で
宗
教
者
の
影
響
が
見
受
け
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
の
事
例
で
は
、
宮
城
県
七
ヶ
浜
町

の

「亀
霊
神
社
」
、
石
巻
市
の

「霊
亀
塔
」、
岩
手
県
釜
石
市
の

「痙
亀
之
碑
」
で
宗
教
者
の
助
言
に
よ
っ
て
、
祠
や
石
塔
が
建
立
さ
れ

て
い
た
。
福
島
県
い
わ
き
市
の
事
例

(事
例
1
)、
宮
城
県
南
三
陸
町
の
事
例

(事
例
7
)
も
宗
教
者
の
助
言
に
よ

っ
て
祀
ら
れ
た
も

の
で
あ

っ
た
。
気
仙
沼
市
で
ウ
ミ
ガ
メ
の
絵
馬
を
奉
納
し
た
事
例
も
宗
教
者
の
助
言
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
東
北
太

平
洋
岸
に
お
い
て
祭
祀

・
供
養
習
俗
が
定
着
し
た
背
景
に
は
、
宗
教
者
の
関
与
が
あ

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
川
島
氏
も
す
で
に
指
摘
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
宗
教
者
が
関
与
し
た
事
例
は
ほ
か
の
地
方
で
も
み
ら
れ
、
東
北
地
方
の
み
の
特
徴

で
は
な
い
。

宗
教
者
が
ウ
ミ
ガ
メ
祭
祀

・
供
養
習
俗
に
関
与
し
た
特
徴
的
な
例
と
し
て
、
愛
知
県
知
多
半
島
や
山
口
県
長
門
地
方
が
あ
げ
ら
れ

る
。
知
多
半
島
で
は
、
明
治
時
代
末
期
に
漂
着
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
を
祀

っ
た
オ
カ
メ
サ
ン
の
霊
験
が
広
ま

っ
た
こ
と
が
、
知
多
半
島
に
ウ

餅

ミ
ガ
メ
を
祭
祀

・
供
養
す
る
習
俗
が
広
ま

っ
た

一
つ
の
背
景
に
な

っ
て
い
た
。
そ
の
う
え
で
、
知
多
四
国
巡
礼
に
よ

っ
て
、
オ
カ
メ
サ

ン
信
仰
が
広
ま

っ
て
い
っ
た
と
い
う
特
徴
が
あ
る

〔藤
井

二
〇
〇
五
〕
。
ま
た
、
山
口
県
萩
地
方
で
は
、

一
人
の

「
モ
ノ
を
見
る
人
」

(体
調
が
悪
い
と
き
、
失
く
し
物
を
し
た
と
き
、
人
を
探
し
て
い
る
と
き
、
な
ど
に
相
談
に
行

っ
た
女
性
)
に
よ

っ
て
、
祭
祀

・
供
養

習
俗
が
広
ま
っ
た
こ
と
が
あ

っ
た

〔藤
井

二
〇

=

一b
〕
。
し
か
し
、
東
北
太
平
洋
岸
で
は
、
特
定
の
宗
教
者
の
影
響
に
よ
る
ウ
ミ

ガ
メ
の
祭
祀

・
供
養
は
限
定
的
で
あ
り
、
広
い
範
囲
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な

い
。
東
北
の
広

い
海
岸
線
に
点
在

す

る
ウ
ミ
ガ
メ
の
祠
や
墓
は
、
ゆ
る
や
か
に
は
相
互
に
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
福
島
県
相
馬
地
方
、
宮
城
県
の

南

三
陸
町
付
近
、
岩
手
県
の
宮
古
市
付
近
な
ど
、

一
定
の
地
域
を
越
え
て
影
響
を
与
え
あ
う
こ
と
は
少
な
か

っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

む
し
ろ
、
個
別
の
事
情
で
祀
ら
れ
た
も
の
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
知
多
半
島
や
銚
子
で
は
、
周
辺
に
利
用
す
る
人
々
が
い
た
た
め
、
利
用
習
俗
と
の
葛
藤
が
あ
り
、
ウ
ミ
ガ

メ
の
崇
り
を
恐
れ



る
、
と
い
う
言
説
が
生
み
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
祭
祀

・
供
養
習
俗
が
爆
発
的

に
普
及
し
た
と
い

う

こ
と
が
あ

っ
た
。
東
北
の
場
合
は
、
周
辺
や
内
部
で
利
用
習
俗
が
き
わ
め
て
ま
れ
で
あ

っ
た
た
め
、
崇
り
と
い
う
言
説
が
強
化
さ
れ

ず
、
そ
の
た
め
に
祭
祀

・
供
養
習
俗
も
集
中
的
な
分
布
を
し
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

d

各
地
と
の
交
流
と
伝
播

祭
祀

・
供
養
習
俗
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
事
情
で
成
立
し
た
も
の
が
多
か

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
述
べ
た
が
、
船
乗
り
や
漁
民
な
ど

が
各
地
と
交
流
す
る
な
か
で
影
響
を
与
え
あ

っ
た
習
俗
も
存
在
す
る
。

ま
ず
は
、
船
乗
り
の
影
響
を
見
て
お
く
。
江
戸
時
代
、
東
北
太
平
洋
岸
に
も
廻
船
が
行
き
来
し
て
い
た
。
八
戸
市

で
流
木
を
拾

い
上

げ
た
の
は
廻
船
の
船
頭
で
あ

っ
た
。
「蕪
島
之
記
」
に
よ
る
と
、
彼
は
八
戸
か
ら
大
阪
ま
で
行

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
航
海
の
途
中

で
ウ
ミ
ガ
メ
が
持

っ
て
い
る
流
木
を
拾
い
上
げ
た
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
筆
者
は
、
現
存
し
な

い
も
の
も
含
め
る
と
、
江
戸
時
代
に
拾
わ

酩

れ
た
カ
メ
の
流
木
を
四
例
ほ
ど
確
認
し
て
い
る
が
、
寺
院
を
開
創
し
た
宝
暦
七
年

(
一
七
五
七
)
よ
り
も
少
し
前
と
す
る
と
、
八
戸
の

事
例
は
最
も
古
い
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
津
軽
深
浦

(青
森
県
深
浦
町
)
で
は
、
明
和
五
年

(
一
七
六
八
)
に
カ
メ
が
加
え
て
い

た
霊
木
を
受
け
取
る
と
い
う
話
が
あ
る
た
め
、
相
互
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
カ
メ
の
流
木
は
江
戸
時
代
に
は
、
廻
船
関
係
者
が
拾
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
香
川
県
高
松
市
庵
治
町
や
愛
知
県

美
浜
町
の
野
間
に
は
、
廻
船
が
江
戸
時
代
に
拾
い
上
げ
た
流
木
が
今
も
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
香
川
県
に
残

さ
れ
る
流
木
は
、

「奥
州
南
部
之
船
福
吉
丸
五
百
石
積
船
頭
伊
三
郎
阿
治
浦
住
人
」
が
兵
庫
県
北
部

の
但
馬
沖
で
慶
応
三
年

(
一
八
六
七
)
に
拾

っ
た
も

の
で
あ

っ
た
。

一
〇
〇
年
以
上
前
の
こ
と
に
な
る
が
、
同
じ
、
南
部
の
廻
船
に
カ
メ
の
流
木
の
話
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

知
多
半
島
の
野
間
船
も
拾
い
上
げ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
て
、
廻
船
仲
間
の
問
で
は
有
名
な
話
と
な

っ
て
い
た
。
八
戸
の
事
例
が

最
古
で
あ
る
と
断
定
は
で
き
な

い
が
、
東
北
で
有
名
に
な

っ
た
話
が
廻
船
に
よ
っ
て
各
地
に
広
ま

っ
て
い
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
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う

。さ
ら
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
祭
祀

・
供
養
習
俗
に
も
、
廻
船
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
東
北
太
平
洋
岸
の
ウ
ミ
ガ
メ

の
供
養
塔
や
祠
で

は
、
「亀
神
社
」
と
い
う
名
称
が
多
い
こ
と
は
先
述
し
た
。
し
か
し
、
全
国
的
に
見
た
場
合
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
供
養
塔
や
祠
な
ど
に

「亀

神
社
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
事
例
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。
全
国
的
に
み
る
と
、
「亀
神
社
」
と
称
す
る
も
の
は
、
香
川
県
や
山
口
県
に

見
ら
れ
る
。
山
口
県
萩
地
方
で
は
、
特
定
の
宗
教
者
が
助
言
し
て
ウ
ミ
ガ
メ
を
神
と
し
て
祀
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ

た
た
め

〔藤
井

二
〇

一
二
b
〕
、
個
別
の
地
域
性
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
香
川
県
は
北
前
船
の
船
頭
を
多
く
排
出

し
た
地
域
で
あ
り
、
山
口
県
萩
地
方
は
北
前
船
が
通
過
し
た
地
域
で
あ
る
。
「亀
神
社
」
が
存
在
す
る
宮
古
市
鍬
ヶ
崎
地
区
も
廻
船
の

停
泊
地
で
あ
っ
た
。
明
確
な
証
拠
は
存
在
し
な
い
が
、
「亀
神
社
」
の
分
布
か
ら
は
、
廻
船
に
よ
る
習
俗
の
伝
播
を
想
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
ほ
か
、
漁
民
の
移
住

・
交
流
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
習
俗
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
東
北
太
平
洋
岸
は
、
暖
流
と
寒
流
の
交
わ

㎜

る
、
日
本
で
も
有
数
の
漁
場
で
あ
る
。
江
戸
時
代
か
ら
、
紀
州
な
ど
の
漁
民
が
東
北
太
平
洋
岸
に
来
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
漁
携
技

術
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
漁
携
習
俗
が
紀
伊
半
島
な
ど
か
ら
東
北
に
伝
え
ら
れ
た
。
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
習
俗
も
全
国
各
地

か
ら
伝
播
し
て
き
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
た
と
え
ば
紀
伊
半
島
で
盛
ん
で
あ

っ
た
食
用
の
習
俗
は
広
ま
ら
な
か

っ
た
。

早
く
か
ら
東
北
に
伝
わ

っ
た
漁
携
習
俗
と
し
て
カ
ツ
オ
漁
が
あ
る
。
紀
州
南
部
の
漁
民
は
、
春
先
に
カ
ツ
オ
の
群

れ
を
探
し
て
い
る

と
き
に
産
卵
の
た
め
に
沿
岸
部
に
や

っ
て
く
る
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
を
見

つ
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
の
と
き
に
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
を
鈷

で
突
き
捕
り
、
大
漁
を
願

っ
て
食
し
て
き
た
。
食
用
に
す
る
習
俗
も
、
紀
州
漁
民
な
ど
の
模
倣
と
も
考
え
ら
れ
る
。
昭
和
時
代
で
も
、

東
北
の
漁
民
は
和
歌
山
県
方
面
の
漁
民
が
ウ
ミ
ガ
メ
を
好
ん
で
食
べ
る
、
と
い
う
こ
と
は
知

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
食
用
習
俗
は
広
ま

ら
ず
、
大
漁
を
願

っ
て
ウ
ミ
ガ
メ
を
放
流
す
る
と
い
う
習
俗
が
広
ま

っ
て
い
た
。

実
は
、
漁
民
の
交
流
の
な
か
で
伝
え
、
伝
え
ら
れ
た
ウ
ミ
ガ
メ
の
習
俗
は
明
確
に
は
分
ら
な

い
。
た
だ
し
、
流
木

の
習
俗
は
、
廻
船



以
外
だ
け
で
な
く
、
漁
民
の
交
流
の
な
か
で
も
伝
播
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
静
岡
県
御
前
崎
市
、
千
葉
県
銚
子
市
な
ど
の
カ

ツ
オ
漁
が
盛
ん
な
地
域
と
比
較
す
る
と
み
え
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
カ
ツ
オ
の
大
漁
を
願

っ
て
、
ウ
ミ
ガ

メ
が
持

っ
て
い
る

流
木
を
拾
い
上
げ
て
祀
る
の
で
あ
る
。
御
前
崎
や
銚
子
で
も
か

つ
て
は
ウ
ミ
ガ
メ
を
捕
獲
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
は
捕

獲
す
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
考
え
が
広
ま
る
と
と
も
に
、
カ
メ
を
捕
獲
す
る
代
わ
り
に
カ
メ
が
持

っ
て
い
る
流
木
を
拾

い
上
げ
る
習

俗
が
定
着
し
た
と
思
わ
れ
る
。
普
代
村
に
伝
承
さ
れ
る
カ
メ
の
甲
羅
干
し
と
い
う
言
い
伝
え
も
、
カ
ツ
オ
漁
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
東
北
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
自
体
が
遠
州
灘
や
房
総
半
島
よ
り
も
少
な
い
た
め
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
流
木
を
拾

い
上
げ
る
機
会
は
限

ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
流
木
を
拾
う
習
俗
も
御
前
崎
や
銚
子
の
よ
う
に
集
中
的
に
は
分
布
し
な

い
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
習
俗
が
何

度
も
、
別
の
ル
ー
ト
で
伝
え
、
伝
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

e

東
北
太
平
洋
岸
に
お
け
る
生
業
と
ウ
ミ
ガ
メ
の
関
連

㎜

全
国
各
地
と
の
交
流
の
な
か
で
、
伝
え
た
り
、
伝
え
ら
れ
た
り
す
る
習
俗
も
あ

っ
た
が
、
交
流
の
な
か
で
知

っ
て

い
て
も
定
着
し
な

か

っ
た
習
俗
も
あ

っ
た
。
何
を
受
け
入
れ
て
、
何
を
受
け
入
れ
な
か

っ
た
か
、
と
い
う
背
景
を
考
え
る
に
は
、
東
北
太
平
洋
岸
の
漁
民

に
と

っ
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ

っ
た
の
か
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
に
あ
た

っ
て
、
宮
古
市
赤
前
出
身
で
大
謀
網
の
網
元
を
し
て
い
た
堀
内
良
司
氏
の
語
り
が
参
考
に
な
る
。
三
陸

に
回
遊
す
る
ウ
ミ
ガ
メ
は
暖
流
の
ピ
ー
ク
時
の
八
月
ご
ろ
に
来
る
が
、
こ
の
時
期
は
暖
流
と
寒
流
の
端
境
期
で
魚
の
群
れ
が
薄
く
、
大

漁
を
待
ち
あ
ぐ
ん
で
い
る
。
そ
の
と
き
に
網
に
カ
メ
が
入
る
と
吉
兆
と
し
て
神
様
扱
い
を
す
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
東
北
太
平
洋
岸
で

は
大
謀
網
と
呼
ば
れ
る
定
置
網
が
盛
ん
で
あ

っ
た
。
こ
こ
に
ウ
ミ
ガ
メ
が
飛
び
込
ん
で
く
る
時
期
が
、
大
漁
を
願

っ
て
い
る
時
期
に

一

致
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

夏
前
に
行

っ
て
い
た
カ
ツ
オ
漁
の
際
に
も
ウ
ミ
ガ
メ
に
出
会
う
。
夏
場
に
黒
潮

の
本
流
に
乗

っ
て
ウ
ミ
ガ
メ
が
や

っ
て
く
る
こ
と



を
、
東
北
の
漁
民
た
ち
は
知

っ
て
い
た
。
ウ
ミ
ガ
メ
と
と
も
に
カ
ツ
オ
が
や

っ
て
く
る
と
い
う
意
識
が
あ

っ
た
と
思

わ
れ
る
。
昭
和
四

年
八
月

一
四
日
、
岩
手
県
宮
古
沖
で
オ
サ
ガ
メ
と
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
を
捕
ま
え
た
の
は
、
カ
ツ
オ
漁
の
最
中
で
あ

っ
た
。
カ
ツ
オ
と
と
も

に
や

っ
て
く
る
ウ
ミ
ガ
メ
を
、
三
陸
の
漁
民
は
大
漁
の
象
徴
と
み
て
き
た
。

た
だ
し
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
対
す
る
儀
礼
を
行
う
か
ど
う
か
は
、
船
主
や
船
頭
、
大
謀
な
ど
、
漁
業
の
責
任
者
の
判
断

に
よ
る
こ
と
が
多

か

っ
た
。
ウ
ミ
ガ
メ
に
対
し
て
大
漁
を
願
う
と
い
う
気
持
ち
は
あ

っ
て
も
、
大
謀
が
指
示
し
な
か
っ
た
の
で
、
酒
を
飲
ま
さ
ず
に
そ
の

ま
ま
逃
が
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
た
。
漁
業

の
責
任
者
が
信
仰
熱
心
で
あ

っ
た
、
知
識
が
あ

っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
大
き
い
。
ま

た
、
大
き
な
漁
業
を
行

っ
て
い
る
場
合
に
も
、
大
規
模
な
儀
礼
に
発
展
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
た
。
昭
和
四
年

八
月
の

『岩
手
日

報
』
記
事
の
事
例
は
そ
の
典
型
例
で
あ
る
。
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大
型
海
洋
生
物
と
の
比
較

鋤

ウ
ミ
ガ
メ
と
同
様
に
魚
を
連
れ
て
来
て
く
れ
る
存
在
と
思
わ
れ
た
の
が
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
で
あ
る
。
東
北
で
は
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
も
ウ
ミ

ガ
メ
と
同
様
、
捕
獲
対
象
で
は
な
く
、
魚
群
を
連
れ
て
く
る
大
漁
の
象
徴
と
し
て
み
ら
れ
て
い
た
。
東
北
で
は
実
際

に
大
漁
を
さ
せ
て

く
れ
る
存
在
と
し
て
シ
ャ
チ
の
こ
と
も
特
別
視
し
て
き
た
。
シ
ャ
チ
の
こ
と
は
、
以
前
に
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
の

一
部
を

簡
単
に
紹
介
し
て
お
く

〔藤
井

二
〇
〇
二
〕。
三
陸
で
は
シ
ャ
チ
の
こ
と
を
タ
ツ
、
タ
カ
、
タ
ツ
ノ
カ
ミ
、
タ
ジ

ノ
カ
ミ
な
ど
と
呼

ん

で
い
た
。
シ
ャ
チ
が
現
れ
る
場
所
に
よ

っ
て
、
漁
獲
量
に
大
き
な
差
が
出
る
た
め
、
「
シ
ャ
チ
は
神
で
あ
っ
た
り
、
敵
で
あ

っ
た
り

す

る
」
、
と
表
現
す
る
漁
民
も
い
る
。
大
漁
を
も
た
ら
せ
て
く
れ
る
漁
の
神
で
あ
る
と
同
時
に
、
早
く
去

っ
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
気

持
ち
も
強
か

っ
た
。
漁
民
た
ち
の
生
活
を
脅
か
す
非
常
に
恐
ろ
し
い
存
在
で
も
あ

っ
た
。
東
北
太
平
洋
岸
に
お
い
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
や
ジ

イ

ベ
エ
ザ
メ
は
こ
の
よ
う
な
存
在
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ウ
ミ
ガ
メ
は
黒
潮
に
乗

っ
て
や
っ
て
く
る
た
め
、
大
漁

の
象
徴
と
さ
れ
た

が
、
漁
獲
量
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
は
な
く
、
非
常
に
恐
ろ
し
い
と
い
う
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
縁
起
物
と
い
う
位
置
づ



け
と
し
て
、
願
い
を
海
の
神
に
届
け
て
も
ら
う
と
い
う
存
在
と
し
て
丁
重
に
扱
わ
れ
た
。

一
方
で
、
サ
メ
や
マ
ン
ボ
ウ
は
東
北
で
は
捕
獲
す
る
対
象
で
あ
っ
た
。
川
島
氏
は
、
東
北
の
ウ
ミ
ガ
メ
を
マ
ン
ボ
ウ
と
比
較
し
て
、

興
味
深
い
指
摘
を
行

っ
て
い
る
。
西
南
の
ウ
ミ
ガ
メ
と
東
北
の
ウ
ミ
ガ
メ
が
同
じ
よ
う
な
扱

い
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る

〔川

島

二
〇
〇
五
〕。

つ
ま
り
、
東
北
で
は
マ
ン
ボ
ウ
は
食
べ
る
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
は
食
べ
な
い
。
反
対
に
、
九
州
か
ら
南
西
諸
島
で
は
ウ

ミ
ガ
メ
は
食
べ
る
が
、
マ
ン
ボ
ウ
は
食
べ
な

い
。
紀
伊
半
島
は
ウ
ミ
ガ
メ
、

マ
ン
ボ
ウ
と
も
に
食
べ
る
地
域
と
な

っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
筆
者
も
述
べ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
紀
伊
半
島
で
は
食
用
後
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
甲
羅
を
儀
礼
的
に
流
す
が
、
東
北
で
は
マ
ン
ボ
ウ

の
皮
を
流
す
。
こ
れ
は
、
東
北
方
面
の
儀
礼
が
西
南
日
本
の
ウ
ミ
ガ
メ
儀
礼
に
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
川
島

氏

の
報
告
に
あ

っ
た
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
口
に
生
米
や
お
に
ぎ
り
を
入
れ
て
放
す
、

マ
ン
ボ
ウ
の
口
に
お
に
ぎ
り
を
詰
め

て
流
す
、
と
い
う

事
例
は
、

マ
ン
ボ
ウ
の
儀
礼
と
の
共
通
性
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
真
水
を
飲
ま
せ
て
放
す
と
い
う
事
例
も
興
味
深
い
。

酒
を
飲
ま
せ
て
放
す
と
い
う
習
俗
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
い
つ
、
ど
こ
か
ら
発
生
し
て
広
ま

っ
て
い
っ
た
の
か
分

っ
て

い
な

い
が
、
東
北

㎜

に
お
い
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
真
水
を
飲
ま
せ
て
放
す
と
い
う
事
例
は
、
酒
を
飲
ま
せ
て
放
す
習
俗
の
背
景
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
も
考

え
ら
れ
る
。
全
国
の
事
例
と
比
較
し
な
が
ら
、
東
北
地
方
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
を
考
え
て
い
く
と
列
島
の
海
の
民
俗

に
つ
い
て
ま
た
あ

ら
た
な
側
面
が
明
ら
か
に
な

っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

他
の
大
型
海
洋
生
物
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
東
北
地
方
に
お
け
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
特
徴
が
み
え
て
く
る
。
東
北
地
方
の
漁
民
に
と

っ

て
、
ウ
ミ
ガ
メ
は
頻
繁
に
出
会
う
わ
け
で
は
な

い
た
め
、
サ
メ
や

マ
ン
ボ
ウ
の
よ
う
に
食
料
に
す
る
こ
と
は
少
な
か

っ
た
。
ま
た
、

シ
ャ
チ
の
よ
う
に
漁
を
実
際
し
大
き
く
左
右
は
し
な
い
た
め
に
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
対
す
る
怖
れ
の
心
意
は
強
く
は
な
か

っ
た
。
ウ
ミ
ガ
メ

は

カ
ツ
オ
な
ど
と
と
も
に
現
れ
た
り
、
ち
ょ
う
ど
漁
の
端
境
期
に
や

っ
て
く
る
こ
と
で
、
大
漁
を
願
う
縁
起
物
と

み
ら
れ
る
よ
う
に

な

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
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お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
東
北
太
平
洋
岸
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
は
、
利
用
習
俗
が
少
な
く
、
信
仰
的
な
側
面
が
多

い
た
め
、
信
仰
心
意
優
勢

型

に
分
類
さ
れ
る
。
各
地
と
の
交
流
の
な
か
で
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
習
俗
が
入

っ
て
き
た
が
、
漁
業

の
特
徴
や
ウ
ミ
ガ

メ
が
回
遊
す
る
時
期
な
ど
も
影
響
し
て
、
信
仰
的
な
習
俗
が
定
着
し
た
。
宗
教
者
の
関
与
も
み
ら
れ
る
が
、
同
時
多
発
的
に
個
別
に
発

生
し
た
習
俗
も
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
東
北
地
方
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
と
の
接
触
が
少
な

い
か
ら
信
仰
的
な
か
か
わ

り

に
な
る
と
い
う
図
式
だ
け
で
説
明
は
で
き
な
い
。

東
日
本
大
震
災
後
の
追
跡
調
査
で
は
、
と
く
に
こ
れ
ま
で
確
認
し
て
い
た
祠
や
墓
が
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
確
認
を
行

っ
た
。

そ

の
結
果
、
津
波
で
流
さ
れ
た
も
の
も
あ

っ
た
が
、
津
波
に
襲
わ
れ
な
が
ら
も
残

っ
た
も
の
も
あ

っ
た
。
東
北
太
平
洋
岸
で
は
民
俗
が

ど

の
よ
う
に
継
承
さ
れ
て
い
く
の
か
見
守

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

震
災
に
関
係
な
良

ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
は
薄
く
な

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
の
調
査
を
通
し
て
い
え
ば
、
こ
れ
は
全
国
的
な
傾

鵬

向

の
よ
う
で
あ
る
。
東
北
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
に
酒
を
飲
ま
せ
て
放
す
習
俗
は
ま
だ
残

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
あ
ら

た
に
祠
や
墓
を
作

る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
く
な

っ
て
い
る
。
最
も
新
し
い
も
の
で
、
福
島
県
南
相
馬
市
の
昭
和
三
九
年

(
一
九
六
四
)
の
事
例
で
あ
る
。
明
治

か
ら
昭
和
初
期
に
建
て
ら
れ
た
墓
は
、
そ
の
経
緯
が
分
ら
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
平
成

一
一
年
～

一
二
年

(
一
九
九
九
～
二
〇
〇
〇
)

の
調
査
段
階
で
も
建
立
の
経
緯
が
分
ら
な
い
も
の
が
多
か

っ
た
。
東
北
で
は
流
木
を
拾
い
上
げ
る
こ
と
も
聞
か
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

古

い
流
木
は
残

っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
当
主
が
代
替
わ
り
を
し
て
い
く
な
か
で
、
記
憶
が
薄
れ
て
い
く
も
の
も
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
震
災
を
経
て
、
集
落
が
流
さ
れ
た
り
、
多
く
の
人
々
が
な
く
な

っ
た
な
か
で
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
に
つ
い
て
も
、
そ
の
記
憶
が
失

わ

れ
て
し
ま

っ
た
も
の
も
多

い
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
大
震
災
前
に
聞

い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
記
録
と
し
て
残
す
意
味
を
こ
め

て
、
こ
れ
ま
で
の
報
告
も
含
め
て
、
丁
寧
な
記
述
を
心
が
け
た
。
東
北
沿
岸
部
の
民
俗
の
記
録
を
伝
え
、
未
来
を
考

え
る

一
助
に
な
れ

ば
と
願

っ
て
い
る
。



(注
)

(1
)
海
村
調
査
と
は
、
柳
田
国
男
主
導
で
、
昭
和

=

一年

(
一
九
三
七
)
か
ら
二
年
に
わ
た

っ
て
、
全
国
三
五
か
所
の
沿
海
地
域
で

実
施
さ
れ
た
民
俗
の
総
合
調
査
の
こ
と
で
あ
る
。
柳
田
が
作
成
し
た
項
目
に
し
た
が

っ
て
、
民
俗
研
究
者
が
手
分
け
し
て
調
査

を
行

っ
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
記
録
は

「採
集
手
帖
」
と
呼
ぼ
れ
、
成
城
大
学
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

(2
)
小
島
孝
夫
氏
は
筆
者
が
提
供
し
た
事
例
も
含
め
て
全
国
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
墓

一
覧
を
作
成
し
、
そ
の
後
、
小
島
氏
の

一
覧
表
も
加

え
な
が
ら
田
口
理
恵
氏
は
全
国
の
魚
類
供
養
塔
の

一
覧
を
作
成
し
て
い
る

〔小
島

二
〇
〇
五
、
田
口

二
〇

一
一
〕
。
こ
れ

ら
に
も
、
筆
者
や
川
島
氏
の
報
告
を
も
と
に
し
て
、
東
北
の
祠
、
供
養
塔
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

(3
)
平
成

一
〇
年
度

(
一
九
九
八
)
か
ら

一
二
年
度

(二
〇
〇
〇
)
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
の
研
究
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト

「沿
海
諸
地
域

の
文
化
変
化
の
研
究

柳
田
国
男
主
導

『
海
村
調
査
』
『離
島
調
査
』
の
追
跡
調
査

」
に
お

い

て
、
筆
者
は
高
知
県
宿
毛
市
、
岩
手
県
普
代
村
お
よ
び
三
陸
沿
岸

(平
成

一
一
年

(
一
九
九
九
)
五
、八
、
九
月
、
平
成

=

一年

(
二
〇
〇
〇
)
七
～
八
月
)、
東
京
都
八
丈
島
を
調
査
し
た
。
ま
た
、
平
成

一
六
年
度

(
二
〇
〇
四
)
、

一
七
年
度

(二
〇
〇
五
)

に
か
け
て
実
施
し
た
科
学
研
究
費
補
助
金
若
手
研
究

(
B
)
「ウ
ミ
ガ
メ
を
め
ぐ
る
食
と
祭
祀
に
つ
い
て
の
民
俗
学
的
研
究
」
(研

究
代
表
者

"
藤
井
弘
章
)

で
は
、
宮
城
県
七
ヶ
浜
町

(
平
成

一
七
年

(
二
〇
〇
五
)
七
月
)
、
石
巻

市

(
平
成

一
七
年

(
二
〇
〇
五
)
七
月
)
、
青
森
県
下
北
半
島

(平
成

一
七
年

(二
〇
〇
五
)
九
月
)
を
調
査
し
た
。
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究

所
専
任
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

「沿
海
地
域
に
お
け
る
祭
祀
と
食
文
化
の
研
究
」
(研
究
代
表
者

"
藤
井
弘
章
)
に
お
い
て
、
宮
城
県

七
ヶ
浜
町
を
調
査
し
た

(平
成

一
八
年

(二
〇
〇
六
)
七
月
)
。

(
4
)
民
俗
学
研
究
所

の
平
成
二
四
年
度
の
年
間
主
題
調
査
は
東
北
地
方
沿
岸
地
域
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
平
成
二
四
年

(
二
〇

一
二
)
三
月
、
八
月
、

一
一
月
に
青
森
県
八
戸
市
か
ら
福
島
県

い
わ
き
市
の
沿
岸
部
を
訪
ね
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗
に
つ

い
て
追
跡
調
査
し
た
。
平
成
二
四
年

(二
〇

=

一)
三
月
に
は
、
宮
城
県
石
巻
市
か
ら
岩
手
県
釜
石
市
に
か
け
て
、
八
月
に
は

204
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岩
手
県
釜
石
市
か
ら
青
森
県
八
戸
市
に
か
け
て
、

一
一
月
に
は
宮
城
県
名
取
市
か
ら
福
島
県
い
わ
き
市
に
か
け
て
回
っ
た
。
福

島
県
沿
岸
で
は
、

い
わ
き
市
中
之
作
、
南
相
馬
市
烏
崎
で
報
告
さ
れ
て
い
た

〔小
島

二
〇
〇
五
〕
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
震

災
前
に
は
筆
者
は
調
査
を
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
平
成
二
四
年

(二
〇

一
二
)

一
一
月
に
現
状
確
認
の
意
味
も
あ

っ
て
現
地
調

査
を
行

っ
た
。
な
お
、
調
査
の

一
部
に
、
近
畿
大
学
平
成
二
一二
年
度
卒
業
生

の
奥
村
芙
美
氏
、
水
口
小
百
合
氏
、
山
下
洋
平
氏

も
同
行
し
た
。

(5
)
青
森
県
下
北
半
島
に
も
ウ
ミ
ガ
メ
の
祭
祀

・
供
養
習
俗
が
多
数
存
在
し
て
お
り
、
筆
者
も
平
成

一
七
年

(二
〇
〇
五
)
に
現
地

調
査
を
行

っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
今
回
は
太
平
洋
沿
岸
に
対
象
地
域
を
絞
り
、
福
島
県
い
わ
き
市
か
ら
青
森
県
八
戸
市
ま
で
を

取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

(6
)
〉
臼

ω
。
犀
①
巳

巴

の
貝
塚
遺
跡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
り

「ウ
ミ
ガ
メ
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
し
た
結
果
、
東
北
地
方
太
平
洋

岸
の
遺
跡
で
ヒ
ッ
ト
し
た
も
の
を
ま
と
め
た
の
が
表
2
で
あ
る
。

踊

(
7

)

二
つ
の

「亀
神
社
」

の
建
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
に
お
い
て
年
代
が
異
な

っ
て
い
る
。
沢
内
氏
は
明
治
二
〇

年
八
月
二

一
日
と
昭
和
四
年
八
月

〔沢
内

一
九
五
五
〕、
小
島
氏
の

『岩
泉
の
石
碑
』
は
明
治

一
八
年
と
昭
和
八
年

〔小
島

一
九
七

四
〕
、
小
島
氏
の

『陸
中
海
岸
風
土
記
』
と

『
い
し
ぶ
み
の
岩
手
』
は
明
治
二
八
年
八
月
と
昭
和
四
年
八
月

〔小
島

一
九
八
四
・
一
九
九
二
〕、
宮
古
市
教
育
委
員
会
は
明
治
二
五
年
八
月
二

一
日
と
昭
和
四
年
八
月

〔宮
古

市
教
育
委
員
会

一
九
八
四
〕
、
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
明
治
の

「亀
神
社
」
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
い
が
、
宮
古
市
内
の
石
碑
を
網

羅
的
に
調
査
し
て
い
る

『宮
古
市

の
石
碑
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り

〔宮
古
市
教
育
委
員
会

一
九
八

四
〕
、
明
治
時
代

の

「亀
神
社
」
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
五
年
八
月
二

一
日
と
し
て
お
く
。
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浦
寛
平

氏

に
話
を
う
か
が

っ
た
。
宮
古
市
で
は
、
石
崎
賢

一
氏
、
佐
々
木
聖
氏
、
中
嶋
勝
正
氏
、
本
多
由
右
衛
門
氏
、
松
野

ソ
ノ
氏
に
話
を
う

か
が

い
、
岸
昌

一
氏

(宮
古
市
史
編
さ
ん
室
)
、
假
谷
雄

一
郎
氏

(宮
古
市
史
編
さ
ん
室
)、
牧
野
栄
山
氏

(心
公
院
)
の
お
世
話
に

な

っ
た
。
ま
た
、
宮
古
市
出
身
の
堀
内
良
司
氏
、
堀
内
イ
セ
氏
に
話
を
う
か
が

っ
た
。
岩
泉
町
で
は
、
小
本
浜
漁
業
協
同
組
合
の
お
世

話

に
な

っ
た
。
田
野
畑
村
で
は
、
久
里
十
太
郎
氏
に
話
を
う
か
が
い
、
安
達
尊
伸
氏

(
田
野
畑
村
教
育
委
員
会
)

に
お
世
話
に
な

っ

た
。
普
代
村
で
は
、
大
上
泰
久
氏
、
太
田
卯
之
助
氏
、
金
名
部
直
徳
氏
、
下
上
恵

一
氏
、
道
合
政
喜
氏
に
話
を
う
か
が

い
、
木
村
耕

一

氏

(普
代
村
教
育
委
員
会
)
、
三
船
雄
三
氏

(普
代
村
総
務
課
)
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
久
慈
市
で
は
、
伊
川
種
蔵
氏
、
広
崎
国
雄
氏

に
話
を
う
か
が
い
、
飯
田
喜
久
雄
氏

(久
慈
市
教
育
委
員
会
)
の
お
世
話
に
な

っ
た
。

青
森
県
八
戸
市
で
は
、
中
村
好
伸
氏

(浮
木
寺
住
職
)
に
話
を
う
か
が

い
、
柏
井
容
子
氏

(八
戸
市
博
物
館
)

の
お
世
話
に
な

っ

た
。こ

の
ほ
か
、
川
島
秀

一
氏
、
佐
々
木
長
生
氏
、
亀
崎
直
樹
氏

(日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
)
、
柳
沢
践
夫
氏

(ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し

ま
)
、
楢
崎
友
子
氏

(東
京
大
学
海
洋
研
究
所
国
際
沿
岸
海
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
)、
石
原
孝
氏

(日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
)
の
お
世
話
に

な

っ
た
。
お
世
話
に
な

っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
対
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
な
お
、
(

)
の
中
は
、
調
査
時

の
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
写
真
に
つ
い
て
は
、
注
記
の
な
い
限
り
は
す
べ
て
筆
者
の
撮
影
で
あ
る
。
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